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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。










本文中に「>>>♥」が付されている箇所にはイラストがあります。その箇所を選択すると、ギャラリー中の該当するイラストが表示されます。読んでいた場所にもどるときは、イラスト直後の「このシーンはこちら♥」を選択してください。
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　森を、自由に駆かけ回る夢を見る。

　夢の中で、名な緒おはいつも狼おおかみになっていた。

　白しら樺かばの木々が生おい茂しげり、下草に覆おおわれた森には道などないのに、まるでそこに己おのれが進むべき道があることを知っているかのように、名緒は迷いなく駆け抜ぬける。

　自分が狼だと判断した理由はいくつかあるが、そのうちの一つは地面を蹴ける前足がもふもふであることだ。じっくり見たわけではない。視界に時折チラチラと入り込む程度だ。しかし、もふっとした美しい毛並みはとても印象的だった。

　狼にしてはもふもふすぎるような気も近ちか頃ごろはするのだが、それはもう一つの理由によって瑣さ末まつなことに思えている。

「森もり野の家のご先祖様は、百ひやく獣じゆうの王、狼だったんだぞ！　名緒のお父さんも、本当に立派な男だった。本当に本当に、かっこよかったんだ」

　名緒を引き取った時からずっと、繰くり返し、繰り返し、そう話してくれる春はる山やまの義父がいるからだ。養子縁えん組ぐみしていないから正式には義父ではないが、たとえ血けつ縁えんがなくても籍せきが違ちがっても、名緒は家族だと言ってくれている。義母も、三つ上の兄も、一つ下の弟も、名緒を本当の家族として愛してくれる。

「春山家は三兄弟です。え、次男だけ苗みよう字じが違う？　そうです、名緒は森野名緒ですが、それが何か？」

　と、兄の仁じんが当たり前のように言う場面を、何度か目もく撃げきしたことがあった。

　言われた方は、もちろん面めん食くらう。しかしすぐに理解を示してくれた。

　実の両親とは五歳の時に死別してしまったが、自分を不幸だと思ったことがないのは、間ま違ちがいなく春山の家族のおかげだ。感謝しても、しても、し足りない。きっと一生、感謝し続ける。

　両親がともに親友だったという以外の接点はないのに、春山家は身寄りのない名緒を迷わず引き取ってくれた。後見人という形にしたのは、養子になるか森野という名を残すか、名緒自身が決められるようにするためだった。結局、名緒は十歳の時に、森野姓せいのまま生きることを決めた。

　義父も義母も、森野の父と母の話をしょっちゅうしてくれる。それはたいてい、大好きな親友の自じ慢まん話として語られるものだから、聞いている名緒もわくわくした。天国に行ってしまったと悲しむよりも、まるでおとぎ話の英えい雄ゆうのように感じた。

　義父の、大おお袈げ裟さなくらいの独特の言い回しもおもしろかった。「百獣の王、狼」と繰り返し聞いて育ってきた名緒は、その枕まくら詞ことばの後に続くのは一いつ般ぱん的にはライオンだと知った今も、なんとなく納なつ得とくがいかない。弟の賢けん次じも同じことを言っていた。兄の仁はというと、東大にストレート合格してしまうような秀しゆう才さいなので、子どもの頃ころから心の中で「百獣の王はライオンだろ、父さん」とツッコんでいたらしい。実際に何度か口にしてみたところ、「あんまり勉強ばっかりしてると、ばかになっちゃうぞ！」と返されて、なるほど、と思ったからそれ以降は口に出さないことにしたとも言っていた。何がなるほどだったのか、常に平均点の名緒にはいまだに理解できないエピソードだ。

　しかし義父が「百獣の王」と誇ほこらしく言いたくなる気持ちは、名緒にも分かる。

　父が生前、名緒によく語ってきかせてくれたあの話を、義父にも話していたに違いないから。

「森野家のルーツは、あの北ほく欧おうの大国、スウェーンランドの森に棲すむ聖せい獣じゆうなんだよ」──と。

　その穏おだやかな父の声は、今も耳の奥に残っている。

　幼い名緒は、『聖獣』という名前の動物がいるのか、とその姿を想像しながら聞いていた。

　残念ながら、それ以上の詳くわしい話やその時の父の表情などは覚えていない。

　けれど父はその話をする時、決まって名緒を膝ひざの上に乗せ、背中から優やさしく抱だき締しめてくれていた。その包まれるような温かさは、なんとなく覚えている。すぐ傍そばには母もいた。名緒は、母が淹いれてくれたホットミルクを飲みながら、両親のおしゃべりを聞いていた。

　両手でようやく持てる大きさの、木のマグカップは、ホットミルクの温かさをじんわりと伝えてくれる。二十歳はたちとなった今では片手でひょいっと持てるサイズだが、当時の名緒には、両手にスウェーンランドの湖を抱かかえているかのような大きさに見えていた。というのも。

「名緒のククサは、スウェーンランドで父さんと母さんが運命を感じた白樺の木から作られたんだよ。とっても特別なものなんだ」

　そう父が話してくれたから。

　マグカップという言葉よりも、ククサという名前の方を、名緒は先に覚えた。プラスチックでも陶とう器きでも、同じ形状のものをそう呼ぶと、それはククサじゃなくてマグカップだよ、と言われて不思議だった。

　ククサというのは、白樺の木にできた瘤こぶから作られたスウェーンランドの伝統工芸品だと知ったのは、もっとずっと後のことだ。小学生の時に仁が調べてきてくれた。

　父と母は、新しん婚こん旅行で訪おとずれたスウェーンランドの森で、いつか生まれてくる子どものために……と、ククサを頼たのんできてくれたらしい。その話は義母から聞いた。

『ククサを贈おくられた人は幸せになれる』という言い伝えが、スウェーンランドにはあるという。

　だから今でもククサを使うたび、名緒は両親を身近に感じることができるのだ。

　そんな事情もあり、子どもの頃から時折見る、森を駆け回るこの夢は、両親への思し慕ぼの表れなのではないかと自己分ぶん析せきしている。

　夢は、いつも同じ森の中だと分かるのに、見るたびに季節や天気が違っていた。

　今日は穏やかな晴れの森だ。まだ空は見えないが、木々の間から漏もれてくる太陽の光が、白樺の幹にきらきらと反射し、緑の草を照らしたり透すかしたり濃のう淡たんさまざまに生き生きとして見せる。両手を広げて深呼吸したくなる美しさだ。

　まるでライブ映像を見ているかのような臨場感だった。しかもテレビ画面などを通しているのではなく、名緒自身が駆けているのだから、バーチャルリアリティというべきか。しかし残念なことに音は聞こえないし、匂においも感じないし、大地を踏ふみしめる感かん触しよくも分からない。ただ、目だけで充じゆう分ぶんなほど、名緒は森を感じている。

　草木が瑞みず々みずしく生い茂るこの季節の、晴れた日の森が、一番好きだ。

　曇くもりや雨の日、草のほとんどが枯かれてしまう季節、雪で閉とざされた陰いん鬱うつな森も見たことがあるからこそ、今日の美しさが理解できる。北欧の緑豊かな季節は短い。その中でも、これほど爽さわやかに晴れる日は、本当に貴重なのだ。

　実際には行ったことも見たこともないのに、名緒はすっかりスウェーンランドの森に詳しくなった気がしていた。そもそもこの夢の舞ぶ台たいがスウェーンランドであるという確証もなければ、夢である以上、整合性などないのが当然なのに。

　それでも名緒はこの夢を見るたびに、かつて両親が新婚旅行で訪れたというスウェーンランドの森を夢想するのだった。

　──いつか、行ってみたいなぁ……。

　その時はククサを持っていこう。名緒はそう決めている。

　ククサのことを思い浮うかべたら、無む性しように喉のどが渇かわいてきた。それもよくあることだ。そしてそう感じるのは、たいてい夢が終わりに近づいている合図だった。

　そろそろ、あのシチュエーションが来るだろう。名緒は予感した。もっとこの夢を見ていたいが、思い通りにいかないのが夢というものだ。

　本当はこの美しい森を、もっともっと駆けていたいけれど──。

　青々とした下草を捉とらえていた名緒の視線が、ふっと上を向いた。白樺の木々が左右にも奥にも視界いっぱいに立ち並んでいる。そのうちの一本に焦しよう点てんが合った。ぐんぐん近づいていく。ぶつかってしまうのではとヒヤリとするくらい近づくと、前足が、ガッと幹にかかった。もふもふの毛並みに、一ヶ所だけ模様が見える……と目を凝こらしかけたところで、名緒の視線はグッと上に向けられるのだ。

　空へ──。

　木々の間から、息を吞のむほど美しい青空が目に飛び込んでくる。

　空へ、空へ、空へ──。

　まるで飛び立とうとするかのように、ぐんぐんと青空が近づいてきて、名緒はハッと目を開けた。

「……っ、……夢かぁ……」

　知っていた。けれど呟つぶやかずにはいられない。

　念のため、自分の前足を確かく認にんする。当然のことながら、それは前足ではなく人の手だった。

「……今日は、見えそうだったのになぁ」

　左の前足にある模様が。夢なのだから見えるもなにもないのだが、もう何年も前から気にかかっているのだ。いつしかそれは名緒の中で、運うん試だめしのような位置づけになっていた。その模様が確認できたら、とてつもなく幸運なことが起こるのではないかと。

「あおーん」

　小声で遠とお吠ぼえの真似まねをしてから、よいしょ、と勢いをつけて身を起こす。

「遠吠えしすぎたかなぁ？」

　苦笑いして、カラカラに渇いた喉を撫なでた。夢の終わりに空が視界に入るのは、狼おおかみの自分が遠吠えをするためだろうと名緒は考えている。

　青空が近づいてくるように見えるのは、心理的情景だからに違いない。空に、自分の声を響ひびかせたいから。国語の長文読解のように、そう分析する。

　ベッドから足を下ろすのとほぼ同時に、コンコンガチャッ！　と音がした。

「おっはよー、名緒ちゃん起きてるかー？」

　ノックからドアが開いて賢次が飛び込んでくるまで、たぶん三秒もかかっていない。

「ちぇーっ、起きてたかー」

　ベッドにダイブするつもりで両手をバンザイの形にしかけていた賢次が、舌打ちする。危なかった。掛かけ布ぶ団とんごとぎゅうぎゅう抱だきつかれて、もふもふの刑けいにされるところだった。

　その後ろから、ワイシャツ姿の仁が顔をのぞかせる。

「朝から騒さわがしいと言っているだろう、賢次。名緒の爽やかな朝を台無しにするんじゃない。──おはよう、名緒。今朝も最高に可愛かわいいな」

　そう言いながら部屋に入ってきた仁に、手て櫛ぐしで髪かみを梳すかれる。猫ねこっ可愛がりというのはこういうことなのだろうな、と可愛いと言われるたびに名緒は思う。姿形の話ではないのだろう。おそらく名緒がブルドッグそっくりの顔をしていたとしても、ブサカワではなく可愛いと本気で言ってくれる気がする。

　反対側からは賢次に、木にしがみつくセミみたいに抱きつかれ、「朝は名緒ちゃんチャージしないと力が出ねぇ」と頰ほおずりされた。仁が剝はがそうとしても、賢次は負けない。これもいつものことなので、名緒は流れに身を任せた。柔じゆう道どうで国体に出場してしまえる賢次に、力で敵かなうはずがないのだから。

「おはよう、お兄ちゃん、賢ちゃん。着き替がえたらすぐに下りていくから、先にごはん食べ始めててくれる？」

「分かった。行くぞ、賢次」

　名残なごり惜おしそうに手をワキワキさせている賢次の襟えり首くびを摑つかみ、仁が部屋を出て行った。

　名緒は急いでバスルームに飛び込み、洗面する。今日の授業は三限からで時間的には慌てる必要はないのだが、家族五人揃そろって朝食を摂とるのが日課となっている。

　蛇じや口ぐちから流れてくる水に手をさらすと、このまま掬すくって飲みたい衝しよう動どうに駆られた。それくらい喉が渇いている。あの夢を見た後はいつもこうだ。けれどここで飲むわけにはいかない。飲料水であるかどうかということも問題だが、それ以前に、たとえミネラルウォーターでもククサを使わなければ喉は潤うるおせないということを経験で知っている。ようするに精神的なものなのだろう。

　痛みを覚えるくらいカラカラに渇いた喉に耐たえて、名緒は洗面を済ませた。鏡を見ながら、髪にササッとブラシを通す。ふわふわの癖くせっ毛はきちんと整えようと思ったら大仕事だ。とりあえず今は、寝ね癖ぐせで絡からまってさえなければいい。

「ん？」

　シャッシャッとブラシを動かしていると、一いつ瞬しゆん、頭頂部付近に違い和わ感かんを覚えた。もこっと盛り上がっていたような、そして皮ひ膚ふを引っ搔かいてしまったかのような、微び妙みような感触。

「んん？　たんこぶかな？」

　髪を搔き分けて鏡で確認するが、特に変わったところはなかった。

　名緒はアーモンド形の目をパチパチと瞬まばたきさせて、首を傾かしげる。ツンと尖とがった小さな鼻がムズムズと動いたのは、階下から朝ごはんの香こうばしい香かおりが漂ただよってきたからだ。

「名緒ちゃん、もうカフェオレ淹いれていいー？」と賢次の声が聞こえてくる。慌てて「ちょっと待ってー」と返事してから、手早く洋服に着替えてダイニングに下りた。

　義父は定位置でパジャマのまま新聞を読み、義母はハムエッグをテーブルに並べるところだった。賢次は大量の食パンを焼いていて、仁はゆったりと珈琲カップを傾かたむけている。いつもの朝の風景。大事な時間。

「ごめんね、遅おそくなって。お父さん、お母さん、おはよう」

　義父母がそれぞれ「おはよう」と返してくれる。それだけで名緒は嬉うれしくなる。

　仁と賢次に挟はさまれた場所に、名緒のカフェオレを義母が置いてくれた。椅い子すに着く前に、戸と棚だなからククサを出して水道水を汲くむ。

「あら、喉渇いてたの？　冷蔵庫にミネラルウォーターあるわよ？」

　ドキッとした。あの夢を見ると喉が渇くという話は、小学生の時を最後にしていないけれど、もしかしたら義母は覚えているかもしれないから。そして当時の担任に三者面談の時に言われた、「その夢は、無意識のうちに義理の家族に遠えん慮りよしていて、解放されたいと心が願っているから見るんじゃないか？」という、心ない台詞せりふも。絶対、絶対、そんなことないのにと、ショックでたまらなかった。

　何かうまい言い訳を……と考える隙すきもなく、焼けるような喉の渇きに急せかされて名緒は水を呷あおっていた。

　命の水だと思った。なんの変へん哲てつもない水道水なのに、まるで浄じよう化かされた清水のように感じる。危機感を覚えるほどだった喉の渇きが、スッと鎮しずまっていった。

「おー、いい飲みっぷりだなぁ、名緒！」

　義父がやんやの喝かつ采さいをくれる。「お酒じゃないんだから」と義母が笑い、「父さん、名緒に酒は勧すすめないでくれよ。二十歳はたちになったとはいえ、まだ早いんだから」と仁が釘くぎを刺さすと、義父が唇くちびるを尖らせて「ちぇー」っとぼやく。食しよく卓たくは笑いに包まれて、名緒の言い訳などまったく必要なくなった。

　もう一いつ杯ぱい、水を汲んでから、椅子に着く。すかさず賢次が焼きたての食パンをくれた。

　カリカリふっくらな食パンに齧かじりつき、温かいカフェオレを飲みながら、名緒はククサの中の水を覗のぞき込む。味のある木目模様が、澄すんだ水越ごしに揺ゆらめいて見える。その時。

　ふっ、と。

　水面に影かげが過よぎった気がした。

　名緒は思わず、ガタッと椅子を鳴らしてしまう。

「どうした？」

　仁が、心配そうに名緒を見る。賢次も「名緒ちゃん、寝ねぼけてんのー？」と笑いつつ、宥なだめるように背中にポンポンと手を添そえてくれた。

　もうすっかり大人になったというのに、名緒のちょっとした変化に兄と弟は敏びん感かんに反応してくれるのだ。幼い時、まだ春山家に引き取られたばかりの頃ころに、夜が怖こわくてたまらなかった名緒を守ってあげて、と義父母が頼たのんでから、ずっと。

　成人した今、もうそんなに心配しないでと伝えるタイミングを、名緒は探している。

「大だい丈じよう夫ぶだよ。ちょっとつまずいただけだから」

　ひとまずここはそう言うと、仁がクスッと笑った。

「座ってるのにつまずくなんて、名緒は可愛いな」

「あ」

　よしよしと頭を撫でられる。「名緒ちゃん可愛い！」と、賢次にも抱きつかれる。

「うちの子たちは、本当に仲がいいなぁ」

　微笑ほほえましそうに義父が言い、「本当ねぇ」と義母も同意しているが、それでいいのか。

　仁も賢次も、名緒に心を砕くだきすぎではないだろうか。本当は名緒の方が、もっと気を利きかせなければいけないのに。







　＊　　＊　　＊







　数日後。名緒はまた、あの夢を見ていた。

　いや、あの夢と言うには様子が違ちがいすぎるのだが……森ではないのだ。まるでアスファルトのような固く薄うす暗ぐらい道を、名緒は駆かけている。それなのにいつもの夢だと判断したのは、視界に時折入るもふもふの前足と、バーチャルリアリティのような臨場感があるからだ。

　街灯と思おぼしき光の笠かさの中に入ったり、道路の白線が見えたり、都会的すぎて苦く笑しようしてしまう。

　──町に、手て袋ぶくろでも買いに行きたいのかなぁ？

　子どもの頃に読んでもらった童話を連想して、名緒はくすっと笑った。

　夢の中の名緒は、森ではないにも拘かかわらず、すごいスピードで迷いなく道を進んでいく。車にぶつかったりしないだろうかとヒヤヒヤするくらいに。夢なのだから、車などない設定にしてもいいはずなのに、やけにリアルな世界がそれを許してくれない。

　──あー、でも、リアルな割には、全体的に明るすぎるかな。

　街灯や人通りのなさから、夜遅い時間であることが窺うかがえるのに、名緒の目には周囲の物がすべてはっきりと見えていた。

　──狼おおかみって、夜目が利くのかな？

　そうかもしれない。映画などでも、夜に遠とお吠ぼえしているイメージがある。

　そんなことを考えていたら、喉のどに違和感を覚え始めた。いつもの、あれだ。あの流れがくる、と名緒は予感した。木に向かって突とつ進しんして行って、ガッと前足をかけて、空を見上げてアオーンと……したら、まずいのではないだろうか。こんな街中で。

　──わー、駄だ目めだよ、おれ！　人間に捕つかまっちゃうよ。

　そんなことを思ってハラハラしたが、もしかするとスウェーンランドで狼が森から街に出てくるのは、それほど珍めずらしいことではなかったりしないだろうか。夢に見るのは初めてだが……。

　──ん？　今、『止まれ』って書いてなかった？

　視界の端はしにチラッと捉とらえただけだが、道路標識の白い文字の一部が、確かにそう見えた。

　──え、日本？　狼って生息してたっけ？

　動物園で檻おり越ごしに会って、一方的に親近感を抱いだいたことならあるが。

　──あ、っていうか、夢だった。

　リアルすぎて混乱する。けれどだんだん楽しくなってきた。テレビを見ていたら近所が映った時の興奮に似ている。いっそ家まで行きたい。行けないかな……と考えるが、喉の渇かわきがどんどんと切せつ羽ぱ詰つまったものになってきた。これは完全に目覚める予兆だ。

　残念だが、仕方がない……と考えたところで、いつものあのシーンがやってきた。

　コンクリートの塀へいに向かって、名緒は突進する。そして空を見上げる。星空が視界に飛び込んできた──その端に、もふもふのものを捉える。

　──前足だ！

　空中に静止するように視界に入っているそれを凝ぎよう視しした。模様、模様、と心で唱えて焦しよう点てんを合わせようと必死になる。

　──……見えた！

　その瞬しゆん間かん、ハッと名緒は目を開けた。

　オレンジ色の常夜灯に照らされた自分の部屋の天てん井じようが目に入る。夢から覚めてしまった。けれど今日は、落らく胆たんなどしない。

「見えたー……」

　頰ほおが、ひとりでに綻ほころぶ。

　もう何年も気になって、いまや運うん試だめしのようになっていた左前足の模様がようやく見えたのだ。なにを表しているのかよく分からない不思議な形だったが、模様とはそういうものだろう。念願が叶かなって、とてつもなくいいことが起こりそうな予感がした。

　窓の外はまだ暗い。時計は二時を指していた。

　できればもう一度眠ねむってしまいたいが、喉の渇きがそれを許してくれない。

　名緒はもそもそと起き上がり、足音を立てないように気をつけながらキッチンに下りた。ダイニングキッチンの明かりを点つけて、ククサを取り出す。早く、早く、と焦あせるように水を汲くみ、喉を潤うるおした。

「はぁー……生き返る」

　オヤジか、と賢次にツッコまれそうなひとり言を呟つぶやき、名緒は二杯はい目の水を汲んだ。今度は落ち着いて、こくり、と喉を鳴らす。

「……不思議な夢だったなぁ」

　ククサを両手で包み、いつものようにカップの底の木目模様を覗き込んだ……ら。

「っ!?」

　水面に映った影に驚きよう愕がくして、思わず放ほうり投げそうになってしまった。大事なククサをそんなふうにするわけがなくて、実際には遠ざけただけで留とどまれたが、驚おどろきのあまり心臓がバクバクしている。

「え？　え？……なに、今の？」

　水面に映ったのは自分だったはず。

　けれどその頭には……二つ、山が付いていた。いわゆる、動物のミミのような……。

「はは……まさかね」

　乾かわいた笑いとともに、おそるおそる手を頭にやってみる。──と。

　もふっ。

「っっ!?　みみみみミミ!?」

　寝ね相ぞうが悪すぎて毛玉のような寝ね癖ぐせができてしまっただけかもしれないと、一いち縷るの望みをかけながら、名緒はシャッとカーテンを開けた。窓ガラスを鏡代わりにしようと考えて。

　果たして、そこに映った自分の頭には……立派なミミが生えていた。髪かみと同じ色の毛の、もふもふのミミが二つ。そして三角の頂点から、ツンツンと毛の束が飛び出している。

「……なんだろ、これ？」

　狼じゃない、と真っ先に思った。がっかりしたような、がっかりすることがおかしいような。

「つまりこれって、夢の続きなのかな……？」

　ツンツンの毛の束を、手のひらでもしゃもしゃ揺ゆらしてみる。感かん触しよくはある。だからこそ現実なわけがない。

「そっかー、夢かぁ」

　あはは、と名緒は笑った。まあ、こういうこともあるだろう。あれだけリアルな夢を長年見続けているくらいなのだから。

　せっかくだから手も前足にならないだろうか。ククサをテーブルにそっと置き、じっと両手を見つめて念じてみたが、特に変化は訪おとずれなかった。

　その代わり、手の向こう……勝手口の窓ガラスの向こうに、もっふもふの美しい獣けものが現れる。

　スタッと、春山家の小さな庭に降り立ったその獣は、豹ひようのようなしなやかな鋭するどさと、気持ちよさそうなふかふかの毛並みを兼かね備えている。そして夢のようにキラキラと光り輝かがやいていた。

　夢のようにというか、さすが夢。かっこよくて美しくてもふもふだなんて、いいとこ取りにもほどがある。

　しかし一番の特とく徴ちようは、強きよう烈れつなまなざしだった。

　力強い目というのはこういうことを言うのかと、初めて実感する。狙ねらいを定めるというよりは、見み透すかされるような印象を受けた。

「綺き麗れいな生き物だな……」

　名緒が知るどんな動物とも違ちがう。見るからに獣の姿をしているが、動物などと呼ぶのは畏おそれ多い気がした。

　──あ、『聖せい獣じゆう』？

　その言葉が脳のう裏りに浮うかぶ。懐なつかしい父の声とともに。

　子どもの頃ころに父の話を聞いて思い浮かべた『聖獣』は、まさしくこんなふうに、黄金の光を纏まとっている姿で想像していたのではないだろうか。義父から「百ひやく獣じゆうの王、狼」の話を繰くり返し聞いているうちに忘れてしまっていたが。

　もっときちんと見たいと思った。ガラス越ごしだと、自分の姿と二重写しになってしまってもったいない。

　勝手口を開けて、名緒は突つっ掛かけを履はいた。慎しん重ちようにしないと逃にげてしまうかもしれないと、足を踏ふみ出してから思った。けれど獣は逃げるどころか、スイッとしなやかな足取りで近づいてくる。

　明らかにネコ科の動きだった。名緒はその場に膝ひざをつき、両手を伸のばす。手を伸ばせば触ふれられるほど近くに来て、気づいた。獣のミミにも、先せん端たんからツンツンの毛の束が伸びている。

　──あ、おれとお揃そろい。

　ただしその毛の束は名緒と違い、美しいプラチナ色に輝いているが。

「触さわってもいい？」

　名緒は尋たずねた。野の良ら猫ねこに、礼れい儀ぎとして声をかける時と同じように。

　すると獣は、触れるか触れないかの位置でぴたりと足を止める。

　そして口を開いた。鋭い牙きばが、チラリと覗のぞく。

「ようやく見つけた」

「えっ!?」

　獣がしゃべった。

　低く、艶つややかな、聞き惚ほれてしまいそうな声で。他者を従わせることを常とした人特有の、堂々とした口調で。

「ようやく見つけたぞ！」

　もう一度繰り返し、獣が跳とびかかってきた。

「──っ！」

　名緒は息を吞のむ。これは夢だと分かっているのに、恐きよう怖ふ心を抱いてしまった。

　縺もつれ合うようにして、背中から芝しば生ふの上に転がる。そしてのしかかられる。もふもふの塊かたまりに。……ゴロゴロゴロゴロ。低い、低い、重低音の唸うなり声がした。

　これは怖こわい。名緒は硬こう直ちよくした。あの鋭い歯に嚙かみつかれて、引き裂さかれたとしたら、たとえ夢でも痛いに違いない。できればその前に目覚めたい。

　カッと目を見開いてみた。見慣れた自室の天てん井じようが視界に飛び込んでくることを期待したが、名緒の目に映ったのは、もっふもふの美しい毛並みだった。しかも黄金のごとく輝いている。

　ふわっと不思議な匂においが漂ただよってきた。甘いようなスパイシーなような、今まで一度も嗅かいだことがないこの匂いは、獣の体たい臭しゆうだろうか。

　ゴロゴロという唸り声が、ピタッと止まる。

　獣は猫が伸びをするように肩かたを引き、名緒の顔を見下ろしてきた。シャープな顔つきなのにもふもふとは、どういうことか。かっこよさと可愛かわいさが同居して、さらに高貴な雰ふん囲い気きを身に纏っている。

　顔をグッと近づけてこられ、鋭い視線で射い抜ぬかれた。身動き一つ取れない。恐おそろしくてたまらない。それなのに名緒は、そんな恐怖の片かた隅すみで、彼の眸ひとみに釘くぎ付づけになっていた。

　澄すんだスウェーンランドの青空のような、スカイブルーの眸。

　夢の中で、いつも名緒が目指した空が、その眸には広がっていた。

　どれくらい夢中で見つめていたのか、時間の感覚が分からない。

「綺麗……」

　名緒はそう呟くと、吸い寄せられるようにふらふらと、彼の眸に手を伸ばした。

　触れる寸前で、それはもふもふの前足に払はらいのけられる……その瞬しゆん間かん。

「……っ！」

　名緒は目を見張った。

　もふもふの前足に、ついさっき確かく認にんしたばかりの、あの模様があったような気がしたから。

　しかしそれをじっくり確認する前に、その次の瞬間──さらさらと光の粉を撒まき散らすような輝きが生じ、もふもふの前足が人の手へと姿を変えていったのだ。

「……手!?」

　名緒は、手を包まれていた。一回り大きな、──人間の手に。

　魔ま法ほうのように変化した人間の手を凝ぎよう視しして、ふっと視線を上げると。

「っ!?」

　驚いた。ここに至るまでもすでに驚きの連続だったが、比べものにならない。

　そこにいたのは、男性だった。

　名緒の上にのしかかっていた美しい獣は、青い眸の美しい男に姿を変えていたのだ。

　絹糸のような金きん髪ぱつが、名緒に向かって零こぼれ落ちてくるような錯さつ覚かくを覚える。獣の毛と似ているようで、違うようで……ただ、眸はまったく同じだった。スウェーンランドの空を湛たたえたような美しいその色と、すべてを見透かすような鋭さが。

「この時を待っていたのだ。ようやく時が満ちた」　>>>♥

　声も同じだった。これはもう、あの獣がこの男性に姿を変えたということで、本当に間違いないのだろう。

　さすが夢。奇き想そう天てん外がいもここまでくると、楽しいではないか。

「……悪い魔ま女じよに魔法をかけられた、王子様なんですか？」

　そう尋ねると、彼は表情を険しくした。

　夢の中とはいえ、機き嫌げんを損そこねてしまったことに名緒は動どう揺ようする。

「す、すみません。失礼なこと言って……」

「いや、親と死別したということは知っている。何も聞いていないのだな？　ならば変へん化げが始まって不安だっただろう。よく耐たえてくれた。──私のために」

「……変化？」

　狸たぬきやキツネなどが人間に化けるという、あれのことだろうか。

　首を傾かしげた名緒の手を引き、彼は起き上がる。

　名緒はまたしても驚きよう愕がくした。小さな庭の片隅に、自分たちを見守るように整列するキラキラ集団がいたから。高校時代の学ランに似た、揃いの白い衣い装しように身を包み、ビシッと直立している。

「誰だれですか!?」

「案ずるな。国王から下か賜しされている、我が一族のための近衛このえ兵へいだ」

「……え？　ええと……？」

　よく見ると、彼も純白の衣装を着ていた。肩や襟えりの辺りには金色の繊せん細さいな刺し繡しゆうが施ほどこされ、胸には勲くん章しようらしきものがいくつも飾かざられている。これは宮中行事の時などに着用する、大礼服というものではないだろうか。

　彼に引き起こされて立ち上がると、突とつ然ぜん、腰こしを抱だき寄せられた。

　頰ほおが、彼の胸に押しつけられる。名緒はすっぽりと彼の腕うでの中に包まれてしまった。

　心臓がバクバクする。抱きつかれることなんて、弟で慣れっこのはずなのに、全然違った。知らない人だから警けい戒かいしているわけではなく、まるでおとぎ話のヒロインにでもなったかのようにときめいてしまった。名緒の恋れん愛あい対象は女性だけのはずなのに……これはおかしい。いや、夢なのだから、戸と惑まどうこと自体がおかしいのか。

「我らはスウェーンランドの王家『北方の獅し子し』の懐ふところ刀がたな、『万ばん物ぶつを見通す眸』を持つ『セイェノーム』を生み出してきた一族」

「スウェーンランド!?」

　名緒は、彼の腕の中でもがいてなんとか顔を上げた。

　至近距きよ離りから見下ろされる。スカイブルーの眸が、名緒を射抜く。

　真しん剣けんなまなざしに、またしても鼓こ動どうが揺ゆれる。

「おまえは『セイェノームのパートナー』となるべく、変化した。私とともに、スウェーンランドへ帰るぞ」

「スウェーンランドへ……」

　いつか行ってみたいと願っていた、両親の新しん婚こん旅行先。

　やはり願望が夢に現れるというのは、本当なのだろうか。けれどそうなると、自分は深層心理で王子様に迎むかえに来てもらうことを願っていたことになってしまうのか？　それはちょっと否定したい。

「パスポートは持っているか？」

「え、ないですけど……」

「分かった。ならば至急、作らせよう。夜が明ける頃ころには出来ているだろう。いったん日本国こく籍せきで作るが、国王の許可が下り次し第だい、スウェーンランド国籍に変へん更こうさせる」

「……細かいですね。夢なのに」

「夢？　確かに、夢のようだな。ようやく──名緒と出で逢あえた」

　ドキッとした。

　名緒、と呼ぶ声が、あまりにも甘かったから。

　それだけでなく、彼はまるで恋こい人びとに愛でも囁ささやくかのように、熱っぽいまなざしを向けてくる。

　後頭部を、大きな手のひらに優やさしく摑つかまれた。髪かみに、彼の手がもぐりこんでくる。くしゃっと緩ゆるく搔かき混ぜながら移動し……名緒の頭頂部に到とう達たつした瞬間、ビリッと電気が流れた。

「……ふぁっ!?」

　とっさに口を押さえるが、飛び出した声には隠かくしようもない甘さが滲にじんでいた。

　──何？　今の、なんだったの？

　わけが分からず混乱する名緒に、彼は嬉うれしそうに笑ってみせる。

「敏びん感かんな『耳』だな。悪くない」

　そう言って、またその場所に手を這はわせた。

「……んっ、んっ」

　押さえた手の間から、変な声が漏もれてしまう。触さわられるたびにピリピリと電気が走るこの感覚は、もしかして快感というものではないだろうか。やめてほしくて逃にげようとするが、彼の片手が名緒の腰をがっちり抱かかえ込んで体を離はなさせてくれない。

　──なんで？　こんなのおかしいよ。だってこれは夢なのに。……夢、だよね？

　自問せずにいられない。

　考えてみたら、身動きできないくらい抱き締しめられていることも、匂いや手て触ざわりを感じることも、リアルすぎておかしいではないか。いつもの夢もたいがいリアルだが、ここまでくると現実としか思えなくなってくる。

　──でもでも、こんな現実……あるわけが……。

　そもそも現実とはなんだ、と思わず哲てつ学がく的なことを考え始めてしまう。そうでもしなければ、春山家のこの小ぶりな庭にこれほどキラキラとした高貴な方がおわしますことも、その人が獣けものから姿を変えたということも、名緒の常識では現実ではないという結論にしか至れない。

「どこまで変化できたのだ？　コントロールはできるのか？」

　そうだ、彼の存在云うん々ぬん以前に、自分の頭にケモミミが生えているのだった。

　ようやくいたずらのような刺し激げきをやめてくれたが、抱ほう擁ようは解いてくれない。

「……あの、放してもらえませんか？」

　遠えん慮りよがちに頼たのんでみるが、優美な微笑ほほえみで流されてしまった。

「コントロールには精神の安定が欠かせない。スウェーンランドの私の邸やしきでともに過ごせば、名緒もすぐに、自在に変化できるようになるだろう」

　まさか本当に……本当に、スウェーンランドへ名緒を連れて行こうとしているのだろうか。

　仮に、これが現実だとしたら……家族とはどうなるのだろう。義父母や仁や賢次と、離れ離れになってしまうのではないか？

　名緒はまた、家族を失うのか。

「……いやだ！」

　急に怖こわくなってきて、名緒は思わず両手で彼を突つっぱねていた。

　彼の腕から逃のがれ、二階の窓を見上げる。家族の寝しん室しつは真っ暗だったが、そのうちの一つにパッと明かりが点ついた。仁の部屋だ。この騒さわぎで目を覚ましてしまったのかもしれない。

　隠れてください、と彼らに言おうとしたが、そんな隙すきもなく、窓がガラッと勢いよく開く。

　名緒自身も、身を隠す暇ひまなどなかった。ケモミミだけでも隠すべきだったかもしれないと気づいたが、もう遅おそい。

「名緒!?」

　不ふ審しんげに外を覗のぞいた仁の顔が驚おどろきに変わり、すぐに怪あやしい人々を捉とらえて険しくなった。

「おまえら、俺の弟に何してやがる！」

　いつも冷静沈ちん着ちやくな仁が、突然そんなことを叫さけんで窓まど枠わくに手をかけた。飛び降りるつもりだと察して、名緒は蒼そう白はくになる。

「お兄ちゃん、ダメ！　怪け我がする！　ダメ……ッ！」

　怪我どころか、下手をすれば命に関かかわることになるかもしれない。名緒はもう、絶対に家族を失いたくない。

　そんな悲ひ愴そうな気持ちが通じたのか、ほとんど身を乗り出していた仁が、一呼吸置いて身を翻ひるがえした。何事か聞き取れないが大声で怒ど鳴なり、階段を駆かけ下りる様子が伝わってくる。そして仁の隣となりの部屋の電気も点き、義父母も起き出してきたことを知る。

　──どうしよう……本当に、これ、現実かもしれない。

　一体どこからが現実だったのか思い返そうとするが、頭が真っ白になってしまって、何も考えられない。この事態をどうすればいいのか分からない。

　名緒は彼を見た。このケモミミと一いつ緒しよに、消えてなくなってくれたりしないだろうかと願いを籠こめて。

　しかし彼は自信に満ちた表情で、余よ裕ゆうたっぷりの微笑みを浮うかべる。

「案ずるな。名緒は、私が守る」

　違ちがう、そうじゃない、と口にする前に、仁が勝手口から飛び出してきた。手にゴルフクラブを握にぎっている。その後ろから義父母と賢次も追いついてきた。手に手に武器となりそうなものを持ち、「強ごう盗とうだって!?」「名緒を放せ！」と叫んでいる。こんな時なのに、家族の想おもいが嬉しくて泣きそうになってしまった。けれど、さっき彼は、背後に控ひかえている人たちを近衛このえ兵へいと言っていた。それはつまり、素人しろうとがケンカをして敵かなう相手ではないということに違いない。

　家族が怪我をするのは、絶対に避さけなければ。

　どこからどう説明すればいいか分からないが、名緒は「あのね、」と一歩踏ふみ出した。

　しかしその直後、ぐいっと彼に腰を抱き寄せられる。背後から名緒を抱きかかえる形になった彼は、なぜか名緒の左手に己おのれの左手を重ね、指を絡からめてきた。そして家族に向かって泰たい然ぜんと言い放つ。

「私の名は、セイェノーム・ヴァーレン。北ほく欧おうの大国、スウェーンランド王国の誉ほまれ高きリンクス、ヴァーレン伯はく爵しやく家の当主だ」

　朗々とした名乗りは、彼を──セイェノームを高貴な存在だと知らしめる力を持っていた。それだけでなく、秘ひめたる力が強大であることを想像させる。

　おそらく家族もそれを感じ取っているのだろう。武器を構えている仁も賢次も義父母も、丸まる腰ごしの彼に圧あつ倒とうされて動けずにいた。

「森野明あき緒お、名な々な子こ夫妻亡なき後、名緒を育はぐくんでくださったことに礼を言う。時機を見て、褒ほう章しようがスウェーンランド国王から下か賜しされるだろう」

「え、王様から？」

　それはとてつもないことではないだろうか。

　思わず尋たずねた名緒に、家族が驚きの目を向ける。そんな反応をされたことに、名緒も驚く。

「……名緒、この男が言ってることが分かるのか？」

　不審そうな仁に、名緒は慌あわてた。

「あっ、おれも最初は夢だと思ったんだけど……っていうか、今も本当にこれは現実なのかなって、信じられない気持ちもあるんだけど……」

「私に理解できぬ言語で話すな。いくら義兄弟とはいえ、親密さを見せつけられているようで嫉しつ妬とを覚える」

「え？　言語……？」

　首を傾かしげると、彼の手が名緒の髪に潜もぐり込んできた。そしてケモミミを、するりとひと撫なでされる。ビクッと名緒が肩かたを揺ゆらすと、彼は満足そうに微笑む。

「変へん化げしたこの耳が、私たちの間にあった言語の壁かべを越こえたのだ。おまえは、私のスウェーンランド語を難なく聞き取り、話している」

「……もしかして、セイェノームさんはスウェーンランド語を話されてるんですか？」

「いかにも。そう尋ねる名緒の言葉もまた、我らの母国語だ」

「えっ、おれもスウェーンランド語を話してるんですか？」

　自分では日本語を話している意識しかないし、耳に入ってくる自分の声もどう聞いても日本語なのだが。

「……おれ、今、日本語じゃなかった？」

　と家族に向かって尋ねる言葉も、名緒の感覚では一いつ瞬しゆん前までと同じだが、彼らは驚きと不安の入り混じった複雑な表情で首を振ふる。

「さっきの英語じゃないよな？　フランス語とかドイツ語なんかのメジャーな言語でもなかった。名緒、いつの間に外国語なんか……」

　セイェノームの言ったことは本当だったらしい。ケモミミにそんな能力があるなんて不思議だが、そもそもケモミミ自体が不思議すぎて、そこから先の現象など瑣さ末まつなことに思えてしまう。

　それよりも家族のまなざしに見え隠かくれしている、怯おびえのような色を名緒は恐おそれた。

「あのね、こちらはセイェノーム・ヴァーレンさんっていう方で、スウェーンランドの伯爵なんだって。王様から直々に近衛兵を賜たまわったりして、重要なお務めをされてるみたい」

　名緒は慌てて、先ほどの彼の自己紹しよう介かいを要約する。

「ええと、時が満ちたから、おれを迎むかえに来たって言ってるんだ。スウェーンランドの王様から、時機を見て春山家にはお礼が贈おくられるだろうって……」

「……何を言っているんだ？　名緒、こっちに来なさい」

　一度も聞いたことがない硬かたい命令口調で、仁が言った。思わず言われた通りに足を踏みだそうとした名緒を、セイェノームが引き戻もどす。

「名緒は、私が連れていく」

「させるか！　この人ひと攫さらいが！」

　言葉が通じているはずがないのに、間かん髪はつ容いれず仁が怒鳴った。この、セイェノームに吞のまれそうな緊きん張ちよう感かんの中で立ち向かえる兄を、すごいと思った。

　ゴルフクラブを握る手が微かすかに震ふるえているのに、果か敢かんに振り上げて威い嚇かくする。その行動に我に返ったのか、賢次も金属バットを構えて仁の隣に並ぶ。

「名緒ちゃんを放せ！」「名緒はうちの子だ！」「名緒を返して！」家族が口々に怒鳴ってくれる。

　そんな彼らを前に、セイェノームはどこまでも冷静だった。

「それ以上騒ぐと、名緒のこの姿を関係のない者に晒さらしてしまうのではないか？」

「……っ！」

　この姿、と言いながら、セイェノームは名緒のケモミミに頰ほおずりをした。また、あの電気が流れるような快感がビリッと生じて、名緒は思わず息を吞む。

　そうされてようやく、家族は名緒の頭上の違い和わ感かんに気づいたらしい。彼らは目を見張った。

「……動いてる……」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやいたのは、賢次だ。その顔に一瞬、恐れのようなものが過よぎったことを、名緒は悟さとる。仁も義父母も、名緒の頭上を凝ぎよう視しして硬こう直ちよくしている。

　ゾッとした。──異質のものだと、家族に思われることを、恐きよう怖ふに感じる。

「あのね！　これ、出さないようにもできるんだって。自分でコントロールする方法を、セイェノームさんが教えてくれるって……」

　言い訳のようにそう口にしかけて、教えるとはっきり言われたわけではないことを思い出す。

　不安になって彼を見上げると、青い眸ひとみに見返された。澄すんだ青空のようなその眸は、ふっと名緒の不安を和やわらげる。

「……あの、ケモミミを出さないように、コントロールする方法を、教えてくださるんですよね？」

「技術ではないため直接指導は難しいが、私とスウェーンランドの森へ帰り、共に過ごすことで、変化を自在に操あやつれるようになるだろう。名緒のことは、私に任せるがいい」

　最後の言葉は、家族に向けて放たれた。名緒はそれを通訳する。

　今度は、人攫いだと言われなかった。その代わりに義父が、呆然と呟く。

「……百ひやく獣じゆうの王、狼おおかみ……？」

「あ、狼じゃなくて、リンクスなんだって」

「リンクス？」

　義父母と賢次が顔を見合わせて首を傾げる。仁だけは、リンクスがどんな動物か思い浮うかべられているようだ。

『森野家の先祖は、スウェーンランドの狼だと聞いていましたが？』

　突とつ然ぜん、仁が英語でそう尋ねた。

　不思議なことに、英語はきちんと英語として名緒の耳に届く。そして大学受験でも苦労した少し残念なリスニング力そのままで、名緒は必死に頭をフル回転させなければならなかった。

　ケモミミは万ばん能のうというわけではないらしい。母国語であるスウェーンランド語を理解して話せる能力だけを持っているのだろうか。

『狼？　馬ば鹿かげたことを』

　セイェノームも英語で応じた。鼻で嗤わらった彼に、仁を馬鹿にされたような気がして腹が立ったが、どうやら違うようだ。

『どこで伝わり違たがえたのか知らないが、心外だな。狼など、満月と新月の夜にしか変化できないではないか。しかも己の意思ではなく、血に翻ほん弄ろうされているだけの憐あわれな一族だ』

　それはつまり、狼男も実在するという解かい釈しやくで間ま違ちがいないだろうか。名緒の英語力では、そう聞こえた。

『我々はスウェーンランドの森の百獣の王、誉れ高きリンクスの一族。森野家は、ヴァーレン伯はく爵しやく家の傍ぼう流りゆうだ。一五〇年ほど前にスウェーンランドから移住して、帰化した男がいる。名緒はその末まつ裔えいだ』

　知らなかった。父は知っていたのだろうか。生きていたら、いつか教えてくれたのだろうか。

　名緒はなんとか彼らの会話を聞き取れたが、英語がからっきしな義父母と賢次はまったくついてこられていないようだ。けれど家族で一番のしっかり者である仁が、セイェノームと意思疎そ通つうできているという状じよう況きようは、彼らを少し安心させたらしい。武器を下ろして、固かた唾ずを吞んで見守っている。

「名緒……自分の意思で、行くのか？」

　仁が、尋ねてきた。瞳ひとみの奥に怯えのようなものを滲にじませながら、それでも真っ直すぐに名緒を見てくれる。それだけで充じゆう分ぶんだと思った。これ以上、家族に迷めい惑わくはかけられない。

「……うん。行ってくる。コントロールできるようになったら……」

　帰ってきていい？　と、聞くつもりだった。けれど言葉は続かなかった。もし少しでも拒きよ絶ぜつの色を感じ取ってしまったら……と考えると、恐ろしくて。

　家族はもう、名緒を引き止めなかった。

　名緒が混乱しているのと同じように、衝しよう撃げき的なことばかりで、彼らもどこか放心状態なのかもしれない。

「では、名緒、行くぞ」

　セイェノームが名緒を促うながす。けれどさすがに着の身着のままで行くわけにはいかない。

「少し時間をください。荷造りもしたいし……大学のこととか、手続きも……」

「手続き等は専門の部下にさせる。そして荷造りなどせずとも、名緒の私物はすべて部下に運ばせよう」

「いえっ、どうしても持って行きたいものだけで、大だい丈じよう夫ぶです！」

　荷物は残しておきたかった。自分の帰る家はここだと、思っておきたいから。

「少しだけ！　ここで、ほんの少しだけ待っててください！」

　名緒はそう言って、家族の脇わきを通り抜ぬけて家に入った。

　キッチンのテーブルに置いていたククサを持ち、自室に駆かけ上がる。そしてパジャマから洋服に着き替がえ、旅行かばんに大事なものだけを手早く詰つめた。ククサと、思い出のものなどを。森野の両親と、春山の家族との写真が詰まったアルバムは、大事に、大事にかばんにしまった。

　庭に戻ると、セイェノームが悠ゆう然ぜんと佇たたずんでいるのに対し、家族はまだ緊張の只ただ中なかにいた。

　名緒の姿を認めると、セイェノームは微笑ほほえむ。とても親しい者に向けるような、穏おだやかさで。

「……行ってきます」

　名緒は家族に向かって、深々と頭を下げた。

　さようならとか、ありがとうとか、別れのような挨あい拶さつはしたくなかった。

　門もん扉ぴに向かって、近衛このえ兵へいたちが移動を始めた。名緒も、セイェノームとともに家族に背を向ける。

『もう一つだけ教えてください。……どうして、名緒なんですか？』

　仁の声が追ってきた。

　セイェノームは優ゆう雅がに振ふり返り、誇ほこらしげに口を開く。

『運命だ。名緒は、当主である私と、森で生きる者なのだ』

　いつか訪おとずれたいと夢見ていたスウェーンランドの森へ、そうして名緒は旅立った。







　　　　２







　飛行機に乗ること自体が初めての名緒にも、この自家用ジェットがどれだけ贅ぜい沢たくな造りかということくらいは分かる。

「さて、フィーカにしようか、名緒」

　テーブルを挟んだ向かい側の座席、ふかふかのソファにゆったりと腰こし掛かけたセイェノームが、見るからに上じよう機き嫌げんで言った。

　名緒はソファの隅すみに、ちょこんと座っている。さっきまで窓に張り付いて地上を見下ろしていたからだが、それ以外に、この異空間でどう振ふる舞まえばいいか分からなかった。

「……フィーカって、なんですか？」

　ケモミミはスウェーンランド語を自動的に翻ほん訳やくして聞き取るはずなのに、意味が通じない。

「ふむ……改めて尋たずねられると、考えてしまうな。単純に言えば『珈琲コーヒーでも飲もうか』ということだが、飲むことだけが目的ではないからな。誰だれかと共に語らいながら、またひとりでただ静かに、珈琲カップを傾かたむけながら持つ時間と空間そのものを指しているのだ。スウェーンランド特有の文化だろう」

「……日本で言う『一服』みたいな感じでしょうか」

「『イップク』？　ほう、日本にもそのような習慣があるのか。私たちは似た文化に生まれ育ったのだな。名緒との共通点を、ひとつ見つけた」

　一服という単語は、そのままの音で彼の耳に届いたらしい。もしかすると文化的な背景が色いろ濃こい言葉は、端たん的てきな外国語に置おき換かえられないのかもしれない。

「スウェーンランドは珈琲消費量が世界一だぞ。皆みな、隙すきあらばフィーカにするからな」

　自じ慢まんげなその言い方がおかしくて、名緒は小さく笑った。

　すると彼も、優しく微笑ほほえむ。

「緊きん張ちようは解れたようだな。だから、ミミの心配をする必要などないと言っただろう？」

「あ……はい。すみません。ちゃんと説明してくださってたのに……やっぱり不安で」

　まさかケモミミが生えた状態で本当に外国に行けるなんて、いくら説明を受けていてもにわかには信じがたかったから。

　しかし一晩で完成した名緒のパスポートは特別仕様で、スウェーンランド王国の保護下にある限りはほとんどノーチェックで国家間の移動ができるという。

　保護下とはつまり、政府専用機と同等の扱あつかいを受けているヴァーレン伯はく爵しやく家の自家用ジェットで、セイェノームが同行しているということらしい。その条件下にさえあれば、たとえケモミミが生えていようが、全身リンクスに変化していようが、名緒は人権を保障される。悪の組織に捕つかまって人体実験されることもなければ、サーカスなどに連れ去られて見世物にされる心配もない。

　──そこまで保障されてるってことは、動物に変化しちゃうのって、そんなに珍めずらしいことじゃないのかな……？

　いやいやまさかという気持ちと、でも実際に生えちゃってるしなぁという思いが交こう錯さくする。

　窓に映る自分のケモミミを凝ぎよう視しすると、ひょこっと動き、それは真正面を向いてきれいな三角形になった。意識を集中してみると、ますますピンと立つ。

　もしかして今の動きは、名緒の意思に従ったものだったのだろうか。

　淡あわい期待を抱いだいて、もっと動けと念じてみたが、そう簡単にいくものではなかった。

「名緒、ヒントをやろう。よく見ているがいい」

　唐とう突とつにそんなことを言ったセイェノームを見ると、彼の頭の上に、さらさらと光の粉が舞った。そしていとも簡単に、ふわん、とケモミミが生じる。

「あ！」

　美しい、と感じた。昨夜も確かに見たけれど、太陽の明るさの中に現れたそれは、また一段と輝かがやきを放っている。外側は彼の金色の髪かみとまったく同じ毛に覆おおわれ、ミミの先せん端たんから飛び出している毛の束はプラチナ色に輝く。ミミの内側はやわらかいシルバーで、奥の方まで覗のぞき込めそうなほど真っ直ぐに、こちらを向いていた。

「どうだ、名緒？　今、私のミミは、どうなっている？」

「……綺き麗れいです」

　うっとりと口にしてしまってから、それでは答えになっていないと気づく。

「あっ、じゃなくて、ええと……？」

　焦あせると、セイェノームはクックッと愉ゆ快かいそうに笑いながら、ケモミミをひょこひょこ動かした。小刻みに、あっちを向いたりこっちを向いたり、周囲の様子を窺うかがっているようにも思える。　>>>♥

「……動いてます」

「名緒のミミの動きを真似まねしているのだ」

「え、そうなんですか？」

　自分の頭の上でケモミミがこんなに忙せわしなく動いているなんて、まったく自覚がなかった。

　窓に映して確認しようとしたら、すかさず「私から目を離はなすな」と優しくたしなめられる。

　セイェノームのケモミミがピタッと止まった。名緒のミミもこの形になっているのだろうか。なぜこの形なのだろうと考えて彼のミミを凝視すると、今度はこちらを向く。

「……もしかして、興味を持った方向に、ミミって向けられるんですか？」

「その通りだ。猫ねこに接したことはないか？　リンクスはネコ科だ。基本的な習性は似ているだろう」

　それは盲もう点てんだった。森野家の先祖は狼おおかみだと思い込んでいたから、イヌ科の習性なら調べたことがあるのに。

　──後で調べよう。猫のことなら、ネットでも簡単に調べられるはずだもんな。

「あ、でも、ミミの先にあるこの毛は、猫にはないですよね？」

「リンクスティップだ。山猫の特とく徴ちようだな。イエネコにも、これを特徴として持つ種類はいる」

「そうなんですか……。セイェノームさんのリンクスティップ、すごくかっこいいですね」

「そうか。名緒のリンクスティップは、愛らしいぞ」

　蠱こ惑わく的な笑みを添そえてそんなことを言われたら、赤くなっても仕方がないと思う。兄も毎日のように「可愛い」と言ってくれるが、身内に言われる「可愛い」と彼が口にする「愛らしい」の間には、地球半周分以上の隔へだたりがあった。

　──き、気き障ざだ……！

「そのように困ったミミをされると、もっと困らせてみたくなるな」

「えっ？」

　なんだかとんでもないことを言われたような気がするのだけれど。

　次の言葉を待ってみたが、彼は、しれっと珈琲カップを傾けている。そして頭上にまたあの光の粉が舞い、ケモミミは幻まぼろしのように消えてしまった。

　少し残念な気持ちになる。もっと彼のケモミミを見ていたかったのに。

「……あの、このケモミミですが、スウェーンランド語を操れるっていう以外に、何か能力はあるんですか？」

「野生のリンクスと同レベルの聴ちよう力りよくも有していると思うが、こればかりは個人差があるからな」

「他の方は、どんな感じなんですか？」

「他の方？」

「リンクスに変化できる他の方ですけど……」

　名緒の言葉を聞いたセイェノームが、美しい柳りゆう眉びをひそめる。

「当然のことすぎて、その説明を怠おこたっていたか──私としたことが」

　セイェノームは珈琲カップを置き、居住まいを正した。名緒を真っ直ぐに見つめ、改まって口を開く。

「他に変化できる者は、今のところ存在しない。名緒が唯ゆい一いつの、『セイェノームのパートナー』となれる変化者だ」

「……ええっ!?」

　完全に獣けもの姿すがたでも人権が保障されるほど、よくある存在ではなかったのか。考えてもみなかった事態に、名緒は困こん惑わくする。

「パートナーって……」

「ヴァーレン伯爵家には古いにしえより、『万物を見通す眸ひとみ』を持つリンクスの変化者が生まれる。一世代に、必ず一人のみだ。性別に偏かたよりはない。変化は生まれた時から現れることもあれば、ある日突とつ然ぜん、始まることもある。変化が現れると国王に報告し、『セイェノーム』の名を授さずかる」

「……セイェノームさんって、個人の名前じゃないんですか？」

「そうだ。これは祝福の名。『Se igenom』──見み抜ぬく、という意味を持つ」

　ドキッとした。

　そう告げた彼の空色の眸が、あまりにも真っ直ぐだったから。

　本当に心の底まで見み透すかされてしまいそうな力を感じる。

「……個人の名前は、なんておっしゃるんですか？」

「『セイェノーム』を授かった時から、個人の名は葬ほうむられるのだ」

　キッパリと言い切った彼の声は、力強かった。迷いも弱さも微み塵じんも含ふくまれていない。それなのになぜか、名緒は奇き妙みような余よ韻いんを覚えた。なんとなく、心に残る。

「私は『個人』ではない。スウェーンランドの王家『北方の獅し子し』の懐ふところ刀がたなという、公おおやけの存在なのだ。もちろんリンクスへの変化は公にされないが、現代でも『王室相談役』という立派な肩かた書がきを戴いただいているのだぞ」

　自じ慢まんげに聞こえるのは、その不敵な笑みのせいだろうか。それとも口調そのもののせい？

　少なくとも、彼がその立場を誇ほこりに思っていることはよく分かった。

「『セイェノーム』を授かった者は、長男以外でもその時点でヴァーレン伯はく爵しやく家の当主となる。『貴族の森』にある邸やしきで過ごし、『万物を見通す眸』を養うのだ。そして国王の御お召めしがあれば馳はせ参さんじる。そのようにして何百年も伝統を受うけ継ついできた」

「……すごく重要なお役目なんですね」

「そうだ。ゆえに、『セイェノームのパートナー』となる者も尊い存在として崇あがめられる」

　熱の籠こもった目で見つめられる。そんなふうに見られると、なんだか居い心地ごこちが悪いというか、なんとなく不安になってくるのだが……。

「あの、でも、おれはこのケモミミを出さないように、コントロールする方法を教えていただくためにスウェーンランドに行くだけですよね？　コントロールできるようになったら、日本に帰れるんですよね？」

　声が震ふるえる。それでもなんとか言い切ると、セイェノームはまた眉み間けんに皺しわを寄せてしばし考え込んだ。

　そしてギリッと鋭するどい目を向けてくる。

　身動きできないほどの緊きん張ちようが走はしった。視線だけで磔はりつけにされてしまったかのような、極度の威い圧あつ感かん。

「それはつまり、私のパートナーになりたくないということか？」

　声は静かだった。

　けれど頷うなずくことなど、恐おそろしくてできない。そもそも身動き一つ取れない状態なのだから。

　獣姿で現れた時よりも恐れを感じるなんて変だと思った。それでも理り屈くつではないのだ。ただ、ただ、その眸が怖こわかった。

「いいだろう。結論は、儀ぎ式しきの日まで保留とする」

　──儀式？

　なんだろう、それは。尋たずねたいが、気軽に口を開ける雰ふん囲い気きではない。

「万が一、これから先に一族の者の中から、名緒以上に変化できる者が現れれば、その者が『セイェノームのパートナー』となるのが掟おきてであるしな」

　なんだか不ふ穏おんな単語がチラチラと聞こえてきて、名緒の不安はますます煽あおられた。

　パートナーとか儀式とか掟とか、もしかして自分は、面めん倒どうなところに足を踏ふみ入れてしまったのではないだろうか。

「だが、私は確信しているのだ、名緒」

　セイェノームが不敵に笑う。

　背筋がぞくぞくするような凄せい絶ぜつな迫はく力りよくのある笑みだった。

「おまえ以外に、このセイェノームのパートナーとなれる者は存在しない。私はもう何年も前から、ずっと感じていた──おまえの気配を。だから呼んだ。そしておまえは、応こたえた」

　応えたとは、このケモミミが生えたことだろうか。

　そう思ったが、セイェノームはなぜか、名緒の胸むな元もとを指差す。

「おまえは両手にスウェーンランドの森を抱いだき、湖を生み出さずにいられなかったはずだ。そうしなければいけないと、本能に命じられて」

　彼が表現する光景が、名緒の経験として脳のう裏りに甦よみがえる。

　両手にスウェーンランドの森を抱く──白しら樺かばの瘤こぶで作られたマグカップ、ククサを大事に両手で包み込んで──湖を生み出す──水を汲くみ、呷あおった。それは焼けるほどの喉のどの渇かわきを覚えていたから。そのことを本能だと言われたら、否定できない。

　ゴクッと喉が鳴った。生なま唾つばを飲み込もうとしたが、緊張で喉が渇いていた。それでも今は、あの夢を見た時のようにククサで水を飲まなければという強きよう迫はく観かん念ねんめいた渇きは覚えなかった。

　──ち、違ちがうよ。あれはただの精神的なもので……。父さんと母さんがおれのために作って残してくれた、大事なククサだから、夢と連動して反応しちゃってただけなんだから。

　冷静になれと、自分に必死に言い聞かせた。符ふ号ごうが後で一いつ致ちすることなど、よくある心理マジックだと、仁が教えてくれたことがあったではないか。世の中には、思い込みほど単純で、それでいて強力に人を動かせる罠わなはないのだと言っていた。その呪じゆ縛ばくから逃のがれるためには、まずは冷静になって、さまざまな視点から検証し直すべきだと。

　名緒、と目を細めて呼んでくれる兄の声が耳に甦ってきた。名緒ちゃん、と満面の笑みで両手を広げて駆かけ寄よってくる賢次の姿が瞼まぶたの裏に浮うかんだ。それから義母、義父のあったかい笑みが次々と浮かんできて、名緒はゆっくりと深呼吸をした。

　大だい丈じよう夫ぶ、自分は家族のもとに帰るのだから……それだけを心の拠より所どころに、名緒はいつの間にか閉じていた瞼を開いた。

　セイェノームと視線が絡からまる。やはり怖い。けれど訳も分からず吞のみ込まれることだけは、なんとか回かい避ひできたと思う。

「一応補足しておくが、私のパートナーとなった後も、望めば自由に日本へ行けるのだぞ？」

「えっ！……そうなんですか？」

　うむ、と頷くセイェノームに、それならばさっきの威圧感はなんだったのかと、拍ひよう子し抜ぬけするように思った。家族と一生会えなくなるくらいの覚かく悟ごを強いられているような、威い嚇かくと言ってもいいくらいの迫力を感じたのだが。

　──掟とか言ってたし、『セイェノーム』のお役目に関しては、それくらい真しん剣けんっていうことなのかな？

　分からないことばかりだ。昨日の夕方まで普ふ通つうの大学生だったのに、どうしてこんなことになってしまったのだろう。

　考え始めると、だんだんと気持ちが沈しずんでいく。

「……名緒、少し休みなさい。道程は長いのだ」

　これ以上何を話せばいいかも分からなくて、彼の気き遣づかいに甘えさせてもらうことにした。

　名緒が座っていたソファは、操作するとフルフラットのベッドに早変わりした。すぐ傍そばにセイェノームがいることは意識していたが、ふっくらとした枕まくらに頰ほおを埋うめ、ブランケットに包くるまると、すぐに眠ねむりに引きずり込まれる。自分で思っていたよりも疲つかれていたのかもしれない。

　名緒が目覚めたのは、着陸の三十分ほど前だった。なんと十時間以上も爆ばく睡すいしていたらしい。セイェノームに髪かみをくしゃっと撫なでられながら「おはよう、私の小さなリンクス」などとささやかれたら、目など一気に覚めるというものだ。

「すっ、すみません！　おれ、そんなに寝ねコケてたなんて……！」

　失礼なことをしてしまったと青ざめたが、彼が気分を害している様子はまったくなかった。それどころか、上じよう機き嫌げんに見えるのだが。

「名緒の愛らしい寝ね顔がおを堪たん能のうできて、楽しかったぞ」

「えっ」

「それよりも、窓の外を見るがいい」

　言われた通りに視線を移した途と端たん。

「っ！……わぁ」

　感かん嘆たんの声が零こぼれた。

　一面に、緑の絨じゆう毯たんが広がっている。どこまでも、どこまでも、見み渡わたす限かぎりの森と湖。

　少し残念なことに一部は厚い雲に覆おおわれて影が差しているが、その部分があるからこそ、陽光に照らされている場所の美しさが際立つ。

「この一帯すべてが、ヴァーレン伯はく爵しやく家の領地、通つう称しよう『貴族の森』だ」

「すべて!?」

　それはすごすぎる。あまりのスケールに言葉も出ない。

　着陸に備えて飛行機が高度を下げ始め、ぐんぐんと森が近づいてくる。木の一本一本を肉眼ではっきり確認できるくらいの距きよ離りだ。

　その時、影が差していた部分に、フッと光の筋が降り立つのが見えた。

　厚い雲に開いた小さな穴が通した太陽光は、まるでスポットライトのように地上を照らす。

　一つの湖と、その周囲の木々だけが、突とつ然ぜん輝かがやき始めた。あまりにも美しい。森と湖と太陽が偶ぐう然ぜん織り成した、奇き跡せきの絶景。

　息を吞んで見つめる名緒の傍かたわらで、セイェノームが、ふっ、と吐と息いきで笑った。

「やはり私のパートナーは、おまえしかありえない。このタイミングで、あの場所が照らしだされるなど……神の祝福でなくて、なんなのだ」

　──あの場所？

　思わせぶりな言葉に、眠りに落ちる前に感じていた不安をチラリと思い出してしまう。けれど眼下に広がる絶景のおかげで、変に落ち込むことはなかった。

　それに、もしパートナーになったとしても問題なく家族のもとへ帰れるというのだから、脊せき髄ずい反射で反発したり身構えたりする必要はないと思った。

　様子を見てみよう。今の自分にとっては変化のコントロールを覚えることが最優先だし、せっかく憧あこがれのスウェーンランドの森へ来たのだし。

　そのように考えが纏まとまると、少しだけ気持ちに余よ裕ゆうができてきた。

　飛行機はほどなく、小さな空港に着陸した。そして車に乗のり換かえ、そこから一路、ヴァーレン伯爵家の邸やしきへ向かう。

　左右に森が迫せまる舗ほ装そう路を、延々と真っ直すぐに進んだ。途と中ちゆう、車窓から鹿しかやうさぎやリスなどの野生動物が見えて、名緒は身を乗り出してその姿を追った。不思議なことに動物は逃にげない。警けい戒かい心しんがないどころか、お出で迎むかえしてくれているような印象さえ受けた。

「……領主のお帰りだって、分かってるみたいですね？」

　シートに泰たい然ぜんと腰掛けているセイェノームにおずおず話しかけてみると、彼はひょいと眉まゆを上げた。何を馬ば鹿かなことを言っているのだ、とでも言いたげな表情で。

　子どもっぽい発言だったと恥はずかしくなり、俯うつむいた名緒だったが。

「リンクスに変へん化げしている時は、あんなものではないぞ？　森に棲すむすべての動物たちが我先にと道の両側に列を成して、出迎えに来るのだ」

「えっ」

　その光景を想像したら、あまりの可愛かわいさに胸が躍おどった。

「本当ですか？」

「噓うそだと思うのか？」

　そんなふうに質問に質問で返されると、名緒は戸と惑まどうのだけれど。

　冗じよう談だんだったのだろうか……それとも本当のことなのか。名緒は考え込んでいるというのに、彼はもう澄すました顔で前を向いている。

　やがて、突とつ然ぜん拓ひらけた場所に出た。

　森の木々に囲まれた場所に、おとぎ話の城のような、立派な古城が聳そびえ立っている。

　重じゆう厚こうな石造りで、長い年月を経てきたことを想像させる趣おもむきがあった。一見すると中世の堅けん牢ろうさを窺うかがわせるが、それにしては敵の侵しん入にゆうを防ぐための砦とりでもなければ、攻こう撃げきに便利な仕し掛かけも施ほどこされていないようだ。

　──戦いの時代に造られたお城じゃないのかな……？

　とは言っても、名緒の城に関する知識は、賢次とハマッたゲームから得たものなのであまり当てにはならないが。

　ただ、どちらかというと教会などの、祈いのりの場に通じる空気を感じる。

「着いたぞ。名緒、来なさい」

「あっ、はい」

　正面玄げん関かんの車寄せに付けられた車のドアは、当然のように外側から恭しく開けられる。セイェノームと反対側のドアから降りて、名緒は急いで彼のもとに駆け寄ろうとした。

　ふっ、と、何かに呼ばれたような気がして、名緒は足を止める。周囲を見み渡わたした。手入れの行き届いた小さな庭を挟はさんで、森が、広がっていた。

　一目で、白樺の森だと分かる。

　ククサから感じる木の匂においほど強くはないが、生きている木の匂いがした。土や、風の気配を感じ、小鳥のさえずりが耳に届く。

　──おれ、スウェーンランドの森にいるんだ……。

　車から降りて初めて、実感した。

「おかえりなさい、セイェノーム！　お務め、ご苦労様です」

　背後で女性の声がして、名緒はハッと我に返る。

　名緒が振り返ったことを確かめるように一度視線を合わせてから、セイェノームは女性に向き直った。

「ただいま戻もどりました、母上」

　──母上!?

　少女のように邪じや気きのない笑みを浮かべた彼女は、レースをふんだんにあしらった黄色のドレスに身を包み、憧れの芸能人でも見つめるみたいに頰ほおを染めてセイェノームを見上げている。

「母上は、その後、お変わりありませんか？」

「ええ、セイェノーム。あなたのおかげでヴァーレン家は何一つ不自由することがないわ」

「それは結構なことです。ドレスお似合いですよ」

「まあ、嬉うれしい。今日、あなたにお目にかかるために仕立てさせたのよ」

　彼らのやり取りに、なんとなく違和感を覚える。

　──なんだろ……？　なんか、よそよそしい……？

　口調のせいだろうか。しかし彼らは伯爵一家なのだ。名緒の『家族』の常識と、上流階級の人たちの常識は、違ちがうという可能性もある。

「待っていましたよ、セイェノーム！」

　母親の隣にいた男性が、両手を広げて一歩前に出る。光こう沢たくのあるグレーのスーツにスカーフやポケットチーフなどをあしらっている彼は、セイェノームにとてもよく似ていた。セイェノームがあと三十歳ほど歳としを取ったら、彼と瓜うり二ふたつになるのではないかと想像できる。

「父上、ただいま戻りました。留守中はありがとうございました」

「何をおっしゃいます！　いつもセイェノームに頼たよりきりですからな。私もたまには働かねば」

　広げた両手は、セイェノームを抱だき締めずに、胸の前で合わさって揉もみ手になる。

　父親と一いつ緒しよにいた二人の青年も、セイェノームを囲むように駆かけ寄ってきたが、抱きついたりはしなかった。彼らは弟たちのようだ。

　──外国の人って、ハグが挨あい拶さつかと思ってたのに……違うんだ。

　春山家ではすぐに賢次が抱きついてきたり仁や義父が頭を撫なでてきたり、義母がほっぺを優やさしく抓つねってきたりと結構スキンシップが多いので、外国はもっと激しいのだろうと思っていた。

「それで、彼が……あなたのパートナーなの？」

　母親の一言で、家族の視線が一いつ斉せいにこちらを向いた。

　思わずピシッと姿勢を正してしまう。名緒の人生において、これほど本気で直立したのは初めてかもしれない。それくらい緊きん張ちようした。

　セイェノームと同じ、キラキラの金色の髪かみと美しい碧へき眼がんの美男美女たちがわらわらと近づいてくる。彼らは誰だれもが笑え顔がおだった。好こう奇き心しんをいっぱいに溢あふれさせた表情で名緒を取り囲むと、突とつ然ぜん、父親にガシッと手を握にぎられる。

「セイェノームをよろしく頼たのむ！」

「え？……あ、はい。こちらこそ、よろしくお願いします。森野名緒と申します」

　狼ろう狽ばいしつつ頭を下げると、父親は感激したように破顔して「うんうん」と頷うなずいた。

「名緒さん、よく来てくださったわ。あなたのように素す直なおで愛らしいパートナーを得られて、本当に安心しました。私たち家族はあなたを歓かん迎げいするわ。セイェノームをよろしくね」

　ほっそりとした白い手が、名緒の肩かたにそっと触ふれる。真っ直ぐに目を見つめてそんなふうに言われ、なんだか息子むすこの恋こい人びとにでも語りかけているようだと思ってしまった。男同士なのだから、そんなふうに邪じや推すいすることがおかしいのだけれど。彼女にとって、息子と同じく変化できる名緒の存在は、それほど貴重に思えているに違いない。

「名緒さん、セイェノームをサポートしてあげてね」

「何か困ったことがあったらいつでも連れん絡らくして。俺たち家族はセイェノームと名緒さんを何よりも大事に思ってるから」

　二人の弟たちにも片手を奪うばい合うように握られて、ずいっと顔を近づけてこられると、赤くなってしまう。彼らはセイェノームとは違う方向に美男子だった。二人とも似たようなスーツを身につけているが、一人は短く刈かり上げた髪と耳のシルバーピアスが似合うように軽く着き崩くずしていて、もう一人はいかにも優等生という感じの一分の隙すきもない着こなしだった。

　弟たちもそれぞれ素す敵てきだが、二人と見比べると、セイェノームの魅み力りよくがさらによく分かる。

　彼が優ゆう雅がに見えるのは、その立ち姿にも所作にも余よ裕ゆうがあるからかもしれない。それでいて気品に満ち溢れているのは、ほどよい緊張感を身に纏まとっているからだろう。彼からは母親に似た優しい雰ふん囲い気きが感じられるが、ただ優しいだけではないだろうということが一目で伝わってくる。優しさの中心にある芯しんの強さが、ぶれない軸じくとなって彼を作り上げている気がした。

「心配なさそうだねぇ」

「うん。名緒さんのミミは可愛いな」

　弟たちが唐とう突とつにそんなことを言ったところで、セイェノームが名緒の手を、彼らから優雅に攫さらった。

　ドキッと鼓こ動どうが跳はねる。手くらい握られ放題なのに、なぜかセイェノームの手は他ほかの人たちと違っていた。しなやかで力強いこの『人』の手に触れられても、最初の、もふもふの前足の印象が強すぎて、獣姿を連想するからだろうか。

「愛らしいだろう？」

　ふふん、と唐突に自じ慢まんげな笑みを漏もらすなり、セイェノームは名緒のケモミミを思わせぶりに撫でた。

「……っ！」

　ビリッと電気が走って、名緒はとっさに彼の手を摑つかむ。

　するとなぜか、おお、と家族たちは口々に感かん嘆たんの声を零こぼした。そして嬉しそうに頰を綻ほころばせるのだ。よかった、安心だ、セイェノームをよろしく、とさっきまでと同じような言葉を繰くり返しかけられて、戸と惑まどいながら頷く名緒を見つめると、彼らは名残なごり惜おしそうに帰っていった。

　ここはあくまで『セイェノームの邸やしき』であり、ヴァーレン家の居城は別に、領地の街中にあるのだという。家族はそちらに住んでいて、あまり頻繁にこちらを訪ねてくることはないらしい。他にも、首都に上かみ屋や敷しきがあるそうだ。

「名緒、紹しよう介かいしておこう。執しつ事じのエーベルハルドだ。家令でもあるという認にん識しきでいい。私のスケジュールを始め、邸のあらゆることに関して、すべて彼が取り仕切っている」

　執事というから老ろう齢れいの人を想像していたのに、彼はセイェノームの父親より少し若いくらいに見えた。しかし服装は、テレビなどで見る執事のイメージそのものの畏かしこまったお仕着せで、頼たのもしい人物に思える。

「エーベルハルドでございます。どうぞよろしくお願いいたします」

　眼鏡の奥の青い瞳ひとみを真っ直すぐに据すえられ、粛しゆく々しゆくと礼をされて、名緒も姿勢を正した。

「森野名緒です。こちらこそ、よろしくお願いします」

「こちらが名緒の世話役となるカール。エーベルハルドの息子むすこで、おまえより一つ年下だ」

　他の使用人たちの列から一歩前に出た青年は、人ひと懐なつっこい笑え顔がおを見せてくれる。清潔な白いシャツにショート丈たけのジャケットと、同じ色のズボンは、彼だけの制服のようだ。

「カールです。精せい一いつ杯ぱい、名緒様のお世話をさせていただきます！」

　様付けで呼ばれて、びっくりした。

「あの、そんなに丁てい寧ねいじゃなくていいです、カール君。どうぞ普ふ通つうに呼んでください」

「普通……ですか？」

　困こん惑わくしたように、カールはセイェノームに視線で問う。

「ここでの名緒は『セイェノームのパートナー』なのだ。丁寧に扱あつかわれることに慣れてやってくれ。それより名緒の方が、使用人を呼び捨てにすることを覚えなさい。カールと呼ぶように」

　今度は名緒が困惑する番だった。弟の賢次でも、賢ちゃんと呼んでいるのに。

　よく考えたら、これまでの人生で誰だれかを呼び捨てにしたことなどないかもしれない。

「……どうしても、呼び捨てにしないといけませんか？　なんだか抵てい抗こうがあって……」

　本気で困って尋たずねてみると、セイェノームは少し考えてから、仕方なさそうに頷うなずいた。

「まあいいだろう。日本とは文化の違いもあるのだろうから、すべてをいきなりこちらの習慣に合わせろというのは酷こくに違いない。だが、敬われることには慣れなさい。おまえは、当主である私のパートナーなのだから」

「……分かりました」

　名緒が受け入れると、カールがホッとするのが分かった。彼は素す直なおに感情を表してくれる人らしい。よかった、と名緒は思った。彼なら、名緒が迷めい惑わくなことをしてしまったら、きちんと態度に表してくれるだろう。できることならあまり煩わずらわせずにいたい。

「あとの者たちは、それぞれ邸やしきを維い持じするための仕事を分担して行ってくれている。名前などは追い追い覚えていくといい」

　料理人やメイドたち、庭師や御ご用よう聞ききの少年など、総勢二十名ほどが揃そろっていた。いろんなタイプの人がいるが、その誰もが、セイェノームに敬意を抱いだいていることが伝わってくる。彼を見るまなざしが、生き生きとしている。

　こんなにたくさんの人たちに尊敬されているのだと思ったら、彼は一体どんな人なんだろうと、興味が湧わいてきた。

「邸内を案内したいところだが、長旅で疲つかれているだろう。今日はもう休むか？」

　あんなに眠ねむり続けてきたというのに、実を言うと、もうすでにかなり眠たい。しかし時差ボケを早く直すには、無理にでも現地時間に合わせる方がいいのだろう。

「あ、いえ、まだ外も明るいですし、夜になるまでがんばって起きてます」

　しかしそれを聞いたセイェノームは、クックッと楽しそうに笑う。

「ここは北ほつ極きよく圏けんの入口だぞ、名緒。白びやく夜やという言葉は聞いたことがあるか？」

「白夜……っていうと、夜が来ないっていう現象のことですよね？　確か北極圏で、夏に……あれっ？　もしかして、今ってそうなんですか!?」

「白夜の本番にはまだ早いが、もうずいぶんと日は長くなっている。それに日本との時差は七時間で、あちらは今いま頃ごろ真夜中だ。無理をせず休みなさい。名緒の部屋へ案内しよう」

　名緒の反応がおもしろかったのか、使用人たちもくすくす笑っている。それは親しみを感じる笑い方で、名緒も一いつ緒しよになって笑ってしまった。名緒様、などと畏まった呼び方をされてどうしようかと戸と惑まどっていたが、温かい空気に緊きん張ちようが少し解ほぐれた気がする。

　この邸に流れる空気は、セイェノームの人ひと柄がらそのものなのかもしれない。
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　ヴァーレン伯はく爵しやく家が治める『貴族の森』の邸での生活は、とても自由だ。

　おとぎ話にでも登場しそうな、美しく豪ごう奢しやな邸内のどこで過ごしてもいいし、白しら樺かばの森を心が赴おもむくままに散策してもいい。一つだけ気をつけるべきなのは、『貴族の森』を出てしまわないことだけだ。しかし名緒の足ではたとえ一昼夜前に進み続けても敷しき地ちを抜ぬけることはないくらい、森は広い。

　名緒としては、何よりもケモミミを引っ込めるコントロール方法を学びたいと、到とう着ちやくした翌日の朝からセイェノームにくっついて教えを乞こおうとした。けれど彼は優やさしく微笑ほほえみ、名緒のミミを指先で撫なでて。

「技術ではないと言っただろう？　まずは、リラックスすることが先決だ。この森の中で呼吸して、森との一体感を得るよう心がけるがいい」

　などと、曖あい昧まいな説明をするだけだった。

　──リラックスしろなんて、なんかストレスの解消法みたいだな……。

　ヴァーレン家にとって変化は神聖なものだというから、まさかそんな失礼なことは口にできないが、心の中でそう思った。

「一体感を得られるようになったら、コントロールできるようになると思いますか？」

「直接的ではないが、結果としてそうなれるだろう。私と行動を共にしても構わないが、邸内で電話会議だのなんだのと煩わしいことに拘こう束そくされていることが多いのだ。それは詰つまらないだろう？」

　詰まらない云うん々ぬん以前に、彼が会議に出席するような仕事に就ついていることの方に驚おどろいた。伯爵というのは領地を治めるのが仕事ではないのだろうか。

「……会社か何かに、勤められてるんですか？」

「家業の手伝いを、少しな」

　などと軽く言うから、手伝いなのに忙しいんだな……と、そのまま受け止めてしまっていたのだが、どうやら彼はヴァーレン家が経営するいくつかの企き業ぎようで、重要な役職に就いているらしい。出社しないのにそんなことが可能なのかと驚いたが、経営に関かかわっていない会社でも、彼の意見を欲ほつしているところは数え切れないくらいあるという。

　ヴァーレン伯はく爵しやく家は、『セイェノーム』が当主になるというしきたりがあり、実際に今は彼が当主だが、対外的には彼の父親が当主ということで通っているらしい。そしてセイェノームの指示に従い、父親と二人の弟たちが実務をこなしている。セイェノームが実際に赴おもむくのはよほどのことがある時で、逆に言えば、彼が姿を見せるだけでそれは重要な仕事なのだと周囲に印象付けられるのだという。

　セイェノームがまだ二十八歳だと知った時は、聞き間違いではないかと思わず確認してしまったほどだ。ものすごく優秀な人なのだと再認識した。

　こういった情報を教えてくれたのは、カールだ。彼はとても誇らしげに、セイェノームの話をしてくれる。その姿は両親のことを話してくれる義父母と重なって見えた。

　──セイェノームさんって、本当に慕われてるんだな……。

　もっとたくさん、彼と話をしたいと思った。

　だから名緒は、必ず同席するようにと言われている夕食時以外にも、朝食や昼食で食堂を訪れるタイミングを合わせられるようにがんばってみた。彼の仕事の邪魔をしてしまわないように、カールの協力を得て注意しながら。

　するとそのうち、セイェノームの方から声をかけてくれるようになった。フィーカにまで呼んでもらえるようになり、まとわりつきすぎではないかと心配になったが、そうストレートに尋ねてみると、笑い飛ばされてしまった。

「名緒は愛らしいな」

　すっかり聞き慣れてしまったその台詞を、またさらりと言われて、恥ずかしくなる。彼にとっては深い意味などないのだろうと分かっているのに、言われるたびにドギマギさせられるのが少し悔しい。

　セイェノームとは、さまざまな話をした。ケモミミに関係のないことがほとんどだ。

　スウェーンランドの文化や習慣の話はとても興味深く、また逆に日本のことについて尋ねられて、しどろもどろになってしまうことも多々あった。国土や日本経済や政治のことなど、名緒も新聞を読んだり兄から話を聞いたりして理解していたつもりだが、いざ自分の言葉で説明するとなると、とても難しかった。

「……おれ、自分がこんなにも物を知らなかったことに初めて気づいて、結構ショックを受けています……」

「それは私も同じだ、名緒」

「ええ？」

「世界は広い。複雑で、奥深く、そして魅み力りよく的だ。一人の人間が知ることのできる事象など、たとえ一生を捧ささげても、世界のひと齧かじりにも満たないに違いない。それが生きるということだろう。だから知りたいと願うのではないか？」

　あまりのスケールの大きさに、名緒はしばし、絶句してしまった。

　この人の視界は一体どうなっているのだろう。まるで宇宙から青い地球を一望する宇宙飛行士のような、壮そう大だいな視野ではないか。

「さしあたって、今、私が一番知りたいことは、名緒だけが知っているのだが」

「……おれに分かることでしたら、なんでも」

　日本の文化に関することだろうか。上手く説明できるかな……と、緊きん張ちようしていると。

「チョコレートとサルミアッキはどちらが好きだ？　スウェーンランドではミートボールにベリージャムを添そえて食べるのだが、口に合いそうか？　こちらではパンと言えばシナモンロールだが、シナモンは平気か？──つまり、名緒の好きな食べ物が知りたいのだ」

「なんですか、それ」

　笑ってしまった。そんなことくらい、いくらでも答えられる。

　真面目まじめな話をしたかと思えば、こんなふうに冗じよう談だんみたいな話題を投げかけてくるし、優やさしく丁てい寧ねいに話してくれるからと調子に乗って質問ばかりしていると、それに対して質問で返されて困ってしまったりもする。

　時間を共有するたびに、少しずつセイェノームのことを知っていけるのが楽しかった。

　ひとりで過ごす時は、邸てい内ないを探険してみたり、セイェノームに勧すすめられたように森を散策したりする。

　邸内では、ものすごい蔵書量の図書室を見つけた。大学の図書館レベルの本がありそうな気がする。もしかしたらスウェーンランド語の読み書きもできたりするのではと、淡あわい期待を抱いだいて本を手にしてみたが、そんなものは一いつ瞬しゆんで打ち砕くだかれてしまった。

「うん、まったく分かんないな」

　アルファベットだが、英語とは違う特とく殊しゆな文字もチラホラ見られるし、単語をどう発音するかさえも分からない。もし目にもリンクスの変へん化げが現れたら、読めるようになるらしいが、本当だろうか。

　読書は諦あきらめて、散歩の時間を多く取った。

　白びやく夜やに近づいている今の季節は、だいたい午前四時頃ごろから午後十時頃まで昼間のように明るい。意外と曇どん天てんの日が多いのが難点だが、森はとにかく清すが々すがしかった。

「迷子にならないように、気をつけることはありますか？」

　と、セイェノームに尋たずねると、「心配する必要はない」と言われた。

「リンクスのミミが、邸やしきの方向を聞き分ける。よほどの風などで音を聞き分けられない天気の時は難しいが、帰りたいと名緒が願えば、ミミが帰る道を教えてくれるだろう。どうしてもそれが叶かなわない時は、私を呼びなさい。この森にいる限り、すぐに迎むかえに行く」

　野性の本能というものだろうか。自覚はできないのに、セイェノームの言う通り、名緒はちゃんとひとりで帰ってこられた。

　森では小さな動物たちによく出で逢あう。下草の陰かげから、ひょこっと顔をのぞかせるうさぎやキツネはもちろん、野生のおこじょは生まれて初めて見た。最初はイタチかと思った。けれど丸く愛らしい耳と、真っ黒でつぶらな瞳ひとみ、それから長いしっぽの先だけが黒い毛で覆おおわれていて、子どもの頃ころに動物園で見たおこじょと同じだ、と気がついた。大興奮してセイェノームに報告したら、森には普ふ通つうに生息していると言われて、さらに興奮した。野生のおこじょに出逢える森なんて、パラダイスすぎではないだろうか。

　毎日毎日、散歩に出かけるが、飽あきることなんてなかった。

　同じルートを通っても、森はそのたびに違ちがう表情を見せてくれる。天気の違いによる表情の変化は、あまりにも大きかった。雨の日はどんよりと薄うす暗ぐらく、木こ陰かげに何か潜ひそんでいそうな不安を感じたり、曇くもりの日は土や白しら樺かばの幹の匂においを強く感じたりした。それから、晴れの日の森の美しさには、泣きたくなるほどの感動を覚えた。

「夢と同じだ！」

　繰くり返し見た、あの夢の中でも、レア中のレアだった晴れの森は、すべてがキラキラと輝かがやくように美しく照らしだされていた。本当に雨や曇りの日と同じ場所だろうかと、確かく認にんしてしまうくらい、まったく違う。生命の息い吹ぶきを感じた。昨日まで緑しかなかった場所に花が咲さき乱れ、そこを蝶ちようがひらひらと舞まう。

　夢で願っていたように、両手を広げて駆かけてみた。人間の足ではあの夢のように疾しつ走そうすることはできないが、太陽の光を存分に含ふくんだ風を頰に感じる。転げまわれたらどんなに幸せだろうと思ったが、さすがにそこまでする勇気はなかった。ただ、下草に膝ひざをつき、白樺の木々を見上げてみた。木こ漏もれ日が降ってくるその光景が、そして木々の間から見える真っ青な空が、名緒の心を浮うき立たせた。

　空へ──。

　夢の中の自分にシンクロする。

　森との一体感を得るというのはこういうことかな……と、名緒は思った。

「そういえば、あの夢って結局……ただの夢、だったのかな……？」

　ケモミミが生えたあの夜を最後に、まだ新たな夢は見ていない。バーチャルリアリティのような鮮せん明めいさを以前はただ楽しんでいたが、セイェノームという存在を知った今、改めて考えてみると、単純に夢だと片付けていいのか分からなくなってきた。

　呼んだ、というセイェノームの言葉も気にかかる。

　それから、あのもふもふの左前足にあった模様も。

　自分の左手を天にかざしてみて、じっと見つめた。いつまで経たっても模様など浮かんでこないし、人の手はもふもふにもなってくれない。

「……また夢を見たら、何か分かるかな？」

　そう考えたら、ククサで水を飲みたくなってきた。喉のどは渇かわいていないけれど、あのククサはこの森でこそ使うのがふさわしい気がする。

　宛あてがわれた部屋で荷に解ほどきをして、アンティークの飾かざり棚だなの上に大事に置いているククサを思い浮かべ、名緒は邸に戻もどることにした。

　ククサを持って再び森に入り、沢さわの水を汲くんでみたら、なぜか胸がきゅっと締しめつけられた。

「父さん、母さん、大事に使ってるよ」

　新しん婚こん旅行で両親が来た森が、この近くだったらいいのにな、と夢想する。

　そうして物思いに耽ふけっている間も、爽さわやかな風が通り過ぎ、それが木の葉を揺ゆらして優しい音楽を奏かなで、遠くで、近くで、小鳥のさえずりが愛らしく響ひびき渡わたる。

　静かで、それでいて生命の息吹に満ちている。それがスウェーンランドの白樺の森なのだと、五感で感じられることが嬉うれしかった。

　毎日毎日、何度散歩しても、これから先も飽きることなどないだろう。

　名緒はそうして、ひとりで森を楽しんでいた。
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　雨の日の森が初めは少し怖こわかったけれど、雨には雨の楽しみがあると、最近知った。

　森に来て二週間近くが経った、ある日のこと。

「名緒様、今日は少し強めの雨が降るかもしれません。今日の散策は近場で済まされた方がいいかもしれませんね」

　カールにそう言われて、「うん、分かりました」とその時は返事したけれど、いざ森に入ってみると興味を引かれることがいろいろと見つかって、つい足を進めてしまった。

　雨の森には、晴れた日には見かけない虫が姿を現していたりする。そしてその虫を追って、小動物が活発に動いたりもするのだ。それから森が奏でる音が違う。木の葉に雨あま粒つぶが当たる静かで小刻みなリズムや、葉先から滴したたる雫しずくが水みず溜たまりに落ちる音、風が吹ふけばザァッと白樺の幹が濡ぬらされたりもして、おもしろい。気き紛まぐれに光が差し込んで雨粒をキラキラと光らせたり、虹にじが浮かぶこともある。変化に富んでいて、わくわくする。

　しかしそれが悠ゆう長ちような感想だったということは、突とつ然ぜん雨あま脚あしが強くなってきて、嵐あらしのような横よこ殴なぐりの雨に視界を奪うばわれた今になって気づいた。

　一歩も前へ進めない。

　レインコートをすっぽりと被かぶっているが、ほとんど役に立たなかった。雨の直接攻こう撃げきからは名緒を守ってくれるものの、袖そで口ぐちや胸むな元もとから雫は入り放題だ。衣服はしとどに濡れている。急激に体温を奪われて、身み震ぶるいをした。

　これはまずいかもしれない。

　そう気づいた名緒は、とにかく今はこの雨をやり過ごすことを考えようと思った。

　視界がほとんど利きかないが、ここ最近の散策の日々で培つちかった知識を精せい一いつ杯ぱい引っ張り出して、天然の壕ほりがありそうな場所を探す。木の洞うろでもいい。北ほつ極きよく圏けんのこの森では、名緒が入れるほどの洞を持つ白樺はなかなか見かけないが、少しでも風雨から身を隠かくせたらいい。

　痛いくらいの雨粒を顔や手に受けながら、名緒は彷徨さまよった。そしてとうとう、小さな土の壕を見つける。

　ほとんど倒たおれこむようにして、名緒はそこに転がり込んだ。その瞬しゆん間かん。

　ウウウ……。

　背筋がゾッと凍こおるような、獣けものの唸うなり声がした。本能的に危機感を覚えて飛び退のく。雨粒に横殴りにされるが、身動きできなかった。

　壕の中から、ゆっくりと動物が姿を現す。

　──狼おおかみ！

　灰色の毛に覆われた、大きな狼だった。濡れそぼった姿でもこれほど大きいのだから、晴れた空の下もとではかなりの迫はく力りよくに違いない。

　鼻に皺しわを寄せ、ウウウウ……と威い嚇かくの声を上げている。

　襲おそわれるかもしれないと、恐きよう怖ふを覚えた。

　あんなにも狼に憧あこがれていたのに。森野家の先祖は狼だと聞いて、スウェーンランドの森を駆けるその姿を想像しては、うっとりしていたというのに。

　本物の狼はそんな甘い幻げん想そうを打ち砕くだく。雨に体温を奪われて寒かったはずなのに、恐怖のあまり寒さも感じなくなっていた。

　一いつ触しよく即そく発はつの緊きん張ちよう感かんが張り詰つめる。

　しかしその時、名緒の視界に、赤く滲にじんだ狼の後ろ足が飛び込んできた。

「……怪け我が、してるの……？」

　答えなんてあるはずがない。けれど狼は言葉を理解したかのように、後ろ足を引いて、名緒から隠そうとした。その拍ひよう子しに、ポトッと赤い雫が地面に落ちた。

「やっぱり怪我してる！……大だい丈じよう夫ぶ？」

　大丈夫なわけがない。血が滴っているのだから。少し体をずらして覗のぞき込んでみると、鋭するどい枝のようなものが刺ささっているのが見えた。おそらくそれを抜ぬいて止血するだけでも、怪我の治りが格段に早まるに違いない。

　抜いてあげたい、と思った。動物の手当てをした経験なんてないし、怪我の部分を直視できる自信もないが、セイェノームの貴族の森に生きる動物が目の前で苦しんでいるのだ。自分にできることがあるなら、精一杯のことをしたいと思う。

　身の危険は相変わらず感じている。それでもなんとかしたい。

「……あの、おれ、悪い人間じゃないんだ。……見て、ケモミミも生えてるから」

　狼を驚おどろかせないようにゆっくりとした動きで、名緒は自分のフードを脱ぬいだ。雨粒がバチバチと頭や顔に当たる。

　──あ。ミミに、雨が当たってる。

　そしてミミが雨を弾はじくようにぴるぴると動いた。その感覚が初めて分かった。触ふれられて感じるのではなく、ミミ自体の動きを自分で感じたのだ。

　それだけでも収しゆう穫かくだというのに、名緒のケモミミを見た途と端たん、狼が唸るのをやめた。明らかにケモミミを見ている。そればかりか、体をずらして壕にスペースを作ってくれた。名緒に、どうぞと伝えるように。

「……もしかして、リンクスのミミだって、理解してる？」

　セイェノームが言っていた、獣姿の時は森の動物たちが我先にと出で迎むかえに来るという言葉は、まったくの冗じよう談だんではなかったのだろうか。

　そんなまさか、という思いはあるが、実際に今、この狼は名緒のケモミミを認にん識しきして威嚇をやめた。

　戸と惑まどいは隠せない。けれど今はとにかく、壕に入らせてもらおう。

「お邪じや魔まします……」

　ゆっくりと壕に入り、シャワーのように浴びてしまった雨を拭ぬぐった。狼はまだ警けい戒かいしているようだが、威嚇どころか名緒に興味を持っているようにさえ見えた。

「お願い。怪我、見せてくれる？　少しだけでも手当てしたいんだ……」

　伝わるかどうか分からないが、訴うつたえかけてみる。手を伸のばすと、ウ……と一いつ瞬しゆんだけ牙きばを剝むきかけた狼だったが、何度も何度も語りかけると、やがて名緒に身を任せるようにその場に寝ねそべった。

　ホッとして、けれど今度は手当てできるかどうか分からない緊張で小さく震ふるえながら、名緒は狼の後ろ足を確認する。幸いにも、傷はそれほど酷ひどくないようだった。声をかけてから刺さった枝を抜き、ハンカチを包帯代わりにする。ハンカチ自体が濡れてしまっているし、上手うまく巻けずに四苦八苦してしまったが、ないよりはマシだと思う。

「バイ菌きんが入らないといいんだけど……大丈夫かな」

　邸やしきに連れて帰ったらきちんとした手当てができるだろうか。雨が上がったら、ついてきてくれるように語り掛かけてみようか。

　そんなことを考え込んでいたら、ぺろっと手を舐なめられた。

　一瞬、怒おこられたのかと思ってビクッとなったが、繰くり返し舐めてくるそのしぐさは礼を言っているように感じられた。

「……もしかして、ありがとうって、言ってくれてる？」

「アゥン」

　狼が鳴いた。返事するように、短く。名緒は嬉うれしくてたまらなくなる。

「すごい。狼さん、人間の言葉が分かるんだ？……ん？　まさかおれが、動物語を話せてるってわけじゃないよね？」

　スウェーンランド語を聞き取って話せる能力があるケモミミが、野生動物との会話もできるのだとしたら……と考えたが、狼の言葉が理解できるわけではないので違ちがうだろう。

　狼がレインコートの袖そでを軽く嚙かみ、引っ張る。こっちへ来いと言われているみたいで、名緒は促うながされる場所に腰こしを下ろした。すると狼がのそのそ動き、名緒の腰に巻きつくように体の位置を変える。膝ひざの上に狼の前足と頭が乗せられて、ほこっ、と腰の辺りが温かくなった。狼の体温で。

「もしかして、温めようとしてくれてるの？」

　返事はない。けれどそうとしか考えられない。驚きよう愕がくと歓かん喜きで、名緒は大興奮した。

　──セイェノームさんに教えてあげたい！

　貴族の森に棲すむ狼がこんなに優やさしいということ。それはきっと、彼が愛情をもってこの森を治めていることが、動物たちにも伝わっているからに違いないと思った。

　早く帰りたい。セイェノームの顔が見たいと──。

「名緒！」

　雨を吹き飛ばすような力強い声が響ひびいた。

　ザァッと一いち陣じんの風が吹ふき、眩まばゆいばかりの黄金の光が、悪天候の薄うす暗くらがりを切り裂さいてその場に降り立つ。名緒の目の前に。

　本当に光を放っているような、美しい金色の毛に覆おおわれたリンクス──聖せい獣じゆう。

　その姿は、西洋の宗教画で見る大天使降臨の絵のような神こう々ごうしさだった。

　目にした瞬間、腹の底から歓喜が噴ふき上げてくるような感動に見み舞まわれる。胸が熱くて、泣き叫さけびたくなるような激しい衝しよう動どう。ぐらぐらと感情が揺ゆさぶられる。それなのに不快感は一いつ切さいなくて、ただ、自分という存在を根底から作り替かえられそうな喜びに支配された。無条件にひれ伏ふし、身を捧ささげたくなる。

　これが──聖獣の持つ存在感なのか。

「……セイェノームさん……！」　>>>♥

　ふらふらと吸い寄せられるように、名緒は腰を浮うかせていた。

　その拍子に、膝の上から温かいものが転がり落ちてしまう。ハッと視線を落とすと、あろうことか名緒を温めてくれていた狼を落っことしていた。

「ああっ！　ごめんなさい、狼さん！」

「触さわるな！」

　鋭い叱しつ責せきに、名緒はビクッと手を引っ込める。

　セイェノームの視線は狼に据すえられていた。グルルル……と地を這はうような唸うなり声を響かせると、狼もまた鼻に皺しわを寄せて唸る時の表情は見せた。しかしミミがぺしゃんと寝てしまっている上に、しっぽが足の間に挟はさまっている。これは完全に怯おびえた時のしぐさだ。

「ちっ、違うんです！　狼さんはおれと一いつ緒しよに雨宿りしてくれていただけなんです。悪いことはなんにもしていません。それどころか、おれを温めようと……」

「温める、だと？」

　ヒッ、と変な声が漏もれてしまった。狼に据えられていたセイェノームのまなざしが自分に向けられただけなのに、あまりの恐おそろしさに竦すくみ上がる。

　その瞬しゆん間かん、狼が駆かけ出した。後ろ足に巻かれた不ぶ恰かつ好こうな包帯が、雨の中へ消えていく。

「あっ、足……」

「名緒。余所よそ見みをするな」

　ぐいっと頤おとがいを摑つかまれて、セイェノームの方へ向き直らされる。その手はもふもふではなかった。キラキラとした光の粉が彼の全身を包み込むように舞まい、人へと姿を変えていく。

　名緒は硬こう直ちよくした。彼の変へん化げを見るのは初めてではないのに……その魔ま法ほうのような美しさに目を奪うばわれる。

　薄うす暗ぐらいこの雨の中でも、彼は光り輝かがやいていた。

　そしてなぜか、ほとんど濡ぬれていなかった。

　人の姿になった彼の金色の髪かみに、パタパタと雨あま粒つぶが降りかかる。額から頰ほおへ、雫しずくが滴したたり……ドキッとした。やけに、扇せん情じよう的に思えて。

「なぜ、もっと早く私を呼ばなかった？　他ほかの男と逢あい引きするためか？」

　頤を摑んでいた彼の手が、そっと名緒の頰に添そえられる。心臓がバクバクと早はや鐘がねを打つ。それは恐きよう怖ふというよりも、もっと違う緊きん張ちようのせいに思えた。なんだか変だ。

「許さないぞ」

　抱だき寄せられる。まるで、腕うでの中に攫うように。

　ぎゅうっと、心臓が痛いくらい引き絞しぼられた。なんだろう、これは。同性と密着することくらい、なんでもないはずなのに。

「……セ、セイェノームさん、濡れ、ます……」

　彼の、乾かわいたシャツに、名緒の頰や髪が触れて染しみができている。

　離はなれなければと思った。それなのに緊張しすぎて動けない。

「私を呼べば、これほど濡らさなかったものを」

　悔くやしそうにそう言って、彼は袖で名緒の頰や耳の辺りを優しく拭う。

　違うのに。拭ふいてという意味ではなかったのに。真意を伝えたいけれど、緊張のあまり「あ、う……」などと不ふ明めい瞭りような声を漏らすことしかできなかった。

「何を緊張しているのだ？」

　──バレてる!?……あ、ケモミミか！

　どうやら名緒の頭上のケモミミが、心理状態だけを正確に伝えてしまっているらしい。

「……私に隠かくし事でもあるのか？　まさか、本当に逢い引きだったのではあるまいな？」

　──そんなまさか！

　ぶんぶんぶんと激しくかぶりを振ふった。衝動的だったためか、金かな縛しばりが解けたように動くことができた。

　濡れた髪に、セイェノームの手が潜もぐり込んでくる。何度か軽く後方に梳すき、ケモミミを指先でいじってから、後頭部の髪をくしゃっと摑んだ。

　そのまま後ろに引かれる。名緒は彼の腕に抱だかれたまま、その精せい悍かんな顔を見上げることになる。

　視線が絡からんだ。こんな薄暗がりの中なのに、セイェノームの眸ひとみは澄すみ渡わたった空の色をしていた。心臓を鷲わし摑づかみにされる。呼吸が苦しくて……気持ちが乱れる。

「あの者とは、いつからだ？」

「……足に、怪け我がを、してたんです。……ハンカチを巻くことしか、できなくて。……お邸やしきに、連れて帰ったら、ちゃんと手当て……できたかな、って……」

「いつの話だ？」

「……さっき、雨宿りの場所、探してて……どうしよう……狼おおかみさん、雨なのに……」

　自分が何をしゃべっているのか、だんだん分からなくなってくる。

　セイェノームのこの真っ直ぐなまなざしに捉とらえられて、平常心でいられる人がいたら会ってみたい。そのコツを教えてほしい。

「つまりあの男と会ったのは、今日が初めてだということだな？」

「……男って、狼さんですよ？」

　なぜか、探さぐるような目でまじまじと見られた。まずいことを言っただろうか。

　答えは見つからないままだったが、ふっと手を放される。名緒は慌あわてて俯うつむいた。心臓がすさまじい勢いでバクバクと鼓こ動どうをかき鳴らす。緊きん張ちようから解き放たれたのに余計にドキドキするなんて、どういうことだろう。

「邸に戻もどるぞ。そんなに濡れていては風邪かぜをひく。私の首に摑まりなさい」

「首？……あっ？」

　目の前には、再び獣けもの姿すがたとなったセイェノームがいた。光の粉の名残なごりがさらさらと消えていく。

　なぜだか、ホッとした。同じ人だと知っているのに、そして獣姿の彼はこんなにも神々しい聖獣なのに、それでも密着するならこちらでお願いしたい。

「……ええと、でも、おれずぶ濡れなので、セイェノームさんまで濡れちゃいます。……っていうか、こんな雨の中、おれのこと迎むかえに来てくださったんですよね？　すみません。ありがとうございます」

　深々と頭を下げると、突とつ然ぜん、頭上に、もふっとした感かん触しよくを覚えた。驚おどろいて頭を上げようとしたが、もふもふの塊かたまりにぐりぐり押さえつけられて上げられない。

　──え!?……なんか、これって……。

　頰ずりというか、グルーミングというか。

　名緒のケモミミに、もっふもふの毛並みが擦こすりつけられる。とろけそうになった。あまりにも気持ちよくて。

「……はぅ、ん……。……えっ!?」

　ガバッと身を起こす。鼻先が触ふれそうな位置に、かっこいいくせに愛らしいセイェノームの鼻があった。すん、と動いた獣の鼻は、名緒の鼻先から耳、こめかみをすんすん嗅かいで、ケモミミへと移動しようとする。

　それはマズい。名緒はもう理解していた。自分のケモミミは、ちょっとばかり刺し激げきに弱いかもしれない。

　しかも獣姿になった彼からは、なんだか甘い匂においがする。こちらがすんすんしたいくらいだ。

「あ、あ、あの、お邸へ、戻りましょう。セイェノームさんまで、濡れ……あれ？　あんまり濡れてませんね……」

　金色の毛並みは、たった今まで太陽の光を浴びていたかのように、ふかっとしている。人間の彼はすっかり雨の雫を滴らせていたから、もっと濡れてしまっていると思っていたのに。

「私はこの森の聖せい獣じゆうだぞ？　恵めぐみの雨が私を困らせたりするものか。もしも私を濡らせるとしたら──それは、パートナーだけだろう」

　ドキッとした。なんだか口調が思わせぶりで。意味はよく分からないけれど、何か含ふくみがありそうだということだけは感じ取れる。

「ええと、さっきは服を濡らしちゃって、すみませんでした。……そういえば服って、どうなってるんですか？」

「今か」

　クッと笑われた。獣姿でも、笑うと表情が変わる。目が優やさしくなって、親しみやすくなる。

「どういう仕組みになっているのか知らないが、人の姿に戻ると、その直前の状態が再現されるな。皺一つ、ワインの染み一つ、すべてそのままだ」

「えっ、じゃあ、濡れた服を着続けた状態になってるってことですか？　早く帰って着き替がえないと！」

「いや、獣姿の間、服の存在はどこにも感じない。濡れた感触もまったくない」

　一体どういう状態なのか、想像してみようとしたが、まったく分からない。

「おまえも変化してみれば分かる」

　変化、できるのだろうか。

「それより、おまえの方が着替えねば風邪をひくだろう。早く、私の首に摑まりなさい。背中の上に寝ねそべるように跨またぐんだ」

「えっ」

　それは、ものすごく恥はずかしい体勢ではないだろうか。名緒は真っ赤になって、あわあわしてしまった。

「聖獣の背に跨またがるなど、畏おそれ多いか？」

　どこか嘲あざけるように言われて、そうだ、そっちが先だった、と名緒はまた慌てた。密着するのが恥ずかしいという方を真っ先に考えるなんて、自意識過か剰じようにもほどがある。

「おまえは、私のパートナーだ。慣れろ」

「それは……」

　難しすぎる注文だ。けれど彼にとって、ようやく現れた変化者が名緒なのだとしたら、変に遜へりくだってほしくないのではと思った。

　慣れることで、彼が少しでも喜んでくれるなら……。

「じゃ、じゃあ……失礼しますね？」

　緊張をなんとか吞のみ込んで、名緒はそろそろと指を伸のばした。

　彼の毛並みに、触れる。

　ふわっ、とした指ゆび触ざわりに、名緒は唐とう突とつに泣きたくなった。悲しいのではなく、優しすぎて。心の一番やわらかい部分に、不意に触れられた気がした。実際に触れたのは名緒の方なのに、そっと撫なでながら包み込まれたような感覚だった。

　胸が、きゅぅっと切なく軋きしみ、両手で彼に抱きついていた。

　顔を埋うずめる。もふもふで、温かくて、とても甘い香かおりがした。

　熱い感情が湧わいてきて、胸がいっぱいになる。この気持ちに名前をつけるとしたら、『幸福』だと思った。

　それはとても懐なつかしい感情だった。

「……っ……」

　ぎゅうぎゅうしがみついたら、不思議と雨音や、風や、寒さが感じられなくなった。

「その体勢では運べない。きちんと背中に跨りなさい」

「っ、あ、はい。すみません。よろしくお願いします」

　我に返って、言われた体勢を取る。レインコートを着たままだと却かえって彼を汚よごしてしまいそうで、手早く脱ぬいで脇わきに抱かかえた。

　黄金の聖獣の背中に跨ると……両手に、頰ほおに、首筋に、ズボンから僅わずかに出た足首に、滑なめらかな毛並みが触れる。そしてシャツやズボン越ごしにも、もふもふっぷりが伝わってきた。

　──どうしよ……すごい、気持ちいい。

　さりげなく頰ずりして、チラッと視線を上げる。彼のミミを後ろから見るのは初めてだ。プラチナ色のリンクスティップがピンと伸び、凜りんとした姿を見せている。

「しっかりと摑つかまっていろ。振ふり落とされないように」

「はい！」

　首に両りよう腕うでを回し、自分の手をがっちり摑む。

「苦しくないですか？」

「そのようなことを心配する名緒が愛らしくて、胸が苦しい」

　声が笑えみを含んでいる。からかうつもりらしいと気づき、名緒は頰を膨ふくらませた。

「セイェノームさんって、時々ちょっと、意地悪です」

「ヴァルトだ」

「え？」

「私の真の名は、ヴァルトだ。──名緒だけは、そう呼ぶがいい」

　凜とした声だった。彼がどんな表情でその言葉を口にしたのか、見たいと思った。けれど名緒の目に映るのは、ピンと真っ直すぐに前を向いた凜り々りしいケモミミだけで。

「……ヴァルト」

　小さく呟つぶやく。ピクッとミミが動いた。限界まで後方を向いているのが分かる。まるで名緒の声を聞こうとしているみたいに。

「ヴァ、……ヴァルト！」

「なんだ、名緒？」

　答える声が、とても優しい。甘く艶つややかな響ひびきさえ帯びている。

　ドキドキした。それは、踊おどり出したくなるような喜びの鼓こ動どうだった。

「行くぞ、名緒！　邸やしきまで一気に駆かけ抜ぬける！」

　ふわっと、まるで飛び立つための踏ふみ切りのように駆けだしたセイェノーム──ヴァルトに、名緒は息を吞んだ。

　──気持ちいい！

　辺りは薄うす暗ぐらく、北ほく欧おうの森らしい美しさはどこにもないのに、楽しいとはっきり感じた。

　四し肢しを絡からめているからこそ伝わってくる、ヴァルトのしなやかな体の動き。足を前へ運び、大地を踏みしめ、蹴けり、伸びる──途と切ぎれることなく繰くり返される、その滑らかで躍やく動どうする肢し体たいは、全身で森と対話しているような気がした。

　相変わらず激しい雨の音は耳に届くのに、体に当たらない。なぜか分からないけれど、雨とともに薄うす暗くら闇やみが切り裂さかれて、ヴァルトに進む道を示しているかのようだった。

　もっと、ずっと、この感覚を味わっていたい。

　そう思ったところで、ハッと気づく。

　──これって……夢と、同じ？

　とてもよく似ている。

　名緒は思わず、空を見上げようとした。いつも夢の終わりに見ていた光景を再現しようとして、けれどバランスを崩くずしそうになり、慌あわててしがみつき直す。

「もう少しだけ辛しん抱ぼうしてくれ」

　風に乗って、ヴァルトの声が聞こえた。

　その台詞せりふが終わるかどうかというところで、ザッと視界が拓ひらける。すでに見慣れた彼の邸が、目の前に忽こつ然ぜんと現れた。

「到とう着ちやくだ」

　タタンッと跳ちよう躍やくすると、ヴァルトの体からキラキラとした光の粉が舞まい始めた。

　──いやだ。もっと……！

　ぎゅっと抱だき締しめる。腕うでの中のもふもふとした感かん触しよくが、しゅるっと消えて、逞たくましい肉体を抱きかかえてしまう。バサッと音がして、脇に抱えていたレインコートが落ちるのが分かった。

　腰こしを、グイッと引き寄せられる。振り落とされそうになって腕に力を籠こめると、全身にトンッと軽い衝しよう撃げきを感じる。

　それは人間になったヴァルトが地に足を下ろした衝撃で、名緒はいつの間にか聖せい獣じゆうの背中から、人間の彼の腕の中に──お姫ひめ様抱っこの状態で抱えられていたことに、しばし気づくことができなかった。

「名緒様！　よかったーっ！」

　すごい勢いでカールが玄げん関かんの扉とびらを開けて駆け寄ってくる。心配した、と顔に書いてある。

「お帰りなさいませ、セイェノーム様、名緒様。ご無事で、ようございました」

　颯さつ爽そうと後に続いて出てきたエーベルハルドが声をかけてくれる。両手で恭うやうやしくタオルを持っている彼からそれを受け取ろうとして、自分の両腕がヴァルトの首に回されたままであることに気づいた。

「あれ？　なんで、おれ……わぁっ、すみません！　乗っかったまま……！」

　四肢をバタつかせて、彼の腕から飛び降りる。

　彼は聖獣なのに、雨の中を迎むかえに来てもらったばかりか、そんなふうに保護してもらうなんて厚かましいにもほどがある。邸の使用人たちは怒おこっているのではないかと、申し訳ない気持ちでいっぱいになってしまった。

「名緒様、湯ゆ浴あみになさいますか？　それともサウナで？　どちらも準備は整っております」

「あ、……おれは、お湯に浸つかれたら嬉うれしいです」

「かしこまりました。セイェノーム様はサウナでよろしいですね？」

「ああ、頼たのむ」

　この邸に来て改めて実感したが、スウェーンランド人はサウナが大好きだ。日本人が風ふ呂ろに入る以上に好きなのではないかと思う。

　エーベルハルドからタオルを受け取ったヴァルトは、それで名緒を頭からふわりと包くるみ、何度か揉もむように優やさしく拭ふいてくれた。ケモミミが痛くないように気き遣づかってくれているのが分かった。

「名緒、ゆっくり温まってきなさい。二時間後に、フィーカにしよう」

　ポンと名緒の頭に手を置いて、美しい微笑ほほえみを向けてから、ヴァルトは踵きびすを返した。

　人間になった彼の金きん髪ぱつは濡ぬれていて、毛先から肩かたへと雫しずくが滴したたっていたのに……彼は先に名緒を拭いてくれるのだ。

　エーベルハルドが差し出した二枚目のタオルで軽く首筋を拭きながら、彼は自室の方へと去っていく。

　ところどころ濡れているシャツ……広い背中から、名緒は目を離はなせない。

「セイェノーム様、ハンパなくカッコイイですよね！　本当に、惚ほれます」

「えっ」

　驚きよう愕がくしてカールを見ると、彼も驚おどろいたように「えっ？」と名緒を見返す。

「えっ、だって、普ふ通つうに惚れませんか？　セイェノーム様、めちゃくちゃカッコイイですよね？　俺、セイェノーム様にお仕えできるの、本当に嬉しいですもん」

　慌てたように言い募つのるカールに、名緒は目を開かされたような気持ちになる。

　──そっか……ほ、惚れて……当たり前なんだ。

　よかった、と思った。

　この胸の高鳴りとか、彼に吸い寄せられそうになる不思議な気持ちとか、抱いだいても決しておかしいことではなかったのだ。

「……うん、かっこいいよね、ヴァ……」

　ヴァルト、と言いかけて、名緒は固まった。

　そういえば『ヴァルト』という名前は、人前で呼んでもいいのだろうか。

　それは、国王から『セイェノーム』の名前を授さずかった時に葬ほうむられたと言っていた、両親に名づけてもらった名前なのだろう。

　──っていうか、おれ、ヴァルトって呼び捨てにしちゃってた……！

『ヴァルトさん』と敬けい称しようをつけて呼ぶべきだったのに。なぜか自然と、その名前だけを呼んでいた。そして敬称をつけるべきだったと気づいた今でさえ、『ヴァルトさん』という呼び方に、どこか違い和わ感かんを覚える。

　──ヴァルト。

　胸の中で呟いた。

　それは大切な宝物のような、それ一つで過不足のない、完かん璧ぺきな音だった。

　──ヴァルトって呼びたいな……許してくれるかな。

　後で頼んでみよう。そう決めて、名緒は彼が明かしてくれた真の名前を、そっと胸の中にしまった。
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「『ヴァルト』でいいと言っただろう」

　あっさりと、彼はフィーカの席でそう言った。

　珈琲コーヒーを淹いれてくれていたエーベルハルドが一いつ瞬しゆん硬こう直ちよくしたのは、驚いたからだろうか。

　その日から名緒は、使用人たちの前でも遠えん慮りよなく彼を名前で呼べることになった。

　ものすごく特別扱あつかいをしてもらえている気がした。

「ヴァルト」と口にするたびに、彼が呼びかけに応こたえて微笑んでくれるたびに、ほこほこと胸が熱くなる。

　そればかりか、あの雨の翌日から、名緒が森へ散歩に行く時は彼も同行してくれるようになった。邸が見えている範はん囲いならひとりで構わないが、その先は絶対に駄だ目めだと言われた。

「私の目が届かないところへ行くな」

　威い丈たけ高だかにそんなことを命じるくせに、彼は名緒が行きたいところへ一いつ緒しよに行ってくれる。

　白しら樺かばがどこまでも連なる小こ径みちを並んで歩いていると、森の動物たちがひょこひょこ近寄ってくる。その姿に頰ほおが綻ほころび、けれどあの狼おおかみは大だい丈じよう夫ぶだっただろうかと心配になった。

「あの狼さん、また会えないでしょうか。怪け我がの手当てをしてあげたいんですが……」

「怪我などもう治っているだろう。あれはそういう種族だ。──もうあれの話はするな」

　珍めずらしく、不ふ機き嫌げんを隠かくそうともせずに言ったヴァルトに、名緒はそれ以上の言葉を吞のみ込んだ。

　森にもなんらかの秩ちつ序じよがあるのかもしれない。名緒としては、狼に対して長年親近感を抱いていたので、なんとか助けになりたかったのだが……現実を見なければと思う。ヴァルトを嫌いやな気持ちにさせてしまってまで、通す我がままではない。

　気持ちを切り替かえて、小さな動物たちと戯たわむれながら、森を散歩した。

　ヴァルトとふたりで歩く森は、本当に、本当に、美しかった。

　たとえ晴れ渡わたった青空の日でなくとも、森がキラキラと輝かがやいている。

　──もしかして『セイェノーム』に綺き麗れいな景色を見せたくて、森ががんばってるのかな？

　白樺の木の一本一本の、ヴァルトへの想おもいが伝わってくるような気がした。

　そうしてふたりで散歩を始めてから数日が経たったある日、いつもは名緒が行きたい方向へついてきてくれていた彼が、初めて「あちらへ行くぞ」と先に立った。

　ヴァルトは木々を搔かき分けて進む。獣けもの道みちさえもない、自然のままの森の奥へ。

　名緒ひとりでは、もう邸やしきに戻もどれないだろう。けれど不安はまったくなかった。前を行くヴァルトの広い背中が、どれだけ頼もしいか知っている。むしろわくわくした。本当の、本物のスウェーンランドの森へ、ようやく足を踏ふみ入れた気がした。

「ここだ、名緒」

　振り返って、笑え顔がおのヴァルトが手を差し伸のべてくれる。

　なぜかドッと汗あせが噴ふん出しゆつしてくるくらい緊きん張ちようして、その手は取れなかった。

　いくばくかの後、さりげなく手を引っ込めたヴァルトが、名緒にその先を案内してくれる。

　そこは美しい湖だった。ほんの数分で一周できてしまいそうなくらい、ささやかな湖だが、今まで見たどんな湖よりも美しかった。

　白樺の木々に囲まれ、ひっそりと、誰だれの目にも留まらず──誰かに見てもらうためではないのに、こんなにも輝かしい美しさを湛たたえて、ただ、存在している。

　あまりにも美しくて、奇き跡せきだと思った。

　こんな奇跡みたいな光景が、誰にも知られることなく、至るところに存在しているのがこの『貴族の森』であり、スウェーンランドという国なのだと思った。

「……ここが、ヴァルトの、お気に入りの場所なんですか？」

「そうだ。初めて、人に教えたのだぞ？」

　秘密めいた微笑みは蠱こ惑わく的で、ドキッと鼓こ動どうが高鳴る。

　彼の空色の眸ひとみにこれ以上映っていられなくて、名緒は不自然でないように気をつけながら視線を外した。

　湖こ畔はんの、下草に覆おおわれた場所に腰こしを下ろす。ヴァルトも隣となりに座った。ふたり並んで、湖を眺ながめる。美しい森と湖の光景は、いくらでも眺められるものなのだと知った。

　ただ、隣にヴァルトの存在を感じてドギマギしてしまう。

　そんな名緒の心に気づいていたのか……ふと気づくと、ヴァルトは獣けもの姿すがたになっていた。

「あ……」

　声を上げると、ふっと視線だけを向けてくる。前足の上に顔を乗せ、のんびりと寝ねそべった姿勢で。

　──そういえば、左前足の模様って……。

　気になって覗のぞき込もうとしたけれど、ちょうど体の陰かげになっていて分からない。また後でいいか、と思った。それから名緒は、もふっと黄金のリンクスに抱きついた。

　ひとりでに笑みが零こぼれる。中身は同じ人だと分かっているけれど、獣姿になってくれると緊張しないのでありがたい。

「……もふもふだぁ」

　手のひらで感かん触しよくを楽しみ、肩の毛並みに顔を埋うずめてもっふもっふと頰ずりしていると、ヴァルトも名緒の髪かみに顔を擦こすりつけてきた。ケモミミをくしゅくしゅされる。とろけるような心地ここちよさが生じる。この感覚にもずいぶん慣れてきた。はじめは気持ちよすぎて驚いたけれど、もしかすると動物界ではこの感覚が通常運転なのかもしれない。

「……ヴァルトも、もふもふされたら気持ちいいんですか？」

「名緒は気持ちいいのか？」

「そうやって質問に質問で返すの、ずるいです」

　甘えたような拗すねた口調になってしまったが、彼は機き嫌げんよく笑うだけだ。頰ずりし合って、互たがいにもふもふを楽しむ。気づけば名緒も寝そべって、ヴァルトの胴どうに四し肢しで絡からみついていた。

「大だい胆たんだな」

「だって……ヴァルト、もふもふなんですもん」

「名緒も、なかなかのもふもふだぞ？」

　くすくすと笑い合って、毛づくろいのような、乱し合いのような、濃密な時間を過ごす。

「……もふり合うのって、気持ちいいんですね？」

　とろんと夢心地で口にしたら、ピクッとヴァルトが反応した。

　どうかしたのだろうかと彼を見る。澄すんだ空色の眸が、もの言いたげに名緒を凝ぎよう視ししていた。

　ドキッとする。そして気づいた。

　──おれの馬ば鹿か。ヴァルトだって、もふり合うのは初めてなんじゃないか……！

『ようやく見つけた！』と、歓かん喜きの声を上げた、初対面の夜の彼を思い出す。

　あの時の喜びの意味が、今いま頃ごろじわじわと理解できてくる。

　彼にとって名緒は、初めての、たったひとりの、自分と同じ変へん化げ者だ。

　今までヴァルトは──独り、だったのだ。

『セイェノーム』を授さずかってから二十八歳になった今まで、彼はたったひとりで、この森を駆かけていたのだ。

　そう考えたら胸が潰つぶれそうなほどせつなくなった。

「ヴァルト……！」

　抱だき締しめる。両手を伸ばして、ぎゅっと彼を。

　──おれも全身、変化できたらいいのに！

　初めて、そう思った。ケモミミを消すコントロール方法を早く覚えて日本に帰りたいと願っていた気持ちが、遠い過去のもののように思えた。
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　──孤こ独どくって、どういうことだろう。

　ここ数日、名緒は考え続けている。

　変化できるかどうかという意味で、名緒はヴァルトのことを、独りだったと思った。

　彼の、自分への親しみを籠こめた態度を見るにつけても、それはきっと間ま違ちがっていないと感じる。

　そうでなければ、ただケモミミが生えた者だというだけで、あんなにも熱ねつ烈れつ歓かん迎げいしてくれるわけがないと思うから。

　彼の家族や邸の人たちにしてもそうだ。名緒のケモミミを見ただけで大感激して、「セイェノームをよろしく」と口々に頼たのんできた。それはつまり、彼の孤独を感じていたからではないだろうか。

　パートナーとなれる者──つまり仲間を、彼に与あたえてあげたかったのだとすれば、あの歓かん待たいぶりも頷うなずける。

　──でも、もしもおれが、すっごい悪い人間だったらどうするんだろ。……ええと、暴走族とか、なんか伝説に残りそうな不良とかさ。

　すっごい悪い、の想像がそれくらいしかできない自分が少し情けなくなったが、それ以上の悪人となると、ニュースで見る凶きよう悪あく犯を連想してしまう。すると、そんな悪いこと自分は絶対にしない、と自分自身に憤いきどおってしまい、思考が迷めい走そうするのだった。

　──お兄ちゃんみたいに、ちゃんと筋道を立てて考えられるようになりたいな……。

　理路整然と考え、話ができる仁は、名緒の憧あこがれだ。

　仁の顔を思い浮うかべたら、賢次、義父母が当然の如ごとく一いつ緒しよに浮かび、会いたくなってきてしまった。

　──もう、おれの馬鹿。なるべく考えないようにしてたのに……！

　黙だまって送り出してくれたのは、家族の愛情だと思っている。名緒がスウェーンランドに来てから一度も連れん絡らくを取っていないのも、家族を心配させたくないからだ。何か明るいニュースを報告できる時まで、我が慢まんしようと決めていた。

　もしも家族の声を聞いて気が緩ゆるんでしまったりして、万が一、泣き言でも口にしてしまおうものなら、きっと彼らを不安に陥おとしいれてしまう。ヴァーレン邸ていで不当な扱あつかいを受けていると誤解させてしまうかもしれない。そんなことは絶対に駄だ目めだ。

　そんなふうに考える傍かたわらで、実はほんの少しだけ、家族がケモミミに対してどう思っているかということが気にかかっている。

　まさか、異い形ぎようの者だと嫌けん悪お感かんを持たれていたりしないだろうか。

　名緒は彼らにものすごく深い愛情を注いでもらっていて、ちょっとやそっとのことでは絆きずなが揺ゆらぐことはないと分かっている。しかし、だからこそ、余計に怖こわい。もしも家族が名緒を奇き異いの目で見ることがあるとすれば、それはよほどの事態だ。

　──だ、大だい丈じよう夫ぶだよ！　賢ちゃん、ファンタジーゲーム好きだし。お父さんだってそのゲーム画面見て、羽の生えたエルフの女の子を可愛かわいいって言ってたし。

　無む理り矢や理りにでもそう納なつ得とくして、それ以上は深く考えないように努力する。こういうことは、ひとりで突つき詰つめて考えてしまったら、碌ろくな方向に進まないような気がするのだ。

　それに名緒が考え込んでいると、決まってヴァルトに見破られる。

「何を悩なやんでいるのだ、名緒？　ミミに元気がないぞ」

　そう、ケモミミだ。たとえ名緒が「なんでもないですよ。元気です」と強がりを言ったとしても、ケモミミが本音を伝えてしまう。ヴァルトには噓うそや誤ご魔ま化かしが一いつ切さい通用しないのだ。

　そして名緒が沈しずんでいると、ヴァルトは休きゆう憩けい時間を削けずって傍そばにいようとしてくれる。隙すきあらばフィーカをしていた時間をすべて自分に割さいてくれているのだと気づいた時、彼の負担にならないようにしようと心に決めた。

　むしろ自分が、ヴァルトの力になりたい。

　これまで孤独を抱かかえていた彼が、名緒の存在に癒いやされてくれて、名緒だけを望んでくれるなら──パートナーになってもいいかもしれないと、考え始めている。

　もふり合いをするたびに心が近づいて、そう考えるようになっていた。

　──将来何かになりたいとか、夢や目標が特にあったわけじゃないしな……。

　こんな自分をそれほどまでに望んでくれるなら、と名緒は思った。心の片かた隅すみに微かすかな違い和わ感かんを覚えたが、その正体は分からなかった。

　もし、このままパートナーになるとしたら、スウェーンランド語の会話だけでなく読み書きも必要になるだろう。変化が目にも現れれば自動的に解決する問題だが、現れるかどうか分からない不確かなものを、ただ漫まん然ぜんと待っているのはなんだか違ちがう気がした。

　──勉強してみようかな。

　自分の力で、スウェーンランド語を。

　英語でさえも満足な結果を出せていない自分が、独学で他ほかの言語を勉強するなんて、無む謀ぼうかもしれない。それでも、自分の意志で、進みたい方向に一歩でも歩を進めたいと思った。

「ヴァルト、図書室に瑞すい和わ辞典ってありますか？　もしあればお借りしたいんですが……」

　フィーカの時にそう頼んでみたら、ヴァルトは驚おどろいたように僅わずかに目を見張った。それから、ふっと優やさしいまなざしになる。

「日本語で書かれた、スウェーンランド語の文法の本も必要か？」

「はい！　あるのでしたら、ぜひ！」

　前のめりに答えたら、髪かみをわしゃわしゃと撫なでられた。ケモミミが震ふるえる。ヴァルトの手が心地ここちよくて。もうすっかり馴な染じんだ感かん触しよくだ。

「分かった。では、土産みやげはそれにしよう」

「土産？」

「ああ。実は明日から一週間ほど、首都へ出かけることになった。ひとりにしてすまないが、留守を頼む」

「え……」

　一週間も？　と、心細くなりかけて、ハッと我に返った。ヴァルトの視線が名緒の頭上に逸それたから。

　──駄目だ。沈んだら、ケモミミでバレちゃう。

「だっ、大丈夫です！　お邸やしきのみなさんがいてくれるし、カール君だっていつもよくしてくれるし、平気ですから。ひとりなんかじゃないです」

　ヴァルトを安心させたくて必死に言ったのに、なぜか彼は眉み間けんに皺しわを寄せる。

「カールは確かに勤勉に勤めてくれているが」

「ですよね!?　ヴァルトがそう言ってたって教えてあげたら、すごく喜ぶと思います！」

　今やカールは、名緒の大事な『ヴァルトファンクラブ』仲間だから。

　身の回りの世話をしてもらう時の話題と言えば、もっぱらヴァルトの華はなやかな経歴に関することばかりだ。

　学業のことや人徳を窺うかがわせるエピソードを多く聞いたが、中でも名緒が好きなのは、ヴァルトが六歳の時に、先せん輩ぱい使用人たちからつらい目に遭あわされていたエーベルハルドを執しつ事じに抜ばつ擢てきした痛快劇だ。カールも父や当時から勤めている使用人仲間に聞いたのだが、意地悪していた人たちを一いつ喝かつして、改心までさせてしまったという。ヴァルトより二十年以上も長く生きている大人たちが、六歳の彼の迫はく力りよくと言葉にひれ伏ふしたというから、想像するだけでぞくぞくする。あとは、ヴァルトが学生時代にスキー部に所属していて、ノルディックスキーの試合中に遭そう難なん者の親子を発見し、他校の選手と協力して救助した話も大好きだった。

「名緒、あまりこういうことは言いたくないが…………いや、なんでもない」

　眉間の皺をますます深くして言葉を濁にごしたヴァルトに、名緒は青くなった。

「すっ、すみません！」

　深く頭を下げる。

「何を謝る必要がある？　まさかおまえ、カールと……」

　グルル……と獣けものの威い嚇かくの声が聞こえた気がして、ハッと顔を上げる。ヴァルトは人の姿のままだったが、その存在感は聖せい獣じゆうの時のように増していた。

　怒おこっている、と直感する。

「すみません。いけないことだって知らなくて……でも、考えたら当たり前ですよね。自分の知らないところで自分の話をされてるなんて、噂うわさ話ばなしってことですもんね……そんなのいやに決まってるのに……本当にごめんなさい」

「……何を言っているのだ？」

「あの、でも、カール君は悪くないんです。おれが、ヴァルトの話をもっと聞きたいってせがんだから……」

「私の話、だと？」

「え？」

　訝いぶかしげなヴァルトに、名緒も首を傾かしげる。なんだか会話が嚙かみ合っていないような……。

「失礼いたします。珈琲コーヒーのおかわり、お注つぎしますね」

　スッとエーベルハルドが近づいてきて、ヴァルトのカップに新たな珈琲を注そそぐ。芳ほう醇じゆんな香かおりが漂ただよってくる。

「申し訳ございません、セイェノーム様。馬ば鹿か息子むすこは、後でよく叱しかっておきます」

「えっ!?　あの、エーベルハルドさん、カール君は悪くな…」

「畏おそれ多くも名緒様と結成した『セイェノーム様ファンクラブ』の活動はほどほどにするように、と」

　失礼いたします、と再び恭うやうやしく告げて、エーベルハルドはテーブルから離はなれていった。あまりにも隙のない一連の所作に、名緒は上手うまく口を挟はさめなかった。

「……つまりカールとは、私の話ばかりをしているということか？」

「え？　はい、そうですけど……それを不快に思われたんじゃなかったんですか？」

　クッと吹ふき出すようにヴァルトが笑う。クックック……と肩かたを揺らす彼は、そんな何気ない姿でも絵になる。

「それに関しては、まったく、なんの問題もない。むしろ推すい奨しようする。──エーベルハルド、私の書しよ斎さいにある写真の類たぐいなど、必要ならばおまえの判断で名緒に渡わたしてやってくれ」

「本当ですか!?　ありがとうございます！」

　よかった。噂話などをして彼をいやな気持ちにさせてしまったのだと、本当に反省していたから。しかし彼の怒いかりのポイントがそこでなかったとしたら、自分はいったい何をしでかしてしまったのだろう。

「そんなミミをするな、名緒。私の勘かん違ちがいだ」

「……勘違い？」

「あまり追つい及きゆうしないでくれ。先ほどの衝しよう動どうを、私は恥はじている。すまなかった」

「っ、そんな！　気にしないでください！　本当に、全然」

　ぶんぶんとかぶりを振ふり、同時に胸の前で小刻みに手も振ってそう言ったら、ヴァルトに優しい笑えみが戻もどった。彼のその表情には、ホッとする。

　いったいなんだったのかまったく分からないが、ヴァルトが追及しないでほしいと言うなら、名緒はそれに従うまでだ。

「……あれほど簡単に余よ裕ゆうをなくしてしまうとは、私自身も知らなかった自分の姿だな」

　苦く笑しようしてひとりごちるように言ったヴァルトの台詞せりふも、追及しない方がいいのだろうか。本当はとても気になるけれど。

　ヴァルトは熱い珈琲を啜すすり、カップを優ゆう雅がにソーサーに戻す。つい数日前に気づいたが、邸で使われている食器には、ひとつひとつに家か紋もんらしき絵が刻まれていた。クロスした剣けんを中央に、上下にデフォルメされた動物が描えがかれていて、よく見ると違う動物だ。下はリンクスだとすぐに分かった。リンクスティップが特とく徴ちよう的だ。上はおそらく獅し子し──王家を表しているのだと思われる。

　ヴァーレン伯はく爵しやく家は、スウェーンランドの王家『北方の獅子』の懐ふところ刀がたなだと、彼が言っていたことを思い出す。

　変へん化げする人間がいつ頃ごろから存在して、ヴァーレン家はいつから王家に仕えるようになったのだろう。ヴァルト個人のことも相変わらず興味があるが、この家のことや、この国の歴史も気になり始めた。

　──勉強しよう。今のおれにできることは、それくらいなんだから。

　そして今度からカールに、その辺りのことも聞いていこうと考えた。ヴァルトは推奨するなんて言ってくれたけれど、いくらファンクラブ的なノリとはいえ、人様の噂話ばかりしているのはやはりマナー違い反はんだった。

「名緒、棚たなに飾かざっているおまえのククサだが、私が留守の間は積極的に使うようにしなさい」

「……あ、はい。分かりました。おまじないか何かですか？」

　ずっと飾っていたが今まで話題に上ったことはなかった。突とつ然ぜんそんなことを言い出すということは、旅の無事を祈いのるとか、そういう意味があるのかなと思った。ククサは伝統のものであるし。

「まあ、そんなところだ。積極的に使うというか、むしろ常に水を張って部屋の中に置いておきなさい。特にカ、……誰だれかとふたりきりになる時は、すぐに覗のぞきこめる位置に置いておくのだ。必ず。分かったな？」

「はい？」

　やけに熱心に説明されて、名緒は不思議に思った。意外だが、ヴァルトはおまじないを深く信じるタイプなのだろうか。

「おまじないを成功させるルールが他ほかにもあるなら、教えてください。なるべくその通りにするので」

「……うむ、そうだな……」

「失礼いたします」

　思案げなヴァルトの傍そばに、エーベルハルドが近寄ってきて、まだそれほど減っていないカップに珈琲を注ぎ足す。そして名緒に向かって微笑ほほえんだ。

「名緒様、このおまじないは湿しつ度どの高い場面では残念な結果になってしまうやもしれません。入浴前には水をお捨てになり、しっかりと服を着込んだ後で再び水を汲くんでください。あとは……そうですね、例えば仮にベッドの中で、おひとりで秘ひめ事をなさることなどがありましたら、その際も同様にされるのがよろしいかと存じます」

「っ！　エーベルハルド、何を……！」

「秘め事？」

　何か特別なおまじないだろうか。首を傾げてヴァルトを見つめた名緒だが、なぜか視線を逸そらされる。

「有り体ていに申し上げますと、自じ慰いでございます」

「じ……あっ！」

　理解できた瞬しゆん間かん、名緒は真っ赤になった。二十歳はたちにもなって、名緒は女性経験が一いつ切さいない。皆かい無むと言い切っていいくらいない。恋こいらしい恋もしたことがない。家族以外に大事な人ができてしまうことに、名緒は積極的になれなかった。家族だけでもいつかなくすことを恐おそれているのに、大事な人が増えてしまったら、今以上にハラハラしなくてはいけなくなる。

　恋なんて自分にはまだ早い。もっと人として成長しなければ、誰かと家庭を築く覚かく悟ごなんてできない。だから自慰も含ふくめ、性的なことにも名緒は消極的だった。友だちと猥わい談だんした経験もほとんどない。

　そんな免めん疫えきのない状態で、執しつ事じからそのような爆ばく弾だん発言をされたら、どう反応していいかまったく分からない。ただ赤くなって硬こう直ちよくすることしかできなかった。

　しかしそんな名緒を揶や揄ゆするでもなく、エーベルハルドとヴァルトは睨にらみ合うくらいの強さで目を見合わせている。

「この『おまじない』は、以上のルールで遂すい行こうされることがもっとも上品であるとわたくしは考えます。よろしいですね、セイェノーム様？」

「…………うむ、分かった」

　なぜかひどく悔くやしそうに、ヴァルトが同意した。

　なんだかよく分からないが、最強のヴァルトにこんな反応をさせてしまえるエーベルハルドがかっこいい。執事とはすごい存在なのだなと、憧あこがれのような気持ちを抱いだいた。

「そういうわけですので、名緒様、長時間のご使用の前に、改めて防水加工をなさっておいた方がよろしいかもしれませんね。ご自分でなさいますか？」

「あ、はい！　ちょうど、胡桃くるみをお願いしたいと考えてたところでした」

　胡桃の実を砕くだいて滲にじみ出してきた油をククサの表面に塗と布ふし、コーティングすることで、水分を木に染しみこみにくくするという、伝統的な防水方法があるのだ。

「かしこまりました。後ほど、一式を揃そろえてカールに届けさせましょう」

「ありがとうございます。助かります」

　話しつつチラチラとヴァルトの様子を窺うかがっていると、やがて彼は苦笑して珈琲を手にした。その苦笑いは、どこか楽しそうだ。その後エーベルハルドと見み交かわした彼の眸ひとみには、「やってくれるな」とでも言いたげな雰ふん囲い気きを感じた。エーベルハルドは澄すましているが、彼らの間に特別な絆きずなを感じた。

　──なんか……ちょっと、羨うらやましいな……。

　もしもパートナーになったら、自分もヴァルトとの間に、こんなふうに深い信しん頼らい関係を築くことができるだろうか。

　築きたいな、と名緒は思った。

　ヴァルトに頼たよってもらえるような人間になりたい。
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　ヴァルトが首都に出かけてから三日目の午後。

　突然、その少年はやって来た。

　名緒の感覚としては、舞まい降りてきた……という方が正しいかもしれない。

　邸やしきとは目と鼻の先の森の中で、カールお手製の英えい瑞すい対比単語一覧表を名緒が暗記しようとがんばっていたところ、シュタッと目の前に着地したのだ。

　小こ柄がらな、愛らしいリンクスだった。しかし斑まだら一つない黄金の毛並みは息を吞のむほど美しく、ヴァルトの神こう々ごうしい聖せい獣じゆう姿を彷ほう彿ふつとさせた。

　リンクスティップは榛はしばみ色いろだ。ツンと天に向かって伸のびる毛束が、誇ほこらしげに見える。名緒のケモミミにもリンクスティップが付いているが、なんとなく自信がなさそうに見えるのは、心情を表しているからだろうか。

　小柄で美しいリンクスを前に、名緒は興奮していた。

「綺き麗れい……！　この森には、こんなに綺麗な野生のリンクスがいるんだ……！」

「誰が野生だよ、失礼しちゃうな」

　声が聞こえた。鈴すずを転がすような、透とう明めい感かんのある可愛かわいらしい声だ。

　名緒は硬直した。どこから聞こえてきたんだろう……と、一いつ瞬しゆんにして分かってしまったくせに、理解することを無意識のうちに拒きよ否ひしようとする。

「まあ、そんな中ちゆう途と半はん端ぱな変化しかできないなら、野生だと思っちゃうのも無理はないかぁ。……えーい、へーんしんっ」

　明るい掛かけ声とともに、リンクスがキラキラとした光の粉に包まれた。ヴァルトほど洗練された、魔ま法ほうのような美しさは感じない。だがそれがなんだと言うのだ。彼はこんなにも立派に、リンクスから人の姿へと形を変えたのだ。

　天使のような少年だった。

　さらさらの金色の髪かみに、透すき通るほど白い肌はだ。ツンと尖とがった鼻が生意気そうで、それでいて魅み力りよく的だ。小さな唇くちびるは笑えみの形で、真っ直すぐに名緒を見つめてくる彼の瞳ひとみは、ヴァルトと同じ──スウェーンランドの空の色だった。

　どこにでもあるシンプルな服装をしているのに、目を奪うばわれる。どこを取っても彼は自信に満ちていた。

「そのケモミミ……あなたが噂うわさの、『セイェノームのパートナー』候補だった人？」

　小ばかにしたような物言いに腹を立てるよりも、彼の言葉が過去形であることにヒヤッと胸が冷たくなる。

「……だった、って……」

「ご苦労さまぁ。僕が来たし、もう帰ってもらっていいですよ？　あっ、一応、セイェノームに挨あい拶さつして行きます？　彼のところまで案内してよ」

「……な、んで……」

「なんでも何も、一いち目もく瞭りよう然ぜんでしょ。僕とあなた、より変へん化げできるのはどーっちだ？　まあ、比ひ較かくなんかしなくても僕は完かん璧ぺきなんだけど」　>>>♥

　ふふっと自じ慢まんげに笑って、彼はジャンプした。その瞬間、彼の体はキラキラとした光の粉に包まれ、着地した時にはリンクスになっていた。今度は名緒に向かってジャンプしてくる。驚おどろいて思わず目を瞑つぶったが、ぎゅっと肩かたに抱きつかれて目を開けた。そこには再び人の姿となった少年がいた。

　まさに、完璧。変化もコントロールも、自由自在だ。

「あれ～？　あなた、顔色が悪いよ？　そっかー、お役やく御ご免めんだもんね？　もう贅ぜい沢たくできないしー、使用人に傅かしずかれるセレブ生活も手放さないといけないしー、なーんの権力もなくなっちゃうしー……かわいそう。ごめんね？」

　心にもない謝罪だということは、表情やら声こわ音ねやら一挙手一投足から伝わってくる。そもそも謝罪のつもりもないのだろう。

　間近で見た彼は、ますます綺麗だった。芸能人でもこんなに整った顔立ちの人はなかなかいないのではないかというくらい。

　──どうして……？

　心の中で呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。

　自分が唯ゆい一いつの、変化できる存在ではなかったのか。

　ヴァルトは確かにそう言っていた。しかし、こうも言っていた。──『万が一、これから先に一族の者の中から、名緒以上に変化できる者が現れれば、その者がセイェノームのパートナーとなるのが掟おきてである』と……。

　それが現実になったということなのか。

「ねー、ぼんやり突つっ立ってないで、早くセイェノームのところへ連れていってよ～」

　ねだるように肩を揺ゆすられたが、自分では立っているかどうかさえ分からなくなっていた。目の前がまっくらになるような感覚に襲おそわれる。胸が重苦しくて、嘔おう吐としそうな気持ち悪さだ。

「あ、誰だれか来た。使用人かな？　おーい、お出で迎むかえご苦労～」

　スキップしながら去っていく背をぼんやりと見送ると、邸の方から駆かけてくるカールの姿が視界に入った。

「名緒様！　何があったんで……って、わわ、あなた誰ですか？」

　腕うでを摑つかまれたカールが面めん食くらっているが、少年はそんな反応さえも楽しそうにステップを踏ふんでカールを振ふり回す。

「ちょっと！」

　少年の手を、カールが摑もうとした。その瞬しゆん間かん、彼の体はキラキラの光の粉に包まれて、リンクスへと姿を変える。カールが硬こう直ちよくした。助けを求めるように名緒を見る。けれど名緒には何もできない。

　邸の方から数名の使用人たちと、エーベルハルドがやってくるのが見えた。もしかすると邸の窓から、名緒とあの少年のやり取りを見ていたのかもしれない。

　彼らの前で、少年はまた人の姿へと変化してみせた。いとも簡単に、手品のように。

　困こん惑わくして立ち止まる使用人たちの中で、エーベルハルドだけが普ふ段だん通りに淡たん々たんと少年と向き合う。

「わたくしはヴァーレン伯はく爵しやく家、『貴族の森』の邸やかたの執しつ事じを務めております。あなたはヴァーレン一族の方とお見受けしましたが……」

「ヨナス・ヴァーレンだよ。今日で十八歳になったから、僕はもう自分の意思で行動できる。僕はこの通り完璧に変化できるから、セイェノームの番つがいになってあげにきたよ」

「さようでございましたか……大変申し訳ございません、ご来訪のお報しらせを受け取り損そこねておりましたようで、ただいまセイェノーム様は外出しております」

「ええっ！　いないの？　ショックだー」

「もしよろしければ、客間をご用意させていただきます。セイェノーム様がお帰りになるまで、そちらで寛くつろがれてはいかがでしょうか？」

「わー、さっすが伯爵家！　ねえ、せっかく人ひと里ざと離はなれた森に来たんだから、シュールストレミング食べたいなぁ。あれ大好物なんだけど、腐ふ敗はい臭しゆうがすごいじゃない？　家で食べたら臭においが染みつくって親が嫌いやがるし、公園で開けたら死体遺い棄きの疑いで通報されちゃったんだよねー」

「かしこまりました。ご用意させていただきます。どうぞこちらへ」

　エーベルハルドの案内で少年──ヨナスが邸に向かう。使用人たちが道を開けた。カールとすれ違ちがう時にエーベルハルドは何かを囁ささやいて、そのまま一度も名緒を振り返らずに邸へ戻もどっていく。

　ショックなどという言葉では表せないほどの衝しよう撃げきだった。

　──おれ……もう、いらないの？

　エーベルハルドにそう言われたわけではない。けれど無視されたということが、何よりも真実を物語っている。

　──ヴァルトにも……無視されちゃうのかな……？

　いや、そんなことはない。彼ならばきっと、真っ直ぐに名緒の目を見て言ってくれるだろう。いつもの、あの優やさしい笑顔で。

『よかったな、名緒。望み通り、国に帰れるぞ。早くミミを引っ込めるコントロールを覚えるがいい』

　心臓が潰つぶれるかと思った。自分で勝手に想像しただけだというのに、こんなにも苦しい。もしもこれが現実になってしまったら……考えただけでゾッとした。そんなヴァルトを見るくらいなら、今すぐにでも日本に帰りたくなった。

　──ケモミミさえなかったら……。

　これがあるうちは、勝手にこの森を出るわけにはいかない。

　けれどもう、自分には価値などないというのに。

　気づくと、使用人たちも一人残らず邸やしきへ引き上げていた。森の中に、名緒はひとり取り残される。邸は目と鼻の先だと分かっているのに、激しい孤こ独どくを感じた。

　──なんで……。……ヴァルト！

　心の中で彼を呼ぶ。

　この森にいる限り、呼べばすぐに迎むかえに来ると言ってくれていた……そして実際に来てくれた彼を、何度も呼ぶ。

　けれどどれだけ繰くり返しても、聞こえるのは白しら樺かばの木々の葉は擦ずれの音だけだった。小鳥の囀さえずりさえも聞こえない。ヴァルトは今、五百キロ以上離はなれた首都にいるのだから当たり前だと分かっているのに、彼がここにいてくれないことが、ものすごく、ものすごく──淋さびしい。

　ギクッとした。身が竦すくみあがるような感覚だった。

　──淋しい……？

　背筋がぞわぞわとする。その言葉には、恐おそろしい魔ま物ものが潜ひそんでいそうな気配を感じる。

　──駄だ目めだよ。考えるな……！

　必死にかぶりを振ふった。けれど魔物の気配は去ってくれない。こんなにいい天気で、晴れた森にいるというのに、この場所が怖こわくてたまらなくなる。

　──ヴァルト……！

「名緒様！」

　遠くから聞こえてきたのは、カールの声だ。

　勢いよく振り返ると、なぜか彼は両手で大事そうにククサを持ってこちらに駆かけてくる。

「すみません、お待たせしました。どうぞ！」

　肩かたで息をしながら、心配そうに差し出してくれるククサは、名緒のものだ。ヴァルトに言われた通り、水を張って自室に置いておいたのだが……。

「……どうして、これを？」

「え？　すれ違ちがい様ざまに父が『ククサに水を。名緒様にお持ちしろ。片時も離すな』って言ったから、急いで取ってきたんですが……なんでですか？」

　なんなのだろう。これもおまじないの一つなのだろうか。

　しかし理由なんてなんだっていい。エーベルハルドが、まだ自分のことを気にかけてくれているということが、とても嬉うれしかった。

「……分からないけど、でも、ホッとした……。ありがとう、カール君」

　受け取ると、木の優やさしい感かん触しよくに、凝こごっていた心が癒いやされる。一口、水を飲んでみた。あの夢の後のような喉のどの渇かわきは覚えていなかったけれど、ものすごく潤うるおった気がする。

　──もしかして、このククサ自体がおれの精神安定剤ざいになってることに、エーベルハルドさんは気づいてたのかな……？

　エーベルハルドだけではない。そういえば出発前のヴァルトも、やけにククサの使用を勧すすめていたではないか。あの時、名緒は安直にも、ヴァルトがおまじないを深く信じているのかと意外に思ったが……違うのかもしれない。もしかしたら留守番中の名緒が不安がらないように、心を配ってくれたのかもしれない。

　──ヴァルト……。

　胸が、引き絞しぼられるように苦しくなった。

「……あの子……ヨナス君、すごかったね」

　ひとり言のように呟つぶやく。カールは何も言わない。

　名緒はククサの中の小さな湖に自分を映し、ぼんやりと眺ながめる。ケモミミはうな垂れるようにぺしゃんと下を向いている。……これが、名緒の変へん化げ。自分の意思では消すことも、出すこともできない、出しっぱなしのリンクスのミミ。

「あの子が……ヴァルトのパートナーになるんだね……」

「それはっ！」

　否定して、励はげましてくれようとしたのだろう。けれどできないのだ。きっとカールも、掟おきてのことを知っているから。

　たとえ掟がなかったとしても、自分みたいにミミしか変化できない人間よりも、ヨナスの方が彼にふさわしいと分かっている。ヴァルトにとっても、全身が完かん璧ぺきにリンクスに変化できるパートナーなんて、待ち焦こがれていた存在に違いない。

　それに、彼の周囲の人たちも……。

　まぶたの裏に、自分を歓かん迎げいしてくれたヴァルトの家族たちの笑え顔がおが甦よみがえる。

　ケモミミだけであれほど歓迎してくれたのだ。ヨナスなら……あの完璧なリンクスへの変化を見たら、狂きよう喜き乱らん舞ぶするのではないだろうか。

　自分の時より、ずっと──。

　そう考えたら、胸に黒いもやがかかったような、不快な感情が湧わいてくる。それがヨナスに向けられていることに、名緒は動どう揺ようした。

　──なんでこんな……別にあの子が悪いわけじゃないのに。

　ただ、自分よりも彼の方が優すぐれているというだけで。

　──おれ、嫉しつ妬としてるんだ……あの子に。

　自覚したら、恥はずかしくて、悲しくなった。能力のある人を妬ねたんでも仕方がないのに。頭では分かっているが、気持ちの整理ができない。

　これがもし勉強やスポーツなら、自分の努力が足りなかったのだと反省することができる。けれど変化という、名緒自身にはどうしようもないことで力の差を見せつけられると……。

　ものすごく嫌いやな自分を突つきつけられているような気がした。こんなどす黒い感情を抱いだいてしまう自分がショックだった。

「……ねえ、カール君。……パートナーになれなくたって、おれがヴァルトを手伝えること、何かあるよね……？」

　無む理り矢や理りにでも気持ちを前向きにしたくて、そう尋たずねた。けれどカールはますます困ったように、「ええと、それは……」と言葉を濁にごす。

「……ごめんなさい。困らせるつもりはなかったんだ」

「そんな！　俺の方こそ、すみません。気の利きいた言葉が、何も思い浮うかばなくて……」

　悔くやしそうに顔を顰しかめるカールに、名緒は少しだけ微笑ほほえんだ。彼は噓うそをつかない。だから慰なぐさめられる。

「……ククサをありがとう。カール君も早く、お邸に戻もどらないといけないんじゃないのかな？」

「いえ、俺は名緒様のお世話係ですから」

「……そんなの、もう無効だと思うよ？」

「いいえ。セイェノーム様に直接ご命令を受けるまで、俺は、名緒様のお世話係です」

　キッパリと、決意を感じさせるカールの態度に、名緒は感謝した。『セイェノームのパートナー』になれなくても、彼は名緒のことを友だちだと思ってくれるのだろうか。

「名緒様のお傍そばにいます。お邸の中であの少年に会わないようにサポートもします」

「……ありがとう。……でも、ちゃんと分かってるから。彼は何も悪くないって。悪いどころか、……よかった、んだよね……？　ヴァルト、……もふり合うの、好きだし……」

　獣けもの姿すがたのヴァルトがどれほど嬉しそうに自分のケモミミにじゃれついてきていたか……名緒が一番よく知っている。ヨナスはミミだけでなく、全身がもふもふだ。

「ヴァルト、喜ぶだろうなぁ……」

　彼がヨナスともふり合うところを想像したら、泣きそうになった。そして、あの一時がどれほど自分にとって大事な時間になっていたか、今さら思い知らされる。

　胸が痛くてたまらなくて、名緒はククサをぎゅっと手の中に包み込んだ。水面が揺ゆれている。それは自分の手が小刻みに震ふるえているからだと、しばらく経たって気づいた。

「あの……カール君、先にお邸に戻っててくれる？　ちょっと……散歩したいから」

「ご一いつ緒しよします。邸から見えない森の中に名緒様が行きたいとおっしゃってもお止めしろと申しつけられていますが、今の名緒様に森は駄目だなんて言いたくありません。だから俺もご一緒します。それで一緒に叱しかられましょう」

　鼻息も荒あらくそんなふうに言ってくれる。ふたり並んで叱られるところを想像したら、少しおかしかった。

「……ありがとう。やっぱり、お邸に帰ろう」

「でも、どこか行きたい場所があるんじゃないんですか？」

「ん？……うん……」

　もしも叶かなうなら、このククサの材料となった瘤こぶを持つ、白樺の木の場所に行きたい。

　けれど両親が新しん婚こん旅行で訪おとずれた森が、スウェーンランドのどの地域かさえ分からないのだ。市し販はんのククサには工こう房ぼうの刻印が捺おされているらしいが、名緒のものにはそれがない。なんの手がかりもなかった。

「……いいんだ。大だい丈じよう夫ぶ。ただ、この森を散歩するのが好きっていうだけだから」

「でも……」

「本当に大丈夫だよ。ほら、ケモミミも平気でしょ？」

　ピンと無理矢理に立ててみる。これくらいなら、名緒にもできる。

「……分かりました。じゃあ、部屋でフィーカにしましょう。そろそろシナモンロールも焼き上がる頃ころだと思いますし！」

　カールも鼓こ舞ぶするように、わざと声を張る。

　邸やしきへの道を歩きながら、早く帰ってきてヴァルト、と名緒は思った。けれど同時に、一日でも長くヨナスのことを知らないままでいてほしいとも願ってしまった。

　ものすごく嫌な自分。

　けれど、せめてあと一度だけでも──あの湖の畔ほとりでヴァルトと時を過ごしたい。
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　邸に戻ると、使用人たちの間に微び妙みような空気が流れていた。

　エーベルハルドの姿は見えない。おそらくヨナスに付いているのだろう。

　カールがひときわ明るく「ただいま戻りましたー。名緒様、すぐにフィーカの用意をしますね！」と声をかけながら、先に立って歩いてくれたから、他ほかの使用人たちの視線をそれほど意識せずに済んだ。

　──っていうか、あんまり視線自体を感じなかったけど……。

　気まずいのかもしれない。これまで主あるじのパートナーになると信じて親切にしていた相手が、そのうち出ていく人に立場が変わってしまったから。

　──仕方ないよ……。

　胸がツキンと痛むが、誰だれが悪いわけでもない。ただ、こういう現実だと、名緒は受け入れるしかないのだ。

　自分の力ではどうしようもないことが、世の中にはある。

　名緒は痛いほど、そのことをよく知っていた。──五歳の時に、痛感した。大好きな両親を失うことで、世の中の残ざん酷こくさを突きつけられた。

　泣き叫さけんでも、駄だ々だを捏こねても、どうしようもない。それが現実なのだから。受け入れて、痛みに慣れていくしかない。そのうちそれが普ふ通つうになって、痛みだと感じなくなるから、大丈夫だ。ちゃんと、生きていける。

　両親を失っても、名緒には春山の家族がいてくれた。そんなふうに誰かが手を差し伸のべてくれることもある。そしてあれほどのつらい出来事は、また家族を失うこと以外にはありえないと思う。だから、大丈夫。今回も、大丈夫だ。

　呪じゆ文もんのように心の中で繰くり返して、名緒は自室で午後を過ごした。水を張ったククサを置いたテーブルで、もくもくと単語の書き取りをしてみたりしながら。

　もうスウェーンランド語を勉強する必要なんてないのかもしれない。それでも勉強に頭を使うと、余計なことを考え過ぎずに済む。これが逃とう避ひ行動だと分かっているはずのカールも、何も言わなかった。ただ名緒の傍にいて、時間を見計らってカフェオレを淹いれてくれたり、新たな単語一覧を作ってくれたりした。

　夕食の時間になり、いつも通りに食堂で摂とることを勧すすめられたが、食しよく欲よくがないと断った。ヨナスと会わないように計らうからと言い添そえられて、なんだか申し訳なくなってきた。

「……気を遣つかってもらってごめんなさい。今は、本当に食欲がないんだ。明日あしたには……大丈夫になるから」

「気を遣うだなんて、そんな！　俺は名緒様のお世話係なんだから、当然のことなんですよ。もっとドーンと構えて、なんでも命令してください。名緒様はいつも命令じゃなくて遠えん慮りよがちなお願いだから、ちょっと物足りないくらいです」

「え、物足りないの？」

「そうです。俺としては、どんなムチャ振ぶりでも完かん璧ぺきに応こたえてやるぜ！　っていうつもりでお邸に上がったのに、名緒様といるの普通にめちゃくちゃ楽しいから、拍ひよう子し抜ぬけして困ってます。日本からいらっしゃる方だっていうから、坐ざ禅ぜんの練習までしておいたっていうのに」

「坐禅!?　そんなのおれもしたことないよ？」

「えっ、そうなんですか!?　日本人の朝は坐禅から始まるって、テレビで見たのに……」

　本気でショックを受けているらしいカールに、名緒は小さく笑った。

　態度を変えないでいてくれるカールの存在が、本当にありがたい。

　早めの入浴を済ませてベッドに入ったが、一向に睡すい魔まはやってきてくれない。名緒はベッドの中で何度も寝ね返がえりを打ち、早く眠ねむりにいざなわれることを願ったが、時間だけが過ぎていく。

「……明るすぎるからかな」

　バルコニーへと通じる大きな窓には、カーテン越ごしにも皓こう々こうとした月明かりが差している。

　今夜は満月なのかもしれない。

「……ヴァルト、もう眠ったかな」

　単語で頭を満たしていないと、やはり彼のことを考えてしまう。あの青空の眸ひとみで見つめられて、「名緒」と優やさしい笑え顔がおで呼ばれることを想像して──必然的に、ヨナスのことを思い出してしまった。

　また、胸に重苦しい感情が沸わき起こってしまう。こんな自分は嫌いやだ。

　頭上に手を伸ばしてケモミミを確認すると、やはりへたっていた。それを無む理り矢や理り手で伸ばし、元気に見せかけてみる。

「変へん化げできたらいいのに……」

　ヨナスみたいに、完全なリンクスに。

　そう考えたら、胸がぎゅっと苦しくなる。

　──駄だ目めだってば、余計なこと考えたら。

　なんとか眠りに飛び込もうと、布ふ団とんの中に潜もぐろうとした……その時。

　ふっ、と、カーテンに影かげが過よぎった気がした。

「ヴァルト!?」

　まさか。そう思いながらもベッドから飛び降りて、カーテンに飛びつく。

　もしもヴァルトだとしたら──昼間、名緒が心の中で呼び続けたから？　五百キロ以上もある首都からの距きよ離りを、まさか、駆かけてきてくれた？

　シャッと勢いよくカーテンを開ける。窓ガラスに自分の姿が映る。ガラス越しに小ぶりのバルコニーがあり、その向こうには森が広がっている。

　スタッと、黒い塊かたまりがバルコニーに降り立った。窓ガラスに映った自分の姿と二重写しになる。それはあの夜の──ヴァルトが春山家に迎むかえに来てくれた日のことを彷ほう彿ふつとさせた。

「ヴァルト！」

　窓を開け放つ。そのまま裸足はだしで飛び出そうとして、その寸前でギクッとした。

　シルエットが違ちがう。リンクス姿の時の神こう々ごうしさもなければ、人の形になった時の輝かがやかしい存在感もない。

　ゆらっと影が立ち上がる。それは人の形をしていた。けれどどこか、獣けものじみていた。

「……っ！　だ、れ……？」

　月明かりの下にそれが出てきた。

　ウウ……と苦しげに呻うめきながら現れたのは、一糸纏まとわぬ姿の男だった。

「なっ、なんで裸はだか……！」

　同性の裸なんて見慣れているけれど、こんな場所で、このような状じよう況きようでは、変態だと罵ののしってもいいはずだ。

　急いで窓を閉めようとした。しかしその直前、男が声を絞しぼり出した。

「ナ、オ……ナオ、やっと……会えた」

「……え？」

「これを……」

　男が布のようなものを差し出す。ハンカチサイズのようだが、ドロドロに汚よごれていて元の形が分からない。

「足に……手当て、ありが、とう……」

「手当てって……足？　え？　まさかあなた、狼おおかみさん!?」

　そんなまさか。目の前にいるのはどう見ても人間だ。だが自分にケモミミが生えた状態では、まさかも何もないだろうと己おのれに突つっ込む。

「狼さん、狼男だったんですか……!?」

「ん」

　咳せき払ばらいのような頷うなずきに、呆ぼう然ぜんとしてしまう。

　狼男は声が出にくいようで、喉のどを押さえてアッアッと発声練習のように繰くり返している。やがてしゃがれていた声がそれなりに滑なめらかに出るようになってきた。

「アー、疲れた。変化してすぐは、まともに声出ねぇんだよな。不便なんか感じたことなかったけど、今はすげぇ焦あせった。ナオが俺だって気づいてくれてよかった」

　ニッといたずらっぽく笑う彼は、濃こいグレーの髪かみを無造作に伸のばしてはいるものの、かなり造作の整った男性だった。身み形なりを整えたら女性が黙だまっていないだろう。

「……狼男、本当にいるんだ……」

　そういえばヴァルトもいると言っていたことを思い出す。満月と新月の夜にだけ、血に翻ほん弄ろうされて変化すると。

「そりゃ、いるっつーの。だからナオ、俺の番つがいになれ」

「は？」

　素すで返してしまった。かなりぶっきらぼうに。

「あっ、す、すみま…」

「昼間の、見てたぜ。あのチビッこいのが来たから、もうあの厭いや味みなリンクス野や郎ろうの番にならなくていいんだろ？　ラッキー。搔かっ攫さらわなくて済んだ」

「……っ！」

　どこで見ていたのか。というか、それよりも……。

「あの、番って、いわゆる夫ふう婦ふのことですよね？　こう見えてもおれ、男なんですが……」

「だから？」

「えっ？　だから……男同士で夫婦って、そんな……変ですよね……」

　そう言いながら、なぜか心臓がバクバクと早はや鐘がねを打ち始めた。頰ほおまで熱くなってくる。

　なんだろう、これは。どうして自分は、こんな反応をしてしまうのだろう。

「ア？　何が変なんだ？　男同士だからだろ？　おまえんとこも、そういう掟おきてじゃねぇの？」

「……掟？」

「リンクスに変化する当主が男なら、男を。当主が女なら、女を。ガキを作らせねぇように、番に宛あてがうだろうが」

「…………え？」

　何を言われているのか、まったく分からなかった。

「まさかおまえ、知らなかったのかよ？　そのケモミミがあるからあのリンクス野郎の番になるために、こんな森ン中に連れてこられたんだろーが」

「ええ!?　ちっ、違いますよ!?　おれはただ、彼のパートナー候補っていう……」

「だからそれが番だっつーの。おまえ何言ってんの？　森ン中であんなイッチャイチャじゃれ合っといて、まさかの天然かよ」

　何言ってんの？　は、こっちの台詞せりふだ。何を言っているのか、この狼男は、本当に。意味が分からない。自分が、ヴァルトの、番──夫婦候補として、ここに連れられてきただって？

「でもよかったじゃん。もうお役やく御ご免めんだろ？」

　ハッとする。そうだ。ヨナスが現れて……。

　──じゃあ、あの子が、ヴァルトと夫婦になるの……？

「だから俺のものになれ」

「そんなの嫌だ！」

「即そく答とうかよ」

「……え？」

　一いつ瞬しゆん、自分の思考に引きずりこまれて何も聞こえなくなっていた。狼男がイヤそうな顔で眉み間けんに深い皺しわを刻んでいる。

「まあまあ、一いつ緒しよに暮らせばそのうち俺に惚ほれるって。俺は月に二回しか人の姿になれねぇけど、おまえ、狼姿の俺も好きだろ？　問題ねぇじゃん」

　軽いノリで言っているが、問題だらけではないだろうか。

「ええと、ちょっと待ってください。根本的なところを確かく認にんしますが、あなた狼でしょう？　おれ、リンクスです」

「ミミだけな」

「うっ。……それでも、リンクスです。あなたとは種族が違います」

　たぶん今、名緒のケモミミはピンと立っている。リンクスティップは誇ほこらしげに、真っ直ぐ天を衝ついているはずだ。

「だから？　どうせガキできねぇんだから、問題ナッシングじゃん。それに俺の一族が森の貴族様のおこぼれに与あずかってきたのは昔っからだぜ？　狼男は一族の中のはみだしモンだ。ガキなんか作れねぇし。変化者としか番になれねぇし。だからおまえ、俺んとこ来いよ」

「そんなの、別におれじゃなくてもいいんじゃないですか！」

　思わず怒ど鳴なっていた。なぜか悲しくてたまらなかった。

「ア」

　狼男が間の抜ぬけた声を上げる。視線は名緒の頭上だ。

「消えた。ミミ」

　指さされて、名緒はハッとした。自分の頭を確かめる。スカッと手が滑すべった。すでに慣れ親しんでいたもふもふのケモミミは、跡あと形かたもなく消え去っていた。

「……うそ……なんで……」　>>>♥

　血の気が引く。ケモミミが消えたら──すぐにでも日本へ帰れてしまう。

「ア」

　再び狼男が間の抜けた声を上げる。その直後、激しい音を立てて背後で扉とびらが開いた。

「名緒様、伏ふせ！」

「っ!?」

　とっさにしゃがみこんでいた。パンッと乾かわいた音が響ひびく。

　驚きよう愕がくして、しゃがんだまま扉の方を見ると、なんとエーベルハルドが猟りよう銃じゆうを構えている。

「チッ。伏せって、犬かよっ」

　狼男が身を翻ひるがえす。すかさずエーベルハルドが駆かけ込んできて、窓辺で再び銃を構えた。

「二度と来るな！　来たら、撃うつ！」

「撃てるもんなら撃ってみやがれー」

　声が夜の森へと消えていく。それを確認し、窓をしっかり閉じたエーベルハルドは、名緒に向き直る。

「お立ちください」

　声が厳しい。一度も聞いたことがないくらい冷ややかで、硬かたい。

　名緒はおずおずと立ち上がった。何を言われるのだろうと、怖こわくてたまらない。

「狼を招き入れようとなさるとは、何事ですか。セイェノーム様のお留守中に何かあったら、取り返しのつかないことになるのですよ。分かっていらっしゃるのですか？」

　名緒はうな垂れた。ごめんなさいなんて、言葉にしたら軽すぎる気がして口にできない。すみませんも、申し訳ありませんも、名緒のこの気持ちを表すには使い古されすぎた言葉だった。

　──ケモミミがあれば……。

　伝わったかもしれないのに。名緒がどれだけ申し訳ないと思って、反省しているか。

　けれどもう、名緒の頭にケモミミは生えていない。

　ただ、スウェーンランド語を操る能力を失っていないことだけが救いだった。ケモミミが消失したわけではないことの証だから。

「セイェノーム様がお報しらせくださらなければ、あなたは狼おおかみの餌え食じきになっていたでしょう。反省してください」

「……はい」

　頷いたものの、違い和わ感かんを覚える。

『セイェノーム様がお報せくださらなければ』？　それはつまり、この事態を彼が察して、エーベルハルドに報せたということだろうか？　なぜ？　どうやって？

「それから二度と、満月と新月の夜に窓を開けないと約束してください」

「はい。……あの」

「言い訳は聞きません。あなたが今口にしていいのは、謝罪の言葉だけです」

「っ、……すみま、……申し訳ありませんでした」

　深々と頭を下げる。エーベルハルドの目は見られなかった。こんなありきたりの謝罪しかできない名緒に、彼は幻げん滅めつしているかもしれない。

「……ミミ、消えたのですね」

　ドキッとした。ふっと和やわらいだ静かな声が、彼の安あん堵どを表しているような気がした。

　安堵──これで名緒を日本に帰せると。

「セイェノーム様もお喜びにな…」

「あーっ、いっけないんだ～。リンクスの一族の端はしくれのくせに、狼みたいな野や蛮ばんなやつと逢あい引きなんて、最悪！」

　エーベルハルドの言葉を遮さえぎって、そんなことを言いながら部屋に飛び込んできたのはヨナスだった。さらさらの生き地じのネグリジェみたいなパジャマが、彼の美しさを際きわ立だたせている。いつの間にか使用人たちもドアからこちらを窺うかがっていたが、彼だけ光り輝かがやいているような錯さつ覚かくを覚える。

　──この子が、……ヴァルトのパートナーに──『番つがい』に、なるの？

「ヨナス様！　部屋にお戻もどりください」

「やだよ。なんで」

「主あるじの留守中に、お客様に自由に出歩かれては困ります」

「えー？　別にいいじゃん。どうせ『視みえて』るんだから」

　エーベルハルドが小さく息を吞のんだ。おそらく傍そばにいた名緒にしか分からない程度だったが、彼は明らかに動どう揺ようしていた。

　──見えてる？　どういう意味だろう……。

「でもあんな遠い部屋にするなんて、ずるいよ。僕だってセイェノームの部屋の近くがいい」

「あちらは一等の客室でございます」

「ほんとにぃ？」

「お疑いになるなら、ご覧になるのがよろしいかと」

「空っぽの部屋なんか視れないよ。特定の『人』を念じないと」

「さようでございますか。それでは明日、わたくしが邸やしき内ないをご案内いたしましょう」

「別にいいよ。興味ないし。それよりセイェノーム、早く帰ってこないかな～。イケメンだったらいいな～」

「おや、念じてご覧になっているのでは？」

「王宮にいるんでしょ!?　そんな遠いとこ、視れるわけないじゃん」

　テンポよく交かわされる会話の端はし々ばしに、意味の分からない要素が含ふくまれている。

　彼の言う『見る』は、なんとなく、普ふ通つうの視覚とは違ちがう意味で使われているような気がする。

「僕はせいぜい、このお邸内くらいだなー。セイェノームだったらヨーロッパ全土くらいは視えんのかな？　だって『北方の獅し子し』の懐ふところ刀がたなだもんね」

「ヨナス様。部屋までご一いつ緒しよいたします」

　すいっと、流れるような所作でエーベルハルドはヨナスの方へ向かう。猟銃を肩かたに掛かけているというのに、もういつも通りの完かん璧ぺきな執しつ事じだ。

「えー、目が冴さえちゃったよ。なんかゲームしない？」

「『歴代の国王名しりとり』でしたら、おつき合いいたしますが？」

「いやだよ。それ学校でさんざんやらされたやつだよ」

　さりげなくヨナスがドアへ向かうように促うながし、廊ろう下かに出たところで、エーベルハルドは名緒を振ふり返る。

「名緒様、失礼いたします。今夜はこちらにカールを控ひかえさせます。何かありましたら、お声掛けください」

「えっ、こちらって、廊下ですか？　そんなの駄だ目めです、風邪かぜを引きます」

　反対したものの、名緒としても今夜はひとりでいるのは心細かった。

「あの、部屋の中で……」

「なりません」

　キッパリと、シャットアウトされる。

「そんなことをしたら、わたくしがお叱しかりを受けます。──カールも、分かっているな？」

「はい。食い千切られたくないから、鉄の心で挑いどみます」

　冗じよう談だんめかしたその言い方に、エーベルハルドは「よし」と頷うなずいている。彼ら親子のユーモラスな一面を見た。

　ヨナスとともに使用人たちが引き上げて、カールひとりになっても、彼は頑がんとして入室を拒きよ否ひし続けた。攻こう防ぼう戦せんを続けるのも、名緒が駄だ々だを捏こねているみたいで申し訳なくなってくる。それならせめて風邪を引かないようにと、ブランケットでカールをもこもこにして、名緒はおとなしくベッドに入った。いくら夏に向かっている季節とはいえ、ここは北ほつ極きよく圏けんの入口だ。朝晩は得に、かなり冷える。

　ベッドの中で眠ねむりにつこうと努力してみるが、眠らなければと思えば思うほど睡すい魔まは遠ざかっていく。やがてこのシーズンの短い夜が終わり、空が白んでくる。カーテンの隙すき間まから差し込む光でそのことを知った。

　──ヴァルト……。

　心の中で呟つぶやく。意味もなく、彼の名を声に出さず、ただ舌の上で転がす。

　──ヴァルト、ヴァルト……。

　この名を呼べるのは、これが最後かもしれないと思った。

　何度も、何度も、何度も呼んで、きっと何百回と呼び続けたところで、ようやく眠りにいざなわれた。とろとろとまどろむ。夢と現うつつの狭はざ間まを行き来していると、耳に、小鳥のさえずりが届き始めた。

　夜が明ける。

　朝あさ霧ぎりに包まれた森が、瞼まぶたの裏に広がってくる。すっかり馴な染じんだ、いつもの森。けれど目線がやけに低い。そしてすごい勢いで進んでいく。

　──あ。『夢』？　あの夢だ……。

　スウェーンランドに来てから、この夢を見るのは初めてだった。視界の端はしに、もふもふの前足がチラリと入る。

　懐なつかしい友に出で逢あえたような安堵と、それから悲しさを覚えた。

　もしもこれが現実だったら、どれだけよかっただろう。全身がリンクスに変へん化げして、自由に森を走れたら──。

　──ヴァルトの『番』になれるのに……！

「……っ！」

　ドキッとして、目を見張った。鼓こ動どうが乱れ打ち、自分が動揺していることを知る。

「……番……？」

　違う。自分がなりたかったのは、パートナーだ。彼に必要とされて、彼を支えられる、特別な存在になりたかった。

　それは尊敬と、敬愛から生じた願いであって、決して『番』に……夫ふう婦ふになりたかったわけでは……。

　頰ほおがカーッと熱くなってくる。名緒は慌あわてて身を起こした。サイドテーブルからククサを取り上げ、ごくごくと喉のどを鳴らして水を飲む。あの夢を見たというのに、特に喉は渇かわいていなかった。けれど落ち着きたくて、ククサを手にした。

　すっかり飲み干してしまってから、常に水を張っておくように言われていたことを思い出す。

「ヴァルト……」

　両手に包み込んだククサに額を押し当てて、名緒は呟いた。

　黄金の髪かみと空色の眸ひとみが思い浮うかぶ。

　こんなふうにククサを持つと、両親や春山の家族の顔も次々に思い浮かぶのがいつものことなのに、今はヴァルトの顔ばかりが浮かんでくる。

　胸が、きゅっと甘く疼うずいた。

　そしてなぜか、森に呼ばれているような気がした。

「……ヴァルト？」

　名緒はベッドを抜ぬけ出して、カーテンを開ける。昨夜ゆうべ、あんなに怖こわい思いをしたというのに、導かれるように窓も開け放っていた。

　ひんやりとした朝の空気が流れ込んでくる。爽さわやかな風が、名緒の頰を撫なでた。そしてバルコニーの先に……トンッ、と。黄金の獣けものが、降り立った。

「──ヴァルト！」

　飛び出していた。何も考えられず、衝しよう動どう的に。抱だきつくと、もふもふの毛並みが名緒をとろけさせる。喜びで胸がいっぱいになり、毛並みを搔かき乱すように手を滑すべらせる。そして一番ふかふかの彼の首に、頰ずりする。甘くてどこかスパイシーさを感じる彼の匂においが、名緒を包み込む。

　ゴロゴロゴロ……と唸うなるような音がして、一いつ瞬しゆんだけ身構えたが、それは怯おびえなければいけないものではない。むしろ心地ここちよく感じてくれている時に喉から出る音だと、もふり合うようになって名緒は知った。

「ヴァルト、ヴァルト……」

　夢中で抱き付いていたが、頰ずりし返されてギクッとした。

　名緒にはもう、ケモミミがないのに。

「ごっ、ごめんなさ……っ」

　慌てて離はなれる。そこで初めて、これは夢なのか現実なのかどちらだろうと考えた。

　澄すんだ青空色の眸が、鋭するどく名緒を見つめている。

　そしてハッと気づいた。ヨナスが言っていた、『見る』ということ──それはもしかして、リンクスが持つという『万ばん物ぶつを見通す眸』のことなのだろうか。

　彼の目には何か特別な、例えば相手の本心などが、見えてしまっているのだろうか。

「名緒」

　聖せい獣じゆうの体にキラキラとした光の粉が舞まい、人へと姿を変える。そして手が伸のびてきた。名緒はとっさに、飛び退のいていた。

「……いやだっ」

　ヨナスのことを考えた瞬しゆん間かんに胸に渦うず巻まいたどす黒い感情を、ヴァルトに見み透すかされてしまうかもしれない。そう思ったら、怖くてたまらなくなった。

「──私はペットではないのだぞ」

　わけの分からないことを、怒おこったように言われる。そしてぶつかるように、彼の腕うでの中に攫さらわれていた。恥はずかしくて暴れたいくらいなのに、同時に泣きたいほどホッとする。

　彼の胸に頰を押しつけられて、鼓動が伝わってくる。それは名緒と同じくらい速かった。

「パートナーが番つがいのことだと明言を避さけたのは、言えば、おまえが逃にげてしまうと恐おそれたからだ。だが、騙だまし続けて儀ぎ式しきまで漕こぎ着けるつもりなどなかった。それだけは信じてくれ」

「……え？」

　ヴァルトの口からこんな台詞せりふが零こぼれることに違い和わ感かんを覚えた。

　番の件は、昨夜初めて知ったのに。しかも狼男から聞かされた。あのやり取りをヴァルトが知っているはずがない。

　──あれ？　でも、エーベルハルドさんに報しらせたのはヴァルトで……。

　混乱する。現実なのか夢なのか、ますます分からなくなってくる。

「名緒、名緒……絶対に、早まったことは考えるな」

　頤おとがいを摑つかまれて、クイッと上を向かされる。

　端たん整せいなヴァルトの顔が間近に迫せまる。驚おどろきと動どう悸きで心臓が潰つぶれそうになる。

　青い目が眇すがめられた。まぶしいものを見るような、どこか切なそうなまなざし。

「名緒……」

　掠かすれた声でささやかれる。それは特別な響ひびきを帯びているように聞こえた。まるで、強く求められているみたいだなんて……。

　──なんで？　だってもう、あの子がいるのに。

　できそこないの変化しかできない名緒なんかではなく、ヴァルトの番となれる彼が……。そこまで考えて、気づいた。まさかヴァルトは、まだヨナスのことを知らないのではないだろうかと。

　──だから、まだこんなにもおれのこと、大事にしてくれるの？　>>>♥

　それはなんて甘くて残ざん酷こくな現実だろう。

　もうすぐ名緒は、このひとを手放さなければいけないのに。

「……名緒」

　再びささやいたヴァルトの端たん整せいな顔が、ゆっくりと降りてくる。どんどん近づいてきて、焦しよう点てんさえ合わなくなったところで、まさかこれはキスされそうになっているのではと気づいた。

　そんな、まさか。ありえない。──いや、ヨナスの存在をまだ知らないのなら、ありえなくもないのか。ヴァルトはこのできそこないのケモミミの持ち主を、唯ゆい一いつの変化者だと信じて、いつか番にしようと考えているのだから。

　この腕は、本当は名緒のものではないのに。

　そう考えたら、心臓を切り裂さかれるような痛みに襲おそわれた。

　トン、と鼻先同士が触ふれる。唇くちびるを、ふっと吐と息いきが掠めた。彼は吐息さえもキラキラしている。視界に広がる黄金の輝かがやきは、きっと彼の美しい髪。

　こんなにも近くて──絶対に、名緒のものにはならないひと。

「……やだ。怖い……」

　こんなにヴァルトが大事になってしまって、どうしよう。

　ヨナスが現れて、もうヴァルトの傍そばにいられなくなってしまうことを現実として受け止めなければと考えていたのに──受け止められる気がしない。

　苦しい。息ができないくらい。苦しくてたまらない。どうしても、……どうしても、失いたくない。

　けれどそのために、どうすればいいのか分からない。

　眦まなじりに涙なみだが滲にじんだ。

　焦点が合うギリギリの位置まで身を引いたヴァルトは、痛ましそうに名緒を見下ろす。

「……そんなにも、私に触れられたくないのか？」

「え!?　ちがっ…」

「番のことを聞いてミミを消してしまえる程度には、抵てい抗こうがあるのだろう？」

　名緒は目を見張った。どうして名緒のケモミミが消えたのがその時であることを、ヴァルトが知っているのか。

「……なんで、そのこと……」

「『視みて』いたからだ」

「……どこで？」

「首都で」

　ヨナスの言葉を思い出す。「特定の『人』を念じて『視る』」と言っていた。

「……それが、『リンクスの眸』の能力なんですか……？」

「そのようだな」

　待ってみても、それ以上の説明はもらえない。こんなふうに一問一答で会話が広がらないのは初めてだった。最初から、ヴァルトはさまざまなことを名緒に教えてくれていたのに。

「……どこにいても、見られるんですか？」

「いや、限界はある。私の場合は、この『貴族の森』くらいだ」

「……ええと、この森の中のことなら、どんなに遠くにいても見えるっていうことですか？」

　そうでないと辻つじ褄つまが合わない。

「違ちがう。私がいる場所からの、距きよ離りの話だ」

「……でも、首都にいたって」

　ヴァルトは逡しゆん巡じゆんするように、視線を逸そらした。

「──ククサだ」

「ククサ？」

「こんな経験は他ほかでは皆かい無むなのだが、名緒のククサは私の呼びかけに応じるのだ。水を湛たたえて置いておくと、そこに私が存在するかのように、周囲の物事が視える」

「……ええ!?」

　思わず、ベッドサイドに置いたククサを振ふり返っていた。ついさっき水を飲み干してしまったが、それまでずっと、ヴァルトが不在の間は水を張っていた。彼に言われた通りに。

「範はん囲いは狭せまいのだ。この部屋程度なら隅すみ々ずみまで見み渡わたせるが、玄げん関かんホールほどの広さになると目が行き届かないところがある」

　啞あ然ぜんとしてしまった。だからあんなにも熱心に、ククサの使用を勧すすめたというのか。おまじないを信じているからではなく、名緒の精神安定剤ざいになっているという理由からでもなく。

「……いつから……？」

「始まりは十三歳の頃だった。不意に、見たこともない異国の景色が瞼まぶたの裏に浮うかぶことが時折あったのだ。そしてこちらを覗のぞき込んでくる、黒い瞳ひとみが印象に残っていた。ただ、その瞳には精せい彩さいがなかった。まるで生きる気力を失ってしまったかのように、ただ、こちらを眺ながめていた」

「……っ！」

　まさか、それは……。

「それなのにおまえは、笑うのだ。あの義兄弟や義父母に向かって。だが、こちらを見る瞳は、すべての色を失ってしまったかのように何も映していなかった。──胸に迫ってくるものがあった」

　──たぶん、父さんと母さんが天国に行っちゃった頃だ……。

　五歳の名緒には、両親の死をあまり深く理解することはできなかった。ただ、もう二度と会えないし、抱だき締しめてもらえないのだということだけは分かってしまった。

　泣いて、泣いて、会いたいと駄だ々だを捏こねて、父さん、母さん、と叫さけび続けた。周りのことなんて何も見えていなかった。

　けれどふと気づいた時、名緒は春山の家族に抱き締められていたのだ。

　賢次と仁が両側から名緒に抱きつき、前から義母が、後ろから義父が、本当にぎゅうぎゅうと抱き締めてくれていた。名緒が癇かん癪しやくを起こして泣き叫ぶたびにそうしてくれていたことに、どれくらいの期間気づいていなかったのか、分からない。

　ただある日、名緒は春山の家族に守られていることに気づいた。そして森野の両親とは、永遠に会えないのだという現実を受け入れ始めた。

「しばらくしてその現象はなくなったのだが、その後、あの少年がどうなったのか、私は気になって仕方がなかった。特に森を全力で駆かけ回りたくなった時に限って、なぜかおまえの姿を見たくてたまらなくなった。だから、強く念じたのだ。彼を視せてくれ、と」

「まさか、痛いくらい喉のどが渇かわいてたのって……」

「ククサが名緒を呼んだのだろう。スウェーンランドの森に棲すむ獣けものに、おまえの姿を見せてやってくれと」

　信じられないことばかりだ。けれど実際に彼は昨夜ゆうべこの部屋で起こった出来事を知っているし、名緒が時折、病的なくらい喉の渇きを覚えていたことも事実だ。しかもその渇きは、ククサに汲くんだ水にしか癒いやせなかった。

「……どうして、おれのククサにだけそんな力があるんでしょう……？」

「理由は分からない。だが、名緒のククサはこの森の白しら樺かばから生まれたということが関係している可能性はある」

「この森から!?」

　前のめりになった名緒に、ヴァルトが僅わずかに瞠どう目もくする。

「知らなかったのか？……それはすまない。てっきり知っているものだとばかり」

「なんで？　だって、おれのククサは父さんと母さんが新しん婚こん旅行で行ったスウェーンランドの森で、実際に木を見てお願いしてきたって……」

「その森がここだ、名緒。私は、幼い頃におまえの両親と会っている」

「っ！」

　ヴァルトの向こうに広がる森を見渡す。早朝の爽さわやかな光と空気に満ちた、緑の園。小鳥が愛らしくさえずり、動物たちが自由に生きられる、この森を──両親が訪おとずれていたというのか。

「森野家のルーツを訪ねてきていたらしい。実を言うと、そのようにして他国に帰化した者の子孫が訪ねてくるのはそれほど珍めずらしいことではない。それゆえに、愚おろかにも私は、おまえの両親と面会したことを重要なことだと記き憶おくしていなかった」

「……覚えてないんですか？」

「後で鮮せん明めいに甦よみがえった。名緒のククサが思い出させてくれたのだ」

　ククサを通して名緒を視ていたなら、思い出して当然……と思ったが、初めてククサが力を発揮したのは春山の家に引き取られてからだったはずだ。

「おまえの両親──森野明緒と名々子夫妻は、まず最初に、この森を散策する許可をもらいに来た。当時六歳だった私を子どもだと見み縊くびったりせず、初対面の時から礼節を持って接してきた。そして散策の後にも礼を言いに来て、少し話をしたのだ。彼らの真っ直ぐな心根に、私は森の中で瞑めい想そうしている時のような心地ここちよさを覚えた。実は当時、邸やしきの使用人たちのことで……少々、問題を抱かかえていてな」

「……あ。もしかして、エーベルハルドさんを執しつ事じに抜ばつ擢てきしたっていう……？」

　確かカールが、ヴァルトが六歳の時だと言っていた気がする。

「聞いていたのか。そう、その頃だ。私はまだ、心から気を許せる使用人を傍そばに置けていなかった。そんな時におまえの両親と話をして、子どもの当主に対しても軽かろんじることなく、変に媚こびることもなく、ただ礼節を持って接することができる大人も存在しているのだと気づかされた。だから私はエーベルハルドを見み出いだして執事に取り立てたのだ」

　簡単に言っているが、それは並なみ大たい抵ていのことではなかっただろう。彼は、エーベルハルドに意地悪をしていた先せん輩ぱい使用人たちを一いつ喝かつして改心させたと聞いている。そんなこと大人でも難しいのに。名緒は今の自分でも、まったくできる気がしない。

「おまえの両親と話をして、とても心地よい時間を持てた私は、彼らに何か土産みやげを贈おくりたいと申し出たのだ。その時に、──いつか生まれてくる自分たちの子どもに、ククサを贈りたいと頼たのまれた。散策中に運命を感じた白樺の木があるのだと言って」

「……おれの、ために……？」

　せっかく当主が申し出てくれたというのに、彼らは自分たちのものではなくて、まだこの世に生を受けてもいない名緒のために、ククサを頼んでくれたというのか。

「そうだ。名緒のために。それに、もし名緒の後に生まれる子どもがいたとしたら、彼らにも贈ってやるはずだった」

　──おれの、弟か妹……？

　想像がつかない。名緒にとって兄弟は、兄の仁であり、弟の賢次だけだ。けれど、もし存在していたとしたら、とても可愛かわいかっただろうな……と思った。

「ククサは幸運のシンボルだ。大切な人から贈られることにより、その者は幸せになれると言い伝えられている。──素す晴ばらしい両親だな」

　頰ほおが綻ほころぶ。義父母からさんざん英えい雄ゆう伝説のような話を聞かせてもらってきたおかげで、名緒は両親が大好きだが、今また好きになった気がする。そして自分が実の両親にどれだけ愛されていたか、じんわりと伝わってくる。

「名緒、飛行機から見渡した、この森の景色を覚えているか？」

「……スウェーンランドに来た日のことですよね？　はい、もちろん」

「あの時、雲の切れ間から一筋の陽光が差していた」

「覚えてます。湖と周りの木が、スポットライトみたいに照らされてましたよね」

「──あの場所なのだ。名緒のククサは、あの場所で育った白樺の瘤こぶから作られた」

　名緒は驚おどろきに目を見張った。今も脳のう裏りで再現することができるくらい印象的だった、あの光景。

「偶ぐう然ぜんかもしれない。だが、変へん化げした名緒を連れ帰ってきたあのタイミングで、あの場所だけが照らし出されるなど、神の祝福に違ちがいないと心を揺ゆさぶられても仕方がないと思わないか？」

　小刻みに頷うなずく。本当に、そう思った。

「視みるたびにおまえは、魅み力りよく的に成長していった。やがて曇くもりのない笑え顔がおを見せるようになり、こちらを見る漆しつ黒こくの瞳には、宝石のように艶つややかな光が宿るようになった。そして──愛いつくしむような微び笑しようを浮うかべるようになったのだ。私に向かって」

「えっ、あ、あなたに向かって……？」

　狼ろう狽ばいした。そんな記憶はまったくなかったから。

「分かっている。おまえはただ、両親からもらった大事なククサを見つめていただけなのだろう。その頃ころには私も、おまえの持つククサが魔ま法ほうのような贈り物をくれているのだと理解していたからな。手を尽つくして調べたおかげで、おまえが置かれている状じよう況きようも、あの時の若い夫ふう婦ふが残した宝物がおまえだということも把は握あくしていた。ただ、おまえの成長を見守っていただけのつもりだった私は──恋こいをしてしまったのだ。儚はかなげでいて、その実とても芯しんの強い、森野名緒という人間に」

「っ！……こ、い？」

　心臓を撃うち抜ぬかれたのではと思うくらいの衝しよう撃げき。

「そう、恋だ。私は、名緒を愛している。どうか私との未来を、真しん剣けんに考えてくれないか？」

　信じられなかった。ヴァルトほどの素す敵てきな人が、まさか自分に特別な感情を抱いてくれているなんて……。

　特別な存在になりたいと、願ったけれど。

　実際に、おまえは特別だと意思表示されると、こんなにも狼狽する。

「で、で、でもおれ、なんの取り得もないし、変化だって中ちゆう途と半はん端ぱで……あっ！」

　そうだった。変化。

　ヴァルトが名緒を憎にくからず思ってくれてるなんて、奇き跡せきなのに。

　奇跡だから、そんなことは想定外だと、その先が上手うまくいかないのだろうか。

「彼のことは心配するな。私に任せてくれていい」

「……知ってるんですか？」

「ヨナス・ヴァーレンか？　もちろん。エーベルハルドから報告を受けているし、昨夜、この部屋にも押しかけてきたではないか」

　それでは、変化は視ていないということだ。

　名緒は不安を覚えた。いくら話に聞いていたとしても、あれほど完かん璧ぺきで、愛らしいリンクス姿を見たら、彼に心を奪うばわれてしまうのではないだろうか。

「……掟おきてが……」

「大だい丈じよう夫ぶだ。名緒はただ、私を恋の相手として見られるかどうかということだけを気にしておいてくれ」

　優やさしく抱だき寄せられた。

　名緒からも抱きつきたかった。けれど恋とか番つがいとか掟とか、もしかしたらこのひとを失ってしまうかもしれないという恐おそれが邪じや魔まをする。

「名緒、……名緒」

　ヴァルトの腕うでに徐じよ々じよに力が籠こもり、苦しいくらい抱き締しめられる。

「私の──」

　語ご尾びが掠かすれて聞き取れない。消えてしまった音のしっぽを摑つかまえたくて耳を澄すますが、叶かなわなかった。その代わり、部屋の扉とびらが控ひかえ目にノックされる音が聞こえてきた。

　──きっとカール君だ。

　ヴァルトの腕の中から抜け出そうとした。彼にも聞こえているはずなのに、ますます抱き締められるのはどういうことなのか。

「放してくださ…」

「失礼します。名緒様、よく眠ねむれま……っ!?　セセセイェノーム様!?　お邪魔しましたっ！」

　勢いよく扉が閉まる。するとようやく抱ほう擁ようが解かれた。

「みっ、見られちゃったじゃないですか」

「見せつけて何が悪い。見られて困るような相手なのか」

　なぜ突とつ然ぜん、そんな不ふ機き嫌げんになったのだろう。

「……だって、恥はずかしいじゃないですか」

「そうか、恥ずかしいのか。なるほど。それはいい傾けい向こうだ」

　一転して機嫌よく、髪かみを撫なでられる。

　──どうしよう。ヴァルトの機嫌スイッチが全然分からないよ……。

「ヨナス・ヴァーレンの件は、決着をつけるまでに少々根回しが必要だ。すまないが、何日か辛しん抱ぼうしてくれ。その間、彼がどのような言動を取ろうとも、私が彼を自由にさせていようとも、私の心は名緒と共にある。それだけを信じていてくれ」

　不安が胸に生じるが、信じたいと思った。

　自分の意思で、ヴァルトを、信じたい。
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「セイェノーム～、ねぇねぇ待ってよ、森で一いつ緒しよにシュールストレミング食べようよ～」

　ヨナスがじゃれつくようにヴァルトを追いかけている。

　ヴァルトがいるところに、ヨナスあり。邸やしきの中を、彼は自由に動き回る。立ち入りを禁止されているのはヴァルトの私室と執しつ務む室、それに名緒の部屋だけだという。

「どうせ視れるんだから、入ってもいいじゃん」

「視られることと、手に取れることは違ちがうだろう」

　ヴァルトとそんなやり取りがあり、納なつ得とくしたらしい。そして言いつけを守っている。根は素す直なおな少年なのだろう。

　以前は名緒が、ヴァルトと摂とっていた食事もフィーカも、今はヨナスが同席している。名緒は自室に運んでもらうことにした。食堂で摂っていると、ヨナスの声が聞こえてくるから。

　避さける必要などないと、頭では分かっている。けれど彼に会ってしまうと、自分でも嫌いやなあの感情が湧わいてきてしまうのだ。なるべく顔を合わせたくなかった。

　しかし自室を出ると、こんなふうに遭そう遇ぐうしてしまうことがある。

「ヨナスはそんなにシュールストレミングが好きか」

「うん。美味おいしいじゃん。でも滅めつ多たに食べられなかったから、ここに来てやっと解禁だね！」

　ねーっ、と、傍そばにいたメイドに同意を求めると、彼女はくすくす笑いながら頷うなずいた。

　ヨナスが来てから、使用人たちが朗ほがらかになった気がする。元々親しみやすかったが、笑い声を聞いた記き憶おくはなかった。それが、ヨナスと一緒に笑うようになった。

　名緒に対しても、以前と変わらず親切にしてくれる。けれど、どこか気まずい空気が漂ただよってしまう。

「セイェノームは好きじゃないの？」

「嫌きらいではないが、毎日食べたいとは思わない」

「えー、僕は毎日でもいいな～。家うちでは年に一回くらいしかお許しが出なかったからなぁ」

「マンション住まいでは仕方あるまい」

「まあね、室内で開けたら腐ふ敗はい臭しゆうが三ヶ月は消えないんだから仕方ないけどね。でもシュールストレミングだけじゃないよ。あれダメこれダメこうしろああしろおまえはこうするべきだ、って一から十まで口出してきてウザイったら！　僕がリンクスに変へん化げできた時だって、一族の掟おきてじゃすぐに申し出ないといけなかったのに、一生隠かくし通す！　とか言っちゃってさ。僕はセイェノームの番つがいになりたかったのに」

　ドキッとした。これは、名緒が聞いてしまっていい内容だろうか。

　逡しゆん巡じゆんしたが、周囲には普ふ通つうに使用人たちがいる。特に隠すべきことではないのかもしれない。

「親心だろう。きみの幸せを考えてのことだ」

「えー？　平へい凡ぼんな人生送るより、セイェノームの番になってチヤホヤされる方が絶対幸せじゃん。意味分かんない」

「チヤホヤされたいのか？」

「されたいよ！　ホントはモデルとかの有名人になって、キャーキャー騒さわがれたかったんだけどさぁ。この低身長でしょ？　僕が絶世の美少年でもこれじゃモデルとして成功しないし、いくら完かん璧ぺきに美しいリンクスに変化できたって見せびらかすわけにもいかないしさ。だったら一族の頂点に立つほうが絶対いいじゃん。成人したから、もう親にだって口出しさせないよ！」

　そう言うなり、ヨナスはリンクスに変化してみせた。ヴァルトの周りだけでなく使用人たちの間もぴょこぴょこ跳はね回り、愛らしい動きで彼女たちを楽しませる。

　彼がみんなに好かれていることなど、一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。

　チヤホヤされたい、傅かしずかれたいなんて生意気なことを言いつつも、誰だれかをこき使ったり偉えらそうに振る舞ったりすることがないからだろう。「僕をチヤホヤしろー！」と言いつつ、周囲を巻き込んで盛り上げてしまうのだ。みんなを楽しませることができる人。だから愛される。

　──おれなんか、自分のことだけで精せい一いつ杯ぱいで、周りの人のことなんて全然思い遣やれてなかったな……。

　二つ年下のヨナスの方が、ずっと大人だ。

　彼を見ていると自分に足りないところばかりが目について、気持ちが沈しずんでいく。

　あの早朝の逢おう瀬せから三日経たつが、ヴァルトとまったく話ができていないことも不安要素の一つになっているのかもしれない。

　心は名緒と共にあることを信じてほしいと言われたが、あの台詞せりふさえ、自分の願望が捏ねつ造ぞうした偽にせの記憶ではないかと考え始めてしまう。

「名緒様、図書室は後にして、先に部屋でフィーカにしませんか？　俺、準備してきますから、戻もどっててください」

　隣となりで同じ光景を見ていたカールが、気を利きかせてくれる。余計なことは何も言わずに。

「……ありがとう。うん、じゃあ、そうしようかな。部屋に戻ってるね」

　名緒が来た廊ろう下かを戻る時、エーベルハルドと共に玄げん関かんに向かうヴァルトを「待って待って～僕も行くー」とヨナスが追いかけていく姿を見てしまった。リンクスから、スルッと人の姿に戻って。

　胸が痛みを覚え、名緒は足早にその場を去った。

　早く部屋に戻ろう。ヴァルトを信じて、今はただ待っていよう。

　自分に言い聞かせるように改めてそう決めて、スウェーンランド語の勉強に没ぼつ頭とうした。

　この三日間、ヴァルトからのアクションは一いつ切さいなかった。

　日ごとに不安が増していく。

　決して無視されているわけではないのだ。カールを介かいして、ヴァルトが手段を講じようとしてくれていることは聞いている。具体的な内容を教えてもらえないのは、万が一、その話をしているところをヨナスに視みられたら困るからだそうだ。

　──彼はたぶん、おれのことなんて気にしてないと思うんだけど……。

　卑ひ屈くつになっているわけではなく、客観的にそう思う。その証しよう拠こに、階段でバッタリと出くわしたヨナスは、不思議そうに名緒を見て。

「あっ、ケモミミがないから誰か分かんなかった！」

　と驚おどろきの声を上げたのだから。

「なんだー、まだここにいたんだね」

　無む邪じや気きにそんなことを言われても、言い返す言葉が名緒にはない。代わりにカールが、ずいっと前に出た。

「名緒様はセイェノーム様に求められて、ここにいらっしゃるんです！」

「ちょっ、カール君……」

　そんなケンカ腰ごしで彼に口を利いたら、使用人としてのカールの立場が悪くなるのではないかと焦った。

「求められて？　ぷふーっ。それいつの話だよ～」

　ケラケラと笑い声を上げる。悪意はまったく感じられない。本心から、愉ゆ快かいだと思っているようだ。

「あっ！　まさかと思うけど、セイェノームはあなたを愛人にする気なのかな!?」

「なっ、失礼にもほどがあります！」

「カール君っ」

　今にも殴なぐりかかりそうな勢いのカールの腕うでを、名緒は必死に引っ張る。

「うーん……まあ、あなたなら僕の引き立て役になってくれそうだし、別にいいけど。でも僕とセイェノームの儀ぎ式しきが終わるまでは、彼に近づかないで。万が一、間ま違ちがいがあったら困るし」

「……儀式って」

　名緒を見下した発言よりも、そちらの方が気になってしまった。ヴァルトの口からも何度かちらりと聞いていたから。

「え、もしかして、儀式のこと知らないの？　なんだー、愛人どころか、全然セイェノームの眼中に入ってないってことじゃん。番の座を横取りされるんじゃとか、心配する必要まったくなかったぁ！」

「あの、儀式って何をするんですか？　教えてください」

「名緒様」

　今度は逆に、カールが名緒を止めようとする。ということはつまり、彼も儀式の内容を知っているということか。そして名緒には聞かせたくないと？

「変化した姿で愛の交こう歓かん！」

　語ご尾びにハートマークでも飛んでそうな、きゅるんっとした表情と口調で、ヨナスが言う。

「つまり、獣じゆう姦かんエッチってやつ？」

「……っ!?」

「って言っても獣けもの姿すがた同士なら、獣姦じゃなくてただの交こう尾びだろうけど」

　頭が真っ白になる。

　なんだか、今、卑ひ猥わいな単語を聞いてしまったような気がするのだが。

「おーい、聞いてる？」

「…………えっ、え!?　え!?……えっ!?」

　聞き間違いだろうか。名緒の認にん識しきでは、それはあまり明るい場所であっけらかんと口にできる類たぐいのものではないと思うのだけれど。

　真っ赤になってあわあわしていると、カールが溜ため息をついた。名緒に聞かせてしまったことを悔くいるように。

「まあ、ミミしか変へん化げできないあなたには関係ないことでしょ。儀式さえ終わったら、あなたにもセイェノーム貸してあげるね。あっ、でも立場は僕の方が上だから、それだけは忘れないで！　僕よりチヤホヤされたり贅ぜい沢たくしたり、そういうの禁止だよ。見つけたらイジメまくって追い出しちゃうから！」

　じゃあね～と明るく手を振ふって、ヨナスは軽かろやかに階段を上っていった。後に続いていたメイドが気き遣づかわしげにこちらを見ていることが、いたたまれない。

　チヤホヤとか贅沢とか、名緒にはどうでもよかった。

　ただ、ヴァルトを物みたいに「貸してあげる」と言われたことが、悔くやしかった。

　──番つがいって、夫ふう婦ふってことだろ？　なんで他人と共有できるの……？

　自分だったら耐たえられない。そしてあんなことを言えてしまうヨナスが、ヴァルトを幸せにできるとは思えなかった。恋れん愛あい観なんて人それぞれだと思っていたけれど、大事なひとが適当に扱あつかわれるのかもしれないなら、そんな悠ゆう長ちようなことは言っていられない。

「……カール君、儀式って……」

「あっ、ああのっ、そのっ、単なる慣例みたいなものです。昔は、その、立会人を置いたらしいですが、今は王様への申しん請せい書に家族以外の一族の誰だれかが保証人としてサインするだけですしっ。ようするに儀式を行ったかどうかは、ほぼ自己申しん告こくです。もしも万が一あの方が儀式を終えたとか言ってきたとしても、鵜う吞のみにしないでくださいっ」

　名緒以上に赤い顔で、一いつ生しよう懸けん命めいにフォローしてくれる。

「……その申請書を出したら、番として認められるの？」

「ええと、はい。王様が受理したら、そうなりますね……」

「儀式がいつ行われるかとか、決まりはあるの？」

「特に聞いたことはありませんが……あの、名緒様？」

　何が言いたいのですか？　と、表情が問いかけてくる。

「おれ、今からでも、もっとちゃんと変化できないかな？」

「名緒様、それって……！」

　パァッと笑え顔がおをひらめかせて、カールが拳こぶしを握にぎった。

「何か方法がないか、調べましょう！　この際、魔ま法ほうの秘薬とか、なんでもいいですよね!?」

　それはきっと冗じよう談だんなのだろう。名緒を明るい気分にさせてあげようという心配りの。

「ありがとう。……無む駄だなあがきかもしれないって、分かってるんだ」

「そんなことっ」

「うん。それでも、悪あがきしてみたい」

「……名緒様……」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやいたカールは、唐とう突とつに涙なみだぐみ始めた。何か悪いことを言っただろうかと、名緒は慌あわてる。

「嬉うれしいんです。……すごく」

　照れ笑いしながら眦まなじりを拭ぬぐうカールに、胸がじんとした。

「がんばりましょう！」

「うん。よろしくお願いします」

　その日から、『ヴァルトファンクラブ』の活動はひたすら変化の方法探しとなった。古い文ぶん献けんを漁あさったり、変化に効くという野草を採ってきて煎せんじて飲んでみたり。

　効果はまったく得られていないが、ただ部屋の中に閉じこもってヴァルトを待つだけの生活より、ずっといい。ほんの僅わずかずつでも、前に進んでいるような気になれたから。

　しかし変化の方法など、そう簡単に見つかるはずもなく……。ヨナスと階段で遭そう遇ぐうしてから、四日が経たってしまった。

　ヴァルトとの朝の逢おう瀬せから、ちょうど一週間。

　不安が一層募つのる。邪じや念ねんを振り払はらって調べ物を続けようと思うのに、もしかしてヴァルトはあの愛らしいリンクスの少年に心を奪うばわれてしまったのでは……と、ふとした瞬しゆん間かんに考えてしまう。

　──駄だ目めだよ。ヴァルトを信じて待たないと。

「続きはまた明日あしたにしましょう、名緒様。お休みの準備をしますね」

　毎日、朝から晩まで献けん身しん的に支えてくれるカールにも、少し疲ひ労ろうの色が見え始めた気がする。

　使用人たち全員が名緒を『セイェノームのパートナー』として世話してくれていた時とは、彼が費ついやす労力もまったく違ちがうだろう。それでも愚ぐ痴ちひとつ零こぼさない彼に、ありがたさと、申し訳なさが湧わいてくる。調べ物にしたって、読み書きのできない名緒の代わりにものすごい量の文献を朗読してくれているのだ。負担は名緒の想像以上に違いない。

「……明日は、ちょっと朝あさ寝ね坊ぼうしようかな。カール君、いつもより三時間くらい遅おそく起こしに来てくれる？」

「あっ、そうですね。名緒様、がんばりすぎですもんね。分かりました」

「カール君も朝寝坊してね」

「あはは。お言葉に甘えます」

　カールが去って、ベッドの中でひとりになると、どうしてもヴァルトのことを考えてしまう。

　今いま頃ごろ彼は何をしているだろう。……ひとりで、いるだろうか。

　カーテンの隙すき間まから見えるうっすらとした明るさに、その向こうに広がる森を想像する。

　白びやく夜やはもう目前だ。今や、夜と呼べるほど真っ暗な時刻は、たった二時間くらいしかない。
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　名緒は、夢を見ていた。

　森を、自由に駆かけ回る夢。──リンクスになって。

　そう、リンクスだ。狼おおかみではない。子どもの頃から親近感を持っていた狼という動物には、今でも憧あこがれが消えずにいる。それでも名緒にとっての聖せい獣じゆうは、もう揺ゆるぎなくリンクスになっていた。

　朝焼けの頃だろうか。藍あい色いろの絵の具を水に溶とかしたような、透とう明めい感かんのある薄うすい青色の世界。

　名緒は迷いなく駆けていく。まるでそこに、己おのれが進むべき道があることを知っているかのように。

　──ヴァルトの背中に乗せてもらった時と同じだ……。

　心地ここちよかった。このままいつまでもいつまでも駆け続けていたくなる。森と一体化したような感覚。名緒の道を遮さえぎるものは何もない。下草も、白しら樺かばの幹も、小川のせせらぎさえも、名緒の存在を喜んでくれているような気がした。

　これこそが『自分』だという感覚が、じわじわと広がっていく。全身を満たす。

　──おれは、リンクスだ……！

　強く、そう思った。視界の端はしに、時折もふもふの前足が映る。左足の模様が、はっきりとは見えないが、チラッと確かく認にんできた。

　これが変化の予兆だったらいいのに。目が覚めたら両手が前足になっていて、あの模様が見えて……そうしたら幸運が訪れる気がした。

　──この姿なら、おれもヴァルトと一いつ緒しよに森を駆けられるのに！

　心の中で、そんなふうに叫さけんだ時だった。

「名緒」

　ヴァルトの声がした。まさか追いかけてきてくれたのだろうか。リンクスに変化した名緒と、森を駆けるために。

　背後の様子を窺うかがおうとしたが、夢の中の名緒は足を止めてくれない。後ろも振ふり返らない。ただ、真っ直ぐ前に突つき進んでいく。

　──ヴァルト、どこ？　ヴァルト……。

「名緒」

　また呼ばれた。

　そして違い和わ感かんを覚える。

　それは背後から呼ばれるというよりも……まるで零れ落ちてしまった自分のひとり言を、耳にした時のような聞こえ方だった。

　──あれ？　ちょっと待って……そういえばおれのケモミミって、……髪かみと同じ色じゃなかった……？

　今、初めて気づいた。

　それなのに、どうしてこのもふもふの前足は、キラキラとした美しい色をしているのだろう。

　まるで、ヴァルトの毛並みのように。

　──っ、まさか……!?

　夢の中のリンクスは進む。前へ、前へ、前へ──そしてガッと白樺の幹に前足を掛かけた。視界がグッと空へ向く。紫むらさきとオレンジの混ざった朝焼けが、木々の間から迫せまってくる。

　空へ──。

「ヴァルト！」

　ガバッと飛び起きていた。名緒はベッドの上にいる。

　心臓がバクバクと鼓こ動どうを打ち鳴らす。肩かたで息をして、名緒は自分の両手を見た。前足ではない。もしもこの手が前足になったとしても、あれほど美しくはなれないはずだ。

　あれは──ヴァルトの前足だ。

「……森にいるの？」

　ベッドから飛び降りて、カーテンを開けた。夢で見た通りの色が、空いっぱいに広がっている。

　風が木立を揺らした。この森のどこかにヴァルトがいると──独りでいると、確信した。

「行かなきゃ」

　何かに急せきたてられるように、名緒は思った。もう夜は明けようとしているのに。闇やみに引きずりこまれたりしないのに、なぜか、このままではヴァルトを永遠に失ってしまうような不安に襲おそわれる。

　名緒はパジャマのままで邸やしきを飛び出した。

「ヴァルト！」

　森の中で、声を張り上げて呼んでみる。ざわざわと木の葉が風に揺られ、名緒の声を消してしまう。

　なぜだろう。夢の中ではあんなにも、森は名緒を歓かん迎げいしてくれていたのに……今はなぜか、邪じや魔まをされているような気がする。

　──違う。夢の中のおれは、おれじゃなくてヴァルトだ。

「ヴァルト！　ヴァルト！」

　声の限りに呼んだ。

　呼べば迎むかえに来ると言ってくれた、あの言葉に縋すがって。

「ヴァルトーッ！　独りで行かないで！」

　この森を自由に駆けて、森と一体になって、前へ、前へ、迷いなく駆け抜ぬけていくヴァルトの孤こ独どくが、今になって胸に迫ってくる。

　夢の中で、おそらくヴァルトにシンクロしていたのだろう名緒は、とても自由だった。なにものにも囚とらわれることなく、このままずっと駆け続けていたいと願うくらい心地よく。これが本来の自分の姿だと確信を得ていた気がする。

　彼ともふり合うようになった時、名緒は、セイェノームとしての彼は孤独だったのではないかと気づいた。そして初めて出で逢あった変へん化げ者の自分を求めてくれるのは、唯一の『同じ存在』だからだと考えた。

　だからこそ、ヨナスが現れて名緒の心は揺れたのだ。

　ミミしか変化できない自分なんかより、全身が完かん璧ぺきにリンクスになれるヨナスの方が、ヴァルトにふさわしいと考えて。

　けれど、違ちがう。

　ヨナスでは彼を幸せにできない。

　ヴァルトの孤独を本当に理解できる人間でないと、彼はきっと淋さびしいままだ──。

「淋しいよ──……あなたがいないと淋しくてたまらないよ、ヴァルト！」

　叫んだら、名緒の目から涙なみだが零こぼれた。

　切なくて、胸が痛くて、ぼろぼろと零れる。

　張り詰つめていたものが崩くずれ落ち、心の澱おりが涙となって溢あふれだす。

「淋しいよ、ヴァルト。淋しい……！」

　声を上げて、泣きじゃくった。

　そしてようやく、この胸に渦うず巻まいていた感情が『淋しい』というものだということを知る。

　認めると言った方が正しいかもしれない。

　本当はずっと前から、その気配には気づいていたのだから。

　けれどその感情を持つのはいけないことだと、名緒はずっと罪悪感を抱いだいていた。

　実の両親を失っても、こんなにも自分を大事にしてくれる春山の家族がいるのに、淋しいなんて感じるのは恩知らずだと。ずっと、ずっと、そう思ってきたけれど──違っていた。

　どんなに、どんなに、幸せでも、満たされた生活をしていたとしても、傍そばにいてほしい人がいないだけで、淋しくなるものなのだ。

　たとえ世界中の人が自分を愛してくれたとしても、このひとがいないだけで──ヴァルトがいないだけで、名緒にとっての世界は、闇に塗ぬり込められてしまうのだ。

「ヴァルトーッ！　おれの傍にいて……！」

　傍にいたい。ヴァルトと一緒に生きていきたい。

　求めてもらえるならパートナーになってもいいなんて、自分はなんと傲ごう慢まんだったのだろう。

　傍にいてほしいと願う気持ちは、胸を搔かき毟むしってもがき苦しむくらい、こんなにも切実な想おもいだったのに。

　自分との未来を考えてほしいと名緒に告げた時、ヴァルトはもっと苦しかったに違いない。その気持ちを慮おもんぱかることができなかった自分に腹が立つ。

　世の中には、自分の力ではどうしようもないことがあると知っているけれど──今回だけは、受け入れられない。

　能力の差とか、掟おきてとか、そんなこと知らない。現実なんて関係ない。ただ、ただ、ヴァルトが欲しい。自分が、ヴァルトの傍にいたい。

「ヴァルト！　おれはここにいるよ！」

　そう叫さけんだ時だった。

　音もなく、目の前に獣けものが降り立った。リンクスだ。しかしそれはヴァルトではないと一目で分かる。

「……ヨナス君？」

「抜け駆がけ禁止って言ったでしょ！　油断も隙すきもないんだから」

　ヨナスは怒おこっていた。けれどその声は唇くちびるを尖とがらせて拗すねたような感じで、決して切ない恋こい心ごころではなかった。

「っ、なんにもいらないんだ！　お金とか立場とか、なんにもいらない。だから、お願い……儀ぎ式しきはしないで……！」

　二匹ひきの美しいリンクスが、じゃれ合うように睦むつみ合うところを想像したら、胸が張り裂さけそうになる。怖こわくてたまらなかった。ヴァルトが他ほかの誰だれかのものになるなんて耐たえられない。

「とか言って、出し抜くつもりでしょー。やなこった」

「ちがっ……！」

　ヨナスは背を向けた。これから名緒が進もうとしていた方向へ、先に駆けていこうとする。

「お願い！　ヴァルトを独りにしたくないんだ！」

　ヨナスが立ち止まる。チラッと名緒を振り返り、後ろ足で土を蹴けった。砂をかけるみたいに。

「なにそれ。自分こそが番つがいにふさわしいって言いたいんだ？」

「番っていう立場が欲しいんじゃない。彼が欲しいんだ。おれが、ヴァルトを幸せにしたいんだ」

　唇から零れ落ちた自分の言葉に胸を衝つかれた。

　そうだ、名緒は、彼を幸せにしたい。傍にいてほしいのは、彼を幸せにしたいからだ。傍にいてくれさえすれば名緒は幸せになれるから、その気持ちをヴァルトにも贈おくりたい。

「じゃあ、愛人でいいじゃん」

「儀式をしないでほしい」

「えー？　まあ別に、僕だって進んで獣じゆう姦かんしたいわけじゃないけどさ」

「っ！　それじゃ……」

「でも掟だもん。しょうがないじゃん。まあ、『ヴァルト』と相談してみるよ。あなたずっと無視されてるし、かっわいそうだから。味方もあの使用人ひとりだけだしね～ぷくくっ」

　じゃあね～と軽く言って、ヨナスは軽やかに駆けていった。キラキラの獣が森の奥へ消えていく。彼はきっと、ヴァルトに追いつく。

　名緒はその場にくずおれた。

　いやなのに。欲しいのに。森を自由に駆けるヴァルトを追いかける術すべが、自分にはない。

　どうしてこの手は、前足になってくれないのだろう。どうしてこの目は、大好きなひとを『視みる』ことができないのだろう。どうして、どうして──。

　ガサッと背後で物音がした。

　ハッとして、名緒は振ふり返る。白しら樺かばの木が立ち並ぶその陰かげに、生き物の気配を感じた。

「……誰かいるの？……っ！」

　二つの目が、ギラッと光った。名緒は息を吞のみ、あとずさる。

　クゥンと子犬のような声を上げながら姿を現したのは、狼おおかみだった。

「お、狼さん……？」

　後ろ足に、あのハンカチが結ばれている。満月の夜に、狼の姿に戻もどる時に結び直したのだろうか。

　狼はしっぽを振りながら近づいてきた。危害を加えるような雰ふん囲い気きではない。けれど全身の産うぶ毛げが逆立つような、嫌いやな感覚を覚えた。

　──近づいたら、駄だ目めだ。

　背筋を冷や汗あせが流れる。狼を刺し激げきしないようにゆっくり立ち上がり、少しずつ後退する。白樺の木が背中に触ふれた。名緒がくるっと狼に背中を向けて白樺の木に飛びついたのと、ガウッと狼が声を上げたのはほとんど同時だった。

「やだっ！」

　ズボンが狼に引っ張られる。必死に足をバタバタさせたら離はなれたが、またすぐに跳とびかかってくる。

　──いやだ。怖い。やだ、やだ、ヴァルト……！

　必死に木を登ろうとする。しかし白樺の皮は人の手を拒こばんだ。節に指をかけても、その次が続かない。あの夢みたいに、木に引っ掛かける爪つめがないことが不思議でたまらなかった。

　あれは名緒ではないのに。ヴァルトにシンクロしていただけなのに。それでも──。

「……っ！」

　靴くつに嚙かみつかれ、脱ぬげてしまう。ズボンの裾すそを咥くわえられて、ずるずると引きずり下ろされそうになった。

　このまま落ちてしまったら、自分はどうなるのだろう。食い殺されたりはしないと思う。けれどたぶん、あの満月の夜に狼男が言っていたように、彼の番にされてしまうのではないだろうか。

　背筋がゾッとした。そんなのは嫌だ。ヴァルトでなければ、絶対に嫌だ。

　──おれは、ヴァルトと生きるんだ……！

　グンッと体が浮うき上がったような気がした。驚おどろいて見上げると、青い空が目に飛び込んできた。無意識のうちに、次の手を出す。またグンッと体が上に上がる。

「……足！」

　名緒の手が、前足になっていた。髪かみの色と同じもふもふの毛に覆おおわれている足が、白樺の木をがっちりと捉とらえている。

　本能に従って、右、左、と前へ出す。人の手を拒んでいた木の皮が、リンクスの前足を受け入れる。

　足元で狼がガウガウ吠ほえている。狼に靴を脱がされたせいで、足も獣の後ろ足になっていることに気づいた。残っていたもう片方の靴も脱ぎ捨てて、名緒は木を登る。

　空が、ぐんぐん近づいてくる。それはあの夢でいつも見ていた、目覚める直前のシーンととてもよく似ていた。

　──そっか……あれは遠とお吠ぼえじゃなかったんだ。ヴァルトは、こうして木に登ってたんだ。

　このまま登りきれば、彼が目にしていた光景を見ることができるのだろうか。

　名緒は必死に足を動かした──が。

「あっ」

　光の粉が、前足を包み込むように舞まう。その後に何が起こるのか、名緒はもう知っている。

　──手に戻っちゃう！

　とっさに、真横にあった枝に腕を絡めてしがみついた。その直後、五本の指がはっきりと現れる。慌てて枝を摑んだが、寸前まで木の皮を捉えていた後ろ足も人の足に戻ってしまい、むなしく空を搔くことしかできない。

「っ！」

　狼の鳴き声がクゥンクゥンと悲しげなものに変わっている。チラッと視線だけで見下ろすと、思いがけない高さに眩暈めまいが起きる。枝にしがみつく手が震ふるえた。

　狼は鳴きながら、こちらを見上げてぐるぐるとその場を回っている。名緒の落下地点を探さぐろうとでもしているかのように。

　心配してくれているのかもしれないと思った。そういえばさっきも、名緒を引き摺ずり下ろそうとしたけれど、肌はだを引っ搔かいたり嚙んだりはされなかった。

　いきなり逃にげたりせずに、話をすればよかったのだろうか。今日の狼は人の言葉を話せないが、次の新月の夜に話し合いましょうと、約束をすればよかったのかもしれない。

　本能的な危機感に従って、逃げてしまったことが悔くやまれる。

「……くっ……！」

　腕うでが痛い。息が苦しくて、浅い呼吸しかできなくなる。落下したら大おお怪け我がをするだろうと簡単に想像がつくのに、もうあまりもちそうにない。

　──ヴァルト……！

　心の中で呼んだ。この先、どんなことがあろうとも、名緒はヴァルトだけを呼び続けると思った。

　──も、だめ……っ。

　ズルッと体が枝からずり落ちる。そして枝から手が離れた。空中に放ほうり出される。

　落ちる──。

　身を強こわ張ばらせて、ぎゅっと目を瞑つぶった。地面に叩たたきつけられる衝しよう撃げきを覚かく悟ごした、その時。

「名緒！」

　声が、聞こえた。

　そして、ふわっと掬すくい上げられた。

　──え!?

　空を飛んでいる。そんな感覚。

　目を開けると、太陽の光を受けて輝かがやく黄金の髪と、端たん整せいな頰ほおのラインが視界に飛び込んできた。そしてその向こうに広がる青い空。

「ヴァル、ト……？」

　呼んでも、答えはない。ヴァルトは真しん剣けんなまなざしで前だけを見ていた。

　そして次の瞬しゆん間かん、ガッと白樺の幹に爪を立てる。名緒を腕に抱だきこんだ、絶ぜつ妙みようの体勢で。

「っ！」

　ようやく、自分が置かれている状じよう況きようが理解できた。

　枝から落下した名緒を、ヴァルトが空中で受け止めてくれたのだ。おそらく獣けもの姿すがたで木を駆かけ上がり、ジャンプして別の木に飛び移るという方法で。今、名緒に見える限り、ヴァルトは左手だけが獣姿だった。白樺の幹にかけられたその左前足には──名緒が夢で見続けていた、あの不思議な模様があった。

　──やっぱり！　あの夢はヴァルトにシンクロして見てたものなんだ……！

「名緒……！　よかった！」

　ぎゅっと抱き寄せられる。名緒も両手を伸のばし、ヴァルトの首にしがみついた。さらさらの髪に指を通す。胸が、甘あま酸ずっぱい感情でいっぱいになる。

「心臓が潰つぶれるかと思ったではないか」

「ごめんなさい。……助けてくれてありがとう。嬉うれしいです、ヴァルト……！」

　ヨナスが追いかけていったから、もう手が届かないのではと恐おそろしかった。

「ヴァルト、ヴァルト、……会えなくて、淋さびしかった……！」

　力いっぱい抱きついたら、ヴァルトが息を吞んだ。そして感極きわまったように頰ずりされる。ケモミミなんてないのに、髪にも、頰にも、愛いとしさが溢あふれる頰ずりをされる。

　名緒は彼の頰を両手で挟はさんだ。

　少し顔を引き、ヴァルトを見つめる。青く澄すんだスウェーンランドの空色の眸ひとみが、名緒を見つめ返してくれる。

　胸が震えた。

　見つめ合えること、こうして触れ合えるということは、なんて幸福なのだろう。

「あなたが好きです、ヴァルト」

　空色の眸が、見開かれる。

「もしもあなたが──リンクスとして生きることを望むなら、おれも森で一いつ緒しよに暮らします。だからどうか、おれをあなたの番つがいにしてください」

「……名、緒？」

　驚きよう愕がくしたヴァルトに、やはりそうだったのだと名緒は確心した。

　彼の孤こ独どくは、変へん化げできる者が他ほかにいなかったことよりも、森の中を駆け回る姿が本来の自分だと感じてしまうその心にあったのだろう。あの夢が、そのことを教えてくれた。

「大事な人はたくさんいるし、家族には返しても返しきれない恩があるけど、おれは、ヴァルトがいないと淋しくて生きていけません。もう絶対に、──あなたを独りにしないから。だから、おれを……」

「名緒！」

　くちづけられていた。喰くらいつくように。

　生まれて初めてのキスは、白しら樺かばの木々に包まれた、優やさしい匂においがした。それは両親から贈おくられた、幸福のシンボルであるククサの香かおりでもあった。

　──父さん、母さん、おれ……あなたたちの息子むすこでよかった。

　早くに別れてしまったけれど、春山家という温かい家族をくれて、今こうして、愛する人と結びつけてくれた。

　ククサの魔ま法ほうがどうして起こったのかは分からないけれど、このひとを独りで、この森に生きさせることにならなくて本当によかった。　>>>♥

　くちづけを解くと、また頰ずりされた。体が浮うき上がってしまいそうなくらい、幸福感でいっぱいになる。

「……あっ、ヴァルト、手は大だい丈じよう夫ぶですか？　こんな体勢のままでごめんなさい」

　ふたり分の体重を支えなければならない彼の前足が心配になった。

「問題ない。下を見てみろ」

　チラリと下をのぞいてみると、ヴァルトの片足がしっかりと枝に下ろされているのが見えた。片足は折り曲げて、太ふと腿ももで名緒の体を支えてくれている。

「よかった……」

　ホッと胸を撫なで下ろしたのも束つかの間、この木の下でガウガウ激しく吠えたてている狼おおかみの姿も目に飛び込んできた。

「あっ、狼さん……」

「名緒」

　厳しい声で呼ばれた。驚おどろいて顔を上げると、ヴァルトの真剣なまなざしと出で逢あう。

「私自身も名緒を迎むかえて初めて自覚したことだが、どうやら私は……嫉しつ妬と深いらしい。覚悟しておいてくれ」

「えっ」

　そんなことを言われたら、嬉しいだけなのだけれど。嫉妬だなんて、他の誰だれかではなく名緒を欲しがってくれているという証あかしではないか。

　ほこほこと胸が熱くなり、自然と頰が綻ほころんでしまう。

「……そんなの、望むところです。おれだってヴァルトのこと、束そく縛ばくしますからね」

　宣戦布告をしてみたが、彼を独どく占せんするには大きな問題が残っている。

「そんな不安そうな顔をするな。掟おきてのことだろう？　大丈夫だ、問題ない」

　ヴァルトが不敵に笑った。

「ヨナス・ヴァーレンとは話をつけた。彼は『二番手の変化者』として、喜んで保証人のサインをするそうだ」

「え？……ええ!?」

　何が一体どうなってそんなことになったのか。ついさっき、名緒を追い抜ぬいていったリンクスの彼は、むしろ好戦的だったのに。

「どんな魔法を使ったんですか……？」

「魔法ではなく単純な取引だ。詳くわしい話はまた改めて」

「え、今じゃ駄だ目めなんですか？」

「名緒の心を手に入れた感動の余よ韻いんに浸ひたりたいのだ。他の男の話などしたくない」

「っ、他の男って……」

　どう考えても、ヨナスの存在に嫉妬するのはヴァルトではなく名緒の方なのだけれど。

　憮ぶ然ぜんとしたヴァルトに、胸がくすぐったくなる。

　かっこいいのに可愛かわいいなんて、この人は本当にずるい。

「ヴァルト、大好きです」

　再び彼の首にすがりついて、そう告白すると、なぜかヴァルトは「くっ」と悔くやしそうな吐と息いきをつく。

「今すぐ儀ぎ式しきになだれ込みたいところだが、その前に名緒を連れていきたいところがある」

「えっ、えっ」

　儀式発言か、連れていきたいと言ってくれたところか、どちらに反応すべきか狼ろう狽ばいする。

「腕うでの力はどうだ？　獣になった私の背に摑つかまれそうか？」

「あ、はい。だいぶ回復しました」

「ならば、行こう」

　キラキラと光の粉が舞まう。名緒の腕の中で、ヴァルトは美しい聖せい獣じゆうに変化する。

　もふっと頰に優しい毛並みが触ふれる。きゅぅんと胸が締しめ付けられる。

　ヴァルトは枝の上で器用に名緒を背中に乗せ、ジャンプした。地上に着地する。狼が激しく吠ほえたてながら追ってくるが、すぐにその声は遠ざかっていった。

　森の中を、颯さつ爽そうと走り抜ける。風になって。

　──あ、そうか。おれがリンクスになれなくても、こうしてヴァルトにしがみついてる方が、もしかして彼の気持ちに近づけるのかな……？

　もしも名緒がリンクスに変化できたとしたら、ヴァルトは名緒に歩調を合わせて駆かけてくれるような気がする。それでは決して、森と一体になる彼の気持ちは理解できなかっただろう。

　自分の足りない能力こそが、彼に近づける鍵かぎだったのだとしたら、名緒が抱かかえた劣れつ等とう感も苦しみも、すべて昇しよう華かされるような気がした。

「登るぞ。しっかり摑まっていろ」

　ヴァルトが言った。そして、ガッと白樺の幹に前足が掛かかった。

　視線がグッと上を向く。ぐんぐんと登っていく──空へ。

　ザァッと木の葉が風に揺ゆれ、名緒は空に飛び出していた。ヴァルトと共に、木の上へ。

　そして視界いっぱいに広がる絶景。

「……うわぁ……っ！」

　森と湖の絨じゆう毯たんだ。緑は単純な緑色ではなく、濃こいもの、薄うすいもの、深いもの……さまざまな緑があるのだと、それらが織り成す生命の揺りかごだからこそこの森は美しいのだと、今改めて感動を覚えた。

「これが……ヴァルトがいつも見ていた景色なんですね……？」

　名緒が何度も何度も繰くり返し見ていた、彼の孤独な夢の続き。

　ここからはもう、夢ではない。

　現実を、このひととふたりで歩いていく。

「そうだ。この景色を眺ながめながら、瞼まぶたの裏にククサを通した名緒を視みていたのだが……私が名緒を連れていきたいと言った場所がどういう場所なのか、気づいていたのか？」

　人の姿となり、名緒を支えながら枝の上に立ったヴァルトが、不思議そうに言う。

　ククサが名緒を視せる前──ヴァルトが名緒を呼んでいた時、その心に名緒がシンクロしていたということに、おそらく彼はまだ気づいていない。

　名緒は微笑ほほえんで、彼に寄り添そった。

「あのね、ヴァルトはおれのこと、ずっと見守ってきてくれたけど、実はおれだって──」

　奇き跡せきがもうひとつ起きていたことを、そっとヴァルトにささやいた。
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　名緒を背中に乗せたまま、トンッと邸やしきのバルコニーに降り立ったヴァルトは、人へと姿を変える。そしていつかのように、名緒をお姫ひめ様抱だっこした。

「わっ」

　バランスを崩くずしそうになり、とっさに彼の首にしがみつく。彼が抱えやすいように自分から身を寄せて。

　とろけるように甘い空色の眸ひとみが、名緒を見つめた。

「おまえがこのように寄り添ってくれるだけで、私は天にも昇のぼれるほどの幸福を覚える」

「昇っちゃいやです」

　そういう意味ではないと分かっているのに、思わず釘くぎを刺さしてしまう。

　彼は一いつ瞬しゆん、せつなそうな色を眸に宿したが、すぐに決意に満ちた笑え顔がおを見せてくれる。

「名緒を独りにしない。おまえが私を独りにしないように、私も、決しておまえから離はなれない」

　バルコニーの窓は開いていた。そこは名緒が初めて足を踏ふみ入れる、ヴァルトの私室だった。

　白と青を基調に、上品にまとめられている部屋の中に、大きなベッドが鎮ちん座ざしている。おそらくヴァルトも森へ駆け出す前まで、ここで眠ねむっていたのだろう。シーツが乱れていることが、なんとなく恥はずかしい。

　そのベッドに下ろされると、これから自分の身に起こることを想像してしまって、羞しゆう恥ちで硬こう直ちよくする。

「名緒、これから──儀式を執とり行う」

「っ！」

　それはまさか、獣じゆう姦かんというものか。

　ヴァルトのことは好きだ。獣けもの姿すがたの彼も心から愛している。それでも、誰かと触れ合うことさえまったく初めてで、いきなりのそんなハイレベルな行こう為いには恐きよう怖ふを感じた。

「嫌いやか？」

「……つ、番つがいには、なりたいです。でも……」

　小刻みに体が震ふるえる。

「ああ、儀式のことを誰かから聞いていたのだな？　すまない。獣姿で名緒をどうこうするという意味ではない」

「……違ちがうんですか？」

　おそるおそる見上げると、ヴァルトは優やさしく微笑んで名緒の隣となりに腰こし掛かけた。

　そっと抱き寄せられる。そのぬくもりだけで、とろけそうに甘い。

「ヴァーレン伯はく爵しやく家の歴史を紐ひも解とくと、確かにそのようにして番だと証明したこともあったらしい。だが、今は時代が違う。行うとすれば、単なる嗜し好こうだろう」

「……嗜好？」

「獣じゆうか……『もふもふプレイ』とでも言っておこう」

　獣姦という直接的な表現を避さけてくれたのだろう。けれど彼の口から『もふもふプレイ』という言葉が出てきたことに、名緒は思わず笑ってしまった。

　そんな名緒を見つめるヴァルトの眸は、ドキッとする甘さを秘ひめている。

「今日のところは、人として儀式を──名緒を、抱だきたい」

　熱っぽいささやきは、最後が掠かすれて聞こえなかった。けれど名緒にははっきりと伝わる。

　腰こしを抱き寄せられ、くちづけられた。

　森で交かわしたキスより優しくて、それなのにすごくドキドキする。

　ちゅっ、と吸い上げられた。結んでいた唇くちびるが自然と開いてしまう。その間を割るように、熱いものがもぐりこんでくる。

　──な、に……？

　ぐいっと上を向かされた。気づけば名緒は、ヴァルトに抱き締められて、後ろ髪がみを大きな手に優しく摑まれていた。くちづけが深くなる。もぐりこんできたのがヴァルトの舌だと、ようやく認にん識しきする。歯列を割られて、舌と舌が触れ合う。ビリッと電気が走ったような気がして、名緒は身を跳はねさせた。

　カァッと体が熱くなる。ケモミミを触さわられた時のような剝むきだしの快感ではなく、体の芯しんから熱が湧わき上がってくるような気持ちよさに、名緒はされるがままになる。

「名緒、名緒……」

　くちづけの合間に、情熱的に呼ばれる。顔の角度を入れ替かえるたびに、キスは深く、もっと深くなっていく。舌を絡からめて吸い上げられ、名緒は震えた。どうすればいいか分からず投げ出していた両手を、思わずヴァルトの背に回してしまう。シャツを握にぎって引っ張ると、ふっと吐と息いきで笑われた。

「やめてほしい？」

「……いじわるだ」

「名緒が可愛かわいすぎるのが悪い」

　体重をかけられて、背中からベッドに倒たおれる。

　こちらを見下ろしてくるヴァルトにドキッとした。絹糸のような金きん髪ぱつが、名緒に向かって零こぼれ落ちてくるような錯さつ覚かく……それはあの夜、初めてヴァルトに出で逢あった時と同じだった。しかしあの日とはまったく違う。こんなにも、こんなにも、この人が愛いとしい。

「怖こわいか？」

「……噓うそはつけないけど……でも、怖いのなんかどうでもよくなるくらい、ヴァルトの番になりたいです」

「ならば、怖くなくなる魔法の言葉を教えてやろう」

　ちゅっ、ちゅっ、と瞼や目め尻じり、鼻先にもキスを落とし、ヴァルトはとっておきの甘い声で囁ささやく。

「番とはつまり、私の花はな嫁よめになるということだ。名緒──愛している」

「おれだって！」

　両手を伸のばしたら、すかさず望んだその人が腕うでの中に降りてきてくれた。

　ヴァルトを抱き締しめて、自分からもくちづける。鼓こ動どうが荒あれ狂くるい、呼吸が苦しくなってくるけれど、キスをやめたくない。

「名緒、唇を合わせたまま、鼻で息をしてごらん。……そう、上手だ」

「……あ、……っ、こ、こやって、したら、ずっと、……キス、できるんですね」

　はふはふと口でも息いき継つぎをしながら、覚えたての鼻呼吸を実じつ践せんしてヴァルトの形のいい唇に吸いつくと、ガブリと嚙かみつかれた。一瞬ビクッと身構えたが、それは獣のようでいて、獣とはまったく違う熱ねつ烈れつなキスだった。

「あまり愛らしいことばかり言うな。暴走しそうだ」

　さんざん名緒の口こう腔こうを蹂じゆう躙りんしてから、ヴァルトの唇は首筋を辿たどって降りていく。体が熱くてたまらなかった。スルスルと衣類を脱ぬがされて、恥ずかしいのに、火ほ照てった肌はだに当たるシーツが気持ちいい。けれどシーツなんかより、一糸纏まとわぬ姿になったヴァルトの肌が合わさった時の方が、もっともっと、それだけで泣けてくるくらい気持ちよかった。

「すごい……もふもふの毛並みより、ずっと、気持ちいい……」

　言葉にするつもりはなかったのに、唇から零れ落ちてしまう。それを聞いたヴァルトは満足そうな笑みを浮うかべた。

「それを聞いて安心したぞ。最大の恋こい敵がたきに勝ったような心地ここちだ」

　なんだかよく分からないが、ヴァルトが喜んでくれるなら、名緒は嬉うれしい。

　名緒が彼の肌を気持ちいいと言ったからか、愛あい撫ぶを施ほどこす間も、ほとんどずっと抱き締められていた。けれど胸の突とつ起きを吸いながら背中に腕を回されると、下した敷じきにしてしまっている彼の腕が痛いのではないかと、快感に翻ほん弄ろうされながらも名緒は心配になってしまう。一いつ生しよう懸けん命めい、背を反らせてできるだけ負担にならないようにがんばってみたのだけれど……。

「そんなに胸を突つき出して、乳ち首くびを吸われるのはそれほど気持ちいいか？」

　誤解です、と訴うつたえたかった。それなのに名緒の唇から零れるのは、あんあんと子犬が甘えて鳴くような声ばかりだ。

「あっ、あぁん……やっ、あン！」

　身を捩よじって、胸を突き出す。そうすればするほど、ヴァルトはそこにある突起を刺し激げきしてくれる。吸い上げて、甘く嚙んで、ねっとりと舐ねぶる。片側を愛撫している間、もう片方は指で刺激する。

「愛らしい声だ、名緒。もっと鳴くがいい」　>>>♥

「んーっ、あん……っ」

　カリッと歯を立てられて、ビクビクッと体が跳ねた。あろうことか、まだ一度も触ふれられていない名緒の昂たかぶりから、白はく濁だくが吐はき出されてしまっていた。

　あまりの快感に頭が真っ白になって、名緒は自分が達したことにさえ気づけない。

　なぜかヴァルトがあまりにも嬉しそうにくちづけてきて、「名緒、名緒、愛らしい、名緒」と繰くり返すから、体のだるさなどどうでもよくなってしまった。

「ヴァルト……すき」

　とろんと酩めい酊ていしたような状態で告白したら、舌たらずになってしまった。それでもヴァルトは喜んでくれる。

「おれ、ヴァルト、……気持ちよくしたい」

「ならば、舐なめてもいいか？」

「……え？」

　ヴァルトを気持ちよくしたいのに、なぜそんな答えが返ってくるのだろう。

「私は名緒を舐めつくしたい。体の隅すみ々ずみまで、余すところなく。……獣じみたこの衝しよう動どうが、人として正常なものなのか──リンクスの血がそうさせるのか、私には分からない」

「舐めて」

　迷いなんてなかった。

「舐めて、全部。溶とけても、い……から」

「名緒！」

　再びくちづけられた。荒あら々あらしいくらい、情熱的に。ヴァルトはキスが好きなのかもしれない。名緒も好きになった。ヴァルトとこんなにもくっつけるから。

　彼のくちづけはすぐに違ちがう場所へも施され始めた。唇や胸の突起などというピンポイントではなく、言葉通り隅々まで、手の甲こうも指の間も、腹や太ふと腿ももやふくらはぎ、くるぶしも、ねっとりと舌を這はわせたかと思うとぺろぺろ舐めたり舌先でくすぐるように舐ったり、それから甘あま嚙がみを繰り返される。

　ヴァルトの舌や吐息を感じることは、図はからずも自分の体の輪りん郭かくを確認していく作業となる。

　人と人として抱だき合うことは、きっとヴァルトにとって、普ふ通つうの人たちが性交する以上に深い意味を持つのだろう。そんな彼の気持ちを、いつか心から理解できるようになりたいと願う。

「あっ、あぁ……っ、ヴァルト……気持ちい、ですか？」

　気持ちよくさせてもらっているのは自分なのに、尋たずねずにいられない。

「最高だ、名緒」

「おれも……もっと、あっ、ンッ……ヴァルト、気持ちよく……っ」

「もっともっと、甘い声で鳴いてくれ、名緒。私の腕の中で快感に乱れる名緒が、何よりも私を気持ちよくさせる」

　そんなことで本当にヴァルトは気持ちよくなれるのだろうか。彼の優やさしい噓かもしれない。けれど初心者の自分には、彼を悦よろこばせられる知識も技術も何もなくて、身を任せることしかできない。

　だからせめて、気持ちだけは伝えようと思った。恥はずかしくても、言葉にして。

「ヴァルト、好き……あっ、あんっ……すき……っ！」

　くるっと体を返されて、うつ伏ぶせにさせられる。体のどこを愛撫する時もたくさん抱き締めてくれていたのに、腰こしだけを高く上げるように抱かかえられて、ヴァルトの肌を感じられなくなった。

　双そう丘きゆうを両手で摑つかまれ、ぐいっと開かれる感覚。そしてその一点にだけ、舌を這わされる。

「っ!?　な、に……!?」

「すまない。自制が利きかない」

「ああっ!?」

　抉えぐるように、舌が侵しん入にゆうしてくる。体が逃にげを打つのに、臀でん部ぶを揉もみしだく手に阻はばまれる。

　刺激を受け続けているその一点がどこなのか、名緒にも分かってしまった。

「う、そ……っ、そんな、とこ……っ」

　これは恥ずかしすぎる。舐めつくしてとは言ったけれど、こんな恥ずかしいことは想像もしていなかった。体の中で一番汚けがれた場所だ。申し訳なくて、涙なみだが零れた。

「ごめ、なさ……っ、ヴァルト、ごめ……っ」

「なぜ謝る？」

「……だって、きたな……っ」

「私にとっては愛いとしい場所だ。名緒の体はどこもすべて愛しいが、その中でも、私を受け入れてくれる……尊い場所だ」

　そこで繫つながるための準備をしているのだと、ようやく理解した。男同士の性交がそこで行われるという、ぼんやりとした知識くらいは名緒も持っていたが、そんな準備が必要だなんて知らなかった。

「おっ、おれ、自分で……ほぐすから……」

「私の好物を取り上げないでくれ」

　そう唸うなるなり、ヴァルトはめちゃくちゃに舌を動かし始めた。いやらしい水音がひっきりなしに上がる。そして舌とともに指が侵入してくる。信じられない快感が名緒を襲おそった。甘く、ぐずぐずにとろけたそこを、どんどん開かれていく気がした。気持ちよすぎて怖こわいのに、自分を侵しん略りやくしようとしているのがヴァルトだと分かっているから、名緒は快感に鳴きながらも彼に身をゆだねた。

「名緒……苦しいかもしれないが、抱き合って受け入れてほしい」

　どれくらいシーツに涙が染しみこんだのか分からない。

　優しく肩かたを摑まれて、体を返される。ぐったりと背中からベッドに沈しずみ込み、見上げた場所には、熱情を滾たぎらせたヴァルトがいた。額から汗あせが滴したたっている。そして荒あらい呼吸を繰り返している彼は、獣けもの姿すがたの時以上に、獣を彷ほう彿ふつとさせた。

　それなのに彼は、生命の輝かがやきを放っているような美しさを漲みなぎらせていた。

　ヴァルトは人間だ。確信を持って、そう感じた。

「名緒、──私の花はな嫁よめ」

　両足を抱え上げられる。そして恐おそろしいくらい大きな彼の昂りが、名緒の秘部に突き挿いれられた。

「──っ！」

　声にならない悲鳴を上げる。

　痛みなどなかった。圧あつ迫ぱく感かんで苦しいだけだった。けれどそれを凌りよう駕がする鋭するどい快感に、彼を迎むかえ入れた場所が甘く痺しびれる。

「……ック。……すまない、耐たえられない」

　腰を打ちつけられる。名緒は甘い悲鳴を上げた。穿うがたれるたびに、あんあん鳴いてしまう。気づかないうちに、名緒も腰を振ふっていた。

　誰だれよりもヴァルトの傍そばにいると、名緒は感じた。獣姿で交かわされる特別な行こう為いではないのに、こうして肌はだを合わせて、繫がるということは、他ほかの何にも替かえられない大切な儀ぎ式しきだと思った。

「……あんっ、あぁっ……一いつ緒しよ、気持ち、い……っ」

「名緒！」

　律動に合わせて、美しい汗がヴァルトの額から飛び散る。キラキラと光る黄金の髪かみをさらに美しく見せる。

　愛しさが胸に溢あふれてたまらなかった。

　この人が好きだと、大声で叫さけびたいくらいに。

「好きっ、すきっ、……ヴァルト、すき……っ！」　>>>♥

　下か肢しを穿つ圧迫感がさらに増したような気がして、名緒は仰のけ反った。

　頭が真っ白になる。ビクビクと体が痙けい攣れんして、もう何度目か分からない絶頂を迎えていた。

　揺ゆさぶられ続けながら、腹に飛び散った白濁をヴァルトの指に掬すくわれ、これ見よがしに舐ねぶり取られて、名緒は震ふるえた。壮そう絶ぜつな色いろ香かに煽あおられて、このまま喰くわれてしまいたいとさえ思った。

　このひとが好きだ。人の姿でも、獣の姿でも、どちらでもいい。どちらも愛しい。

　繫がっている場所の感覚なんてもう麻ま痺ひしていて、それなのに快感だけが幾いく度ども弾はじける。

　やがて小刻みだった律動が、最さい奥おうを抉ろうとする動きに変わる。そして……。

「……っ！」

　ヴァルトが身を震わせる。名緒の太腿を力強く摑んで引き寄せ、奥の奥へと……彼しか達することのできない深みへと熱情を迸ほとばしらせた。

　ドサッと名緒の上に倒たおれこんできたヴァルトの肌は、汗で濡ぬれている。さらさらの肌はだ触ざわりも好きだけれど、こんなふうにしっとりと手に吸いつく汗ばんだ肌も愛しいと思った。

　──もちろん、もふもふも好きだけど。

　心の中でこっそりささやくと、荒い呼吸を繰くり返しながらヴァルトがこちらを見つめてきた。

　なんですか？　と尋ねたいのに、名緒の唇くちびるから声は出ない。喘あえぎすぎると声が出なくなるなんて、知らなかった。

「言うべきかどうか迷っていたのだが……」

　ヴァルトの大きな手が、名緒の髪をくしゃっと搔かき混ぜる。自分の髪も汗で濡れているんだな……と思った途と端たん。

「っふぁッ!?」

　ゾクッと背筋を快感が駆かけ抜ぬけ、名緒は吐と息いきで喘いだ。

　頭を撫なでられただけなのに、なぜ……。

「実は先ほどから、愛らしいミミが生えている。……思いがけず、もふもふプレイ達成だな？」

　いたずらっぽく笑うヴァルトに、胸が甘く締しめつけられる。

　いつか本当のもふもふプレイもしましょうね、と言ってみたら、ヴァルトはどんな表情をするだろう。

　想像するだけで楽しくて、名緒はくすくす笑いながらしぐさでキスをねだった。

　望みはすかさず叶かなえられた。
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「じゃ、サインするね～。ここでいいの？　立会人って書いてるとこ？」

　ヨナスが大おお仰ぎような羽根ペンを握にぎり、国王への許きよ諾だく申しん請せい書しよにサインをしたためる。

　名緒が、セイェノームの番つがいということを、一族の代表として認めるというものだ。

　森で名緒を追い抜いていった後、ヨナスは待ち受けていたヴァルトから取引条件を提示されたという。

　ヴァーレン伯はく爵しやく家の全面バックアップによる、芸能界デビューだ。

　低身長ゆえにモデルは無理だと諦あきらめつつ、チヤホヤされたいという願望があるヨナスだから、勝算があるその申し出には一も二もなく食いついた。

「一族の頂点とはいえ、森の中に閉じこもるより、世界中の人にチヤホヤキャーキャー言われる方が、絶対に得じゃん」

　と、名緒の顔を見るなり、あっけらかんと言ったヨナスには驚おどろかされた。

　さらにその後。

「いや～、それにしても、セイェノームって絶ぜつ倫りんだね。あの腰こし使いはすげぇわー。マジで獣じゆう姦かんとかする時は、命に気をつけて」

　などと続けられ、名緒は真っ赤になった。

「まっ、まさか、視みてたんですか!?」

「ん。ごちそーさま。名緒ってば、かっわいかったよ！」

「きみはセクハラオヤジか」

　唐とう突とつに会話に割り込んできたヴァルトに、ぐいっと腰を抱だかれてヨナスと引き離はなされる。所有権を主張するように腕うでに抱きこまれたりしたら、名緒は嬉うれしいだけなのだが。

「視るって分かっててヤッたくせに、セイェノームって大人げない」

「『立会人』は必要だからな」

「まったまたー。ラブラブっぷりを見せつけて、ふたりの間には割り込めないって僕に思い知らせたかったんでしょ？　残念！　僕ちょっと攻せめる方に目覚めちゃったかもー」

「何っ!?」

「だって名緒、エロかわい…」

「私の伴はん侶りよに二度と近づくな」

　ぎゅうぎゅう抱き締められていたせいで、彼らの会話の続きはほとんどど理解できなかったのに、ヴァルトの言葉だけははっきりと名緒に届く。

　──伴侶、だって。

　ひとりでに頰ほおが綻ほころぶ。ヴァルトは名緒を幸せな気持ちにさせすぎだと思う。

「セイェノーム様、お取り込み中のところ恐きよう縮しゆくですが、申しん請せい書しよはこちらでよろしいですか？」

　エーベルハルドが一分の隙すきもなく着こなしたいつもの執しつ事じ服姿で、キリッと場を引き締める。

　抱ほう擁ようを解かれて、名緒もヴァルトと一緒に申請書を見下ろした。

『Nao Morino』とアルファベットでサインをしたが──。

「名緒、書かなくていいのか？　もう一つのファミリーネームを」

　もう一つ。名緒を育はぐくんでくれた、『春山』という名のことを言ってくれているに違ちがいないが、それは戸こ籍せきの名前とは違う。

「役所への届け出ではなく、これは国王に見ていただくためのものだ。名緒の真実を書くがいい」

　真実──その言葉に、胸が震えた。

　ククサを通して名緒の成長を見守ってくれていたヴァルトは、血の繫つながらない春山の家族が、名緒にとってどれだけ大切か理解してくれているのだろう。

　実の両親が生きた証あかしを消したくなくて、『森野』姓せいで生きることを決めたのは名緒自身だったが、それでもその答えを出したことで、春山家の本当の一員にはなれなくなったと、心のどこかで受け止めていたのに……。

　書きたい、と思った。

　きっと名緒の家族なら、『春山』とも名乗ることを許してくれると思った。

　名緒は仰ぎよう々ぎようしい羽根ペンを再び手に取り、そっと書き足す。

『Nao Morino Haruyama』

　ヴァルトが書いた『Se igenom』よりも、ずいぶん長くなってしまった。この長さが、家族の愛情にも思えて、じんわりと胸が熱くなる。

「ふむ。これで彼らも、私が名緒を幸せにできると納なつ得とくするだろう。さあ、名緒。私と一緒に申請書を持て。写真を撮とるぞ」

「え？　え？」

　何がなんだか分からないうちに、記念撮さつ影えいされることになっていた。

　だからこんな正装をさせられていたのだろうか。ヴァルトとお揃そろいの真っ白なテイルコートなんて、照れくさかったのだけれど。国王に見ていただくサインを書くからかと思っていたが、どうやら違うようだ。

「名緒様、笑ってくださーい」

　カメラを構えるエーベルハルドの背後から、カールが満面の笑えみで手を振ふってくれる。

　その周辺からも、使用人たちが口々に「名緒様」と呼んで笑顔を見せてくれていた。

　ヨナスが来てから、一時期、彼らが遠くなってしまったような気がしていたのは、微び妙みような立場に置かれてしまった名緒にどう接していいか分からなかったという理由もあるが、それ以上に、名緒を構うことでヨナスが名緒につらく当たるのではないかと懸け念ねんしていたからだったという。ヴァルトが策を講じるだろうことを確信していて、それまではカールに名緒を頼たのむと心の中で念じていたそうだ。誰だれかに命じられたわけでもなく、話し合ったわけでもなく、それぞれの使用人たちがそう考えて行動していたということを聞いて、自分がどれだけ気き遣づかわれていたかということを改めて知った。そして深く感謝した。

　ふたりで記念写真を撮った後、使用人とヨナスも加わった写真を撮った。ヨナスがみんなを盛り上げてくれたおかげで、きらっきらの笑顔が溢あふれる一枚になる。

　それをカメラの画面で確かく認にんしながら、エーベルハルドが何やら真しん剣けんな顔でヴァルトと相談を始めた。

「おふたりの写真もよろしいですが、もしかするとこちらの集合写真の方が、皆みな様さまを納得させられるのではないでしょうか？」

「ふむ……確かに。緊きん張ちようしている名緒も愛らしいが、こちらの名緒の笑顔はどんな希少な宝石でも敵かなわない輝かがやきに満ちているからな」

「ではこちらをお送りしておきましょうか？」

「そうだな……いや、持参するか。名緒も家族に会いたいだろう。なあ？」

　なあ？　と同意を求められても、話にまったくついていけていないのだが。

　視線で問いかけると、ヴァルトは苦笑いを頰に浮うかべる。

「今だから言うが、おまえがこの邸やしきに着いてから、春山家からは毎日欠かさず電話がかかってきている」

「……え？」

「名緒の様子はどうだ、ちゃんとごはんを食べているのか、体調を崩くずしていないか、ミミはどうなった、周囲の人と馴な染じんでいるか、泣いていないか……等々、入れ替かわり立ち替わり日本語でまくしたてて、それをおまえの兄が通訳して。あまりにも毎日同じことを聞かれたから、私はいくつかの日本語を覚えてしまったくらいだぞ」

　信じられなかった。なぜなら名緒のところには、一度だって電話もメールも届いていないのだから。名緒も、前向きな報告ができるまでは連れん絡らくをしないようにと、我が慢まんしていた。

「名緒に電話などして里心がついたら、おまえがよけいにつらい思いをする──だそうだ。『名緒は淋さびしいと泣き言を言えない子だから』と心配していたぞ」

「っ！」

　心臓が止まるかと思った。淋しいと。その言葉を名緒自身も気づかぬうちに禁きん忌きにしていたことに、家族が気づいていたなんて。

　自分がどれほど家族に愛されているか、充分に理解していたつもりだったけれど──全然、足りなかったかもしれない。名緒が感じて、感謝していた以上に、もっともっと深い愛情で包み込んでくれていたのかもしれないと、今初めて感じた。

　そのことに気づかせてくれたのは、ヴァルトだ。

　このひととの出逢いが、名緒の目を開かせてくれた。

「そういうことだ。ゆえに、名緒。この写真を持って、おまえの家族に会いに行こうではないか。これからは私の家族にもなるのだからな」

「ヴァルト……ありがとうございます。本当に、嬉しいです……」

　眦まなじりに滲にじんでしまった感動の涙なみだを、そっとヴァルトが拭ぬぐってくれる。

　そしてなぜか不敵に笑った。

「あの過保護な兄にも、名緒の晴れ姿を見せつけてやらねばならんしな」

「え？」

「名緒は私の花はな嫁よめだということを、思い知るがいい」

　勝利宣言のように口にした途と端たん、使用人たちがワァッと拍はく手しゆ喝かつ采さいを浴びせる。それとともに、彼らは花を放ほうり投げた。色とりどりの愛らしい花の雨が、名緒とヴァルトに降り注ぐ。

　おめでとうございます、と彼らは祝福の声を上げる。これではまるで結けつ婚こん式だ。

「名緒」

　歓かん声せいの中、艶つややかな声で呼ばれた。

　ヴァルトを見上げると、深い深い愛情を湛たたえた、熱いまなざしと出で逢あう。

「おまえの両親にも、報告しに行こう。私たちを結びつけてくれたククサを持って、彼らが運命を感じた白しら樺かばの木の場所へ」

「──はい！」

　青い眸ひとみが近づいてくる。それは名緒が夢に見続けた、スウェーンランドの空へぐんぐんと上じよう昇しようしていく感覚を思い出させる。

　名緒は、そっと目を瞑った。

　唇くちびるに重なったそのぬくもりが、最愛の人とふたりだから創つくり出せる──あの夢の続きだ。







　あとがき




　はじめまして、こんにちは。水瀬結月と申します。

　北ほく欧おうもふもふ、お楽しみいただけましたでしょうか？　北欧ともふもふが大好きなので、くっつけちゃったら楽園に違ちがいない、ということで、北欧もふもふです。欲よく望ぼうに忠実です。

　一応申し上げておきますと、リアル北欧にスウェーンランドという国は存在していません。ですが北欧五ヶ国の国名を並べていただけると、モデルにさせてもらったお隣となり同士の国が、ふんわりとご想像いただけるかな……と思います。どちらの国もとっても素す敵てきで大好きです。

　挿さし絵えは、街子マドカ先生が描かいてくださいました。ラフイラストを拝見した瞬しゆん間かん、あまりの可愛かわいさとかっこよさに歓かん喜きの雄お叫たけびを上げてしまいました。どのキャラも本当に素敵ですが、中でもリンクスティップ付きのケモミミ名緒が可愛くて可愛くて……！

　街子先生、素敵なイラストを本当にありがとうございました！

　そして担当様はじめ、編集部、営業部、個別に書ききれなくて恐きよう縮しゆくですが拙せつ著ちよの制作・出版にお力ちから添ぞえくださったすべての皆みな様さまに、お礼申し上げます。土下座で感謝です！

　最後になりましたが、お手に取ってくださった読者様、本当にありがとうございました。少しでも楽しんでいただけたら、とても嬉うれしいです。
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